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成

国
れ
鮮
麗
道
路
関
係
重
点
施
策

違
いどきき
み
げぷぶ
ふ
き
衾
ト
ミ
ミ
き
豪メド
き
め
蒙き
さ
さやきさき
纖
嚢
榊

圓
藍
蘂
週
省
踵
無
朧
簾
(週
離
関
係
)
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

は
じ
め
に

今
年
度
の
重
点
施
策
は
、
当
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る

施
策
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ポ
ン
チ
絵
形
式
に
よ
り
、

去
る
八
月
四
日
に
公
表
さ
れ
た

(け者
"
者
"
"
日
巨
旛
oL三

百
等
沁汗
儲
けも
の＼O
5
5
8
r
片
言
号

五
つ
の
柱
立
て
の
も
と
、
施
策
を
網
羅
的
に
編
集
し
た

本
体
と
、
そ
れ
ら
の
施
策
の
い
く
つ
か
を
よ
り
詳
し
く
記

載
し
た
別
紙
参
考
資
料
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
か
ら
、
道
路
関
係
の
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
す
る
。

国
際
競
争
力
の
強
化
･観
光
立
国

-東
ア
ジ
ア
シ
ー
ム
レ
ス
物
流
圏
の
構
築
一

〇
国
際
水
準
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

･
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
が
支
障
な
く
通
行
可
能
な
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
三
大
都

市
圏
環
状
道
路
な
ど
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規

格
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
通
行
支
障

区
間

(約
五
六
〇
踊
)
を
早
期
に
解
消

(ス
ー
パ
ー

中
枢
港
湾
に
係
る
区
間
は
、
平
成
二
二
年
度
ま
で
に

解
消
)。

･
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
I
C
等
か
ら
拠
点
的
な
空

港

･
港
湾
へ
の
一
〇
分
ア
ク
セ
ス
率

(平
成
一
七
年

度

･
六
六
%
)
を
欧
米
並
み
の
水
準

(約
九
割
)
と

す
る
た
め
、
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整
備
を
重
点
的
･

効
果
的
に
推
進
。

【施
策
の
効
果
】

拠
点
的
な
空
港

･
港
湾
ア
ク
セ
ス
を
含
む
、
国
際
物

流
に
対
応
し
た
道
路
網
の
戦
略
的
な
構
築
と
、
物
流
の

　"H

88 %
82 %

讓

鰍
卸

60

40

図 1 拠点的な空港 ･港湾への道路アクセス率



湾

　
　

　

効
率
化
等
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
や
発
注
か
ら
納
品
ま
で

に
係
る
時
間
の
削
減
に
よ
り
、
国
際
競
争
力
を
強
化
。

一都
市
内
物
流
の
効
率
化
一

･物
流
事
業
者
、
商
店
街
等
が
行
う
貨
物
車
専
用
駐
車

場
の
整
備
等
を
支
援
し
、
荷
さ
ば
き
駐
車
対
策
を
促

進
。

【施
策
の
効
果
】

違
法
な
路
上
荷
さ
ば
き
駐
車
の
削
減
に
よ
り
、
交

通
流
の
円
滑
化
、輸
送
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
を
促
進
。

二

地
域
の
自
立
と
競
争
力
強
化

.
頑
張
る
地
域
を
支
援
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

-

図 2 国際水準の物流ネットワークイメージ

○
成
長
基
盤
イ
ン
フ
ラ

･
事
故
･
災
害
や
渋
滞
に
対
す
る
高
速
定
時
サ
ー
ビ
ス

の
信
頼
性
を
高
め
、
地
方
の
人
口
集
積
地
を
規
格
の

高
い
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
及
び
地
域
高
規
格
道

路
等
の
規
格
の
高
い
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
点

的
か
つ
効
率
的
に
整
備
。

【施
策
の
効
果
】

人
口
の
九
0
%
、
各
都
道
府
県
で
少
な
く
と
も
人

口
の
八
0
%
が
三
〇
分
以
内
で
規
格
の
高
い
道
路
網

に
ア
ク
セ
ス
し
、
通
勤
、
業
務
、
医
療
活
動
の
範
囲

が
拡
大
。

『都
市
の
成
長
基
盤
の
整
備
…

○
都
市
の
成
長
基
盤
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

･
三
大
都
市
圏
に
お
け
る
規
格
の
高
い
環
状
道
路
の
整

備
を
推
進
。

【施
策
の
効
果
】

交
通
の
円
滑
化
、
沿
道
環
境
の
負
荷
軽
減
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
効
果
。

例
え
ば
、
首
都
圏
に
お
い
て
は
、
三
環
状
の
完
成

に
よ
り
、
二
〇
0
~
三
〇
〇
万
t
の
二
酸
化
炭
素
を

削
減
。

20km 15分

の中心都市にある
高度医療施設　
　

　　

　
　

　　

擬

の
ま

ス
設

例 :30分アクセスの実現により、 地域住民が20km離れた街の
高度医療施設まで、 1時間以内で行けるようになる

図 3 30分アクセスイメージ
平成20年代半ばまでに全体の約 9割を完成

図 4 首都圏三環状道路の整備

幽盤幽幽幽 理想的な経路

鯛璽翻盤盤 現在固テ可能な経路 熨テクセ

30分アクセス

　　　　　　　　　
　

地方の人口集積



写真 1

｢地
域
づ
く
り
の
支
援
強
化

一

〇
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り

･
沿
道
住
民
な
ど
様
々
な
主
体
が
参
画
し
て
、
道
路
の

性
格
の
決
定
や
計
画
の
作
成
を
行
う
と
と
も
に
、
沿

道
と
一
体
と
な
っ
た
道
路
空
間
の
整
備
･
管
理
を
行

う
制
度
を
創
設

(道
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
推
進
)。

【施
策
の
効
果
】

二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

｢人
と
道
路
の
つ
き
あ

い
方
｣
や

｢地
域
と
道
路
の
新
し
い
関
係
｣
を
構
築

す
る
こ
と
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
景
観
、
防
災
、
地

域
の
賑
わ
い
な
ど
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

新
し
い
道
路
空
間
を
形
成

(道
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

実
現
)。

沿道住民や地方公共団体等の参画による道路の性格の決定 計 画の作成

｢地
域
の
活
力
を
祷

る
交
通
施
策
の
展
開

一

〇
都
市
･
地
域
に
お
け
る
総
合
交
通
戦
略
の
推
進

･
地
方
公
共
団
体
や
公
共
交
通
事
業
者
等
、
関
係
者
が

一
丸
と
な

っ
て
ハ
ー
ド

･
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

｢都

市

･
地
域
総
合
交
通
戦
略
｣
(仮
称
)
を
策
定
す
る

こ
と
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
同
戦
略
に
基
づ
き
行

わ
れ
る
L
R
T
、
B
R
T
等
の
公
共
交
通
導
入
促

進

･
利
用
促
進
、
交
通
結
節
点
の
改
善
、
駐
車
場
整

備
、
自
転
車

･
歩
行
者
環
境
整
備
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
等
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
。

【施
策
の
効
果
】

徒
歩
、
自
転
車
、
自
動
車
、
公
共
交
通
の
適
正
分

担
が
図
ら
れ
、
交
通
円
滑
化
、
利
便
性
向
上
、
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
確
保
を
実
現
。

に〉図

嚢

沿道住民など様々な主体が、本来の管理者 ･所有者に代わって、柔軟に道路やその沿道
整備 ･管理の一部を行うことができる仕組み

のあり方 ･性格に応じた構造基準や占用許可基準の多様化
･歩行者や自転車を優先した、移動しやすい構造の道路

･周辺の景観に配慮した、舗装のない道路
･たまり空間を有する道路や地域のにぎわいを有する道路については、目的に合致する物件の
占用を柔軟化
･歴史的建造物が建ち並ぶ文化的な通りや良好な景観を有する道路については、 阻害要因と
なる物件の占用を規制

計画に基づく道路の多様かつ柔軟な整備 ･管理

①沿道住民など様々な主体の参画による、沿道も含めた空間の一体的な整備 ･管理

　
　
　
　
　
　

　　
　　

　
　

②



① 協議会等において関係者が一丸となった戦略を策定

⑭⑱◎⑳⑳⑱⑳
② 都市 ･地域が目指す姿を実現するため、 総合的な交通のあり方、

必要となる施策、 実施プログラムなどについて検討

戦略の策定 (施策例示)
　 　
lo離 農 轡 鷲鳥 漿鷺が 凝 編整備･交通!
　
惹oソフト施策
I →徒歩、 自転車、 自動車、 公共交通の適正分担のためのマネジメント
I →バス路線再編による利便性確保と効率的運営

→戦略の実施に伴う社会実験
戦略に基づく
取組みを

総合的に支援

都市 ･地域が目指す総合的な交通の姿を実現

図 6 総合交通戦略策定のイメージ

インフラ協調による安全運転支援システムの実用化
ム

･官民連携のもと、 2008年度までに公道において大規模な
※

実験を実施し、 2010年度からの全国への展開を図る )

○
自
動
車
交
通
の
安
全
･
安
心
対
策
の
強
化

･
人
･
道
路
･
車
両
が
一
体
と
な
っ
た
高
度
な
I
T
S

の
実
現
に
よ
り
交
通
事
故
を
削
減
す
べ
く
、
大
規
模

な
実
証
実
験
の
実
施
を
通
じ
て
、
無
線
通
信
を
利
用

し
た
イ
ン
フ
ラ
協
調
に
よ
る
安
全
運
転
支
援
シ
ス
テ

安
全
シ
ス
テ
ム
の
構
築

三

霰
傘
･
藪
心
基
盤
の
確
立

消
費
者
･
利
用
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る

の
実
用
化
を
推
進
。

【インフラ協調による安全運転支援システムのイメージ】

【先進安全自動車 (A S V )】 【走行支援道路システム (A H S )】

脳 』 鯲フ先渋滞が学識“、 注意 歩

図フ

　　　　　 　　　　　



※
!
車
両
が
イ
ン
フ
ラ
機
器

(路
側
設
備
や
他
車
両

に
搭
載
さ
れ
た
機
器
等
)
と
の
無
線
通
信
に
よ
り

情
報
を
入
手
し
、
必
要
に
応
じ
て
運
転
者
に
情
報

提
供
、
注
意
喚
起
、
警
報
等
を
行
う
シ
ス
テ
ム

【施
策
の
効
果
】

イ
ン
フ
ラ
協
調
に
よ
る
安
全
運
転
シ
ス
テ
ム
の
実

用
化
に
よ
り
交
通
事
故
死
傷
者
数
･交
通
事
故
件
数

を
削
減
。

四

葉
轍
で
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

○
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
安
全
に

成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り

･
通
学
路
等
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
な

い
歩
道
等
の
整
備
状
況
を
把
握
し
、
安
全

･
安
心
な

歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、
重
点

的
な
歩
道
整
備
等
を
推
進
。

【施
策
の
効
果
】

通
学
路
等
に
お
い
て
歩
道
等
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
児
童
の
交
通
事
故
死
者
数
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
段
差
の
改
善
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
、

妊
産
婦
や
子
連
れ
の
方
に
も
安
全
で
快
適
に
通
行
で

き
る
歩
行
空
間
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
連
続
的
に

形
成
。

･
重
点
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
す
る
地
区
に
お

い
て
整
備
状
況
を
把
握
し
、
重
点
的
な
歩
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
。

【施
策
の
効
果
】

二
一
世
紀
に
お
け
る
本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
に

備
え
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
歩

行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者

･
障
害
者
な
ど
誰
も
が
安
心
し
て
活
動
し
、

社
会
参
加
で
き
る
生
活
環
境
を
形
成
。

憑

真

　
　　
　　
　

　
　
　　
　

　　

　

　　

　　　

五

葉
軟
で
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

-
戦
略
的
な
施
設
管
理
手
法
の
確
立

一

･
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
道
路
や
下
水
道
施
設
の

ス
ト
ッ
ク
の
健
全
度
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
道
路

や
下
水
道
施
設
の
予
防
保
全
や
延
命
化
等
を
行
い
、

施
設
の
安
全
性
の
確
保
や
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
最
小
化

に
向
け
た
戦
略
的
な
施
設
管
理
手
法
を
確
立
。

【施
策
の
効
果
】

高
度
経
済
成
長
期
に
作
ら
れ
た
多
く
の
道
路
ス
ト

ッ
ク
の
急
速
な
高
齢
化
に
対
応
し
、
現
状
及
び
今
後

の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
管
理
を
進
め
、
適

時
適
切
な
予
防
保
全
、
延
命
化
を
行
う
こ
と
で
、
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
削
減
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
基
づ
く

写真 3

総
合
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進



簾
剛
薹
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特
集
/
軍
成

綱
九
年
鷹
道
路
関
係
重
点
施
策

鱗
に
兵
麩
葬
※
《
さ
き
ざ
きふき
さき転
ぶ
さ
き
きか
き
対ふき
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は
じ
め
に

近
年
、
こ
れ
ま
で
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
享
受
し
て
い

た
安
全
･
安
心
が
揺
ら
い
で
い
る
。
私
の
記
憶
に
残
る
も

の
を
列
挙
す
る
と
、
住
宅
建
築
関
係
で
は
、
建
築
物
の
耐

震
設
計
の
偽
装
、
回
転
ド
ア
に
人
が
は
さ
ま
れ
る
事
故
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
事
故
、
交
通
関
係
で
は
、
鉄
道
の
脱
線

事
故
や
踏
み
切
り
事
故
、
自
動
車
の
リ
コ
ー
ル
隠
し
、
生

活
機
器
関
係
で
は
、
F
F
式
石
油
温
風
器
や
瞬
間
湯
沸
か

し
器
の
不
良
、
金
融
関
係
で
は
、
A
T
M
等
の
シ
ス
テ
ム

不
良
や
株
式
注
文
の
誤
発
注
な
ど
が
あ
る
。
人
為
的
な
ミ

ス
等
に
よ
っ
て
、
生
活
の
安
全

･
安
心
を
脅
か
す
出
来
事

が
頻
発
し
て
い
る
と
が
、
加
え
て
、
我
が
国
は
、
地
形
、

地
質
、
気
象
等
の
条
件
が
厳
し
く
、
自
然
災
害
に
対
し
て

極
め
て
脆
弱
な
国
土
で
あ
る
。

今
年
度
も
七
月
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨

(気
象
庁
が

｢平
成
一
八
年
七
月
豪
雨
｣
と
命
名
)
で
は
、
長
野
県
や

島
根
県
、鹿
児
島
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

人
的
被
害
は
死
者
三
〇
名
、
行
方
不
明
者
二
名
、
住
宅
の

被
害
は
全
壊
一
三
六
棟
、
床
上
浸
水
も
三
、
一
三
七
棟
に

の
ぼ
っ
た

(八
月
四
日
消
防
庁
発
表
)。

道
路
も
災
害
の
発
生
や
連
続
降
雨
量
が
規
制
値
に
達
し

事
前
通
行
規
制
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
高
速
道
路
一

七
ヵ
所
、
直
轄
国
道
一
六
ヵ
所
を
は
じ
め
、
最
大
で
七
〇

0
ヵ
所

(県
管
理
道
路
以
上
)
を
超
え
る
全
面
通
行
止
が

発
生
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
を
問
わ
ず
、

安
全

･
安
心
の
確
保
は
今
日
、最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

特
に
、
日
常
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
の
重
要
な
社
会
基
盤

で
あ
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路

累
計
道
路
防
災
事
業
費

(億
円
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図 1 累計道路防災事業費と道路災害件数の推移



図 2 東京の環状道路の整備の現況 (左) と平成20年代半ば (全体の約 9割完成) の状況 (右)
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

高
規
格
幹
線
道
路
や
都
市
圏
の
環
状
道
路
等
の
防
災
性
の

高
い
道
路
網
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
震
、
津
波
、

豪
雨
、
豪
雪
等
に
対
す
る
道
路
の
防
災
対
策
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

二

道
路
防
災
対
策
の
推
進

ー

地
震
･
津
波
対
策
の
推
進

首
都
直
下
地
震
等
の
大
規
模
地
震
へ
の
対
策
が
急
務
で

あ
り
、
地
震
発
生
時
の
救
援
活
動
や
緊
急
物
資
輸
送
に
不

可
欠
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
幹
線
や
高

速
道
路
を
ま
た
ぐ
橋
梁
の
落
橋
等
に
よ
る
二
次
被
害
を
防

止
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
で
特
に
優
先
的
に
耐
震
補

強
が
必
要
な
橋
梁
等
に
つ
い
て
、
｢耐
震
補
強
三
箇
年
プ

ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
き
対
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
建
築

物
の
道
路
へ
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
沿
道
建
築
物
の

耐
震
改
修
等
の
支
援
、
津
波
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
避

難
路
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

=

緊
急
輸
送
道
路
等
の
橋
梁
の
耐
震
補
強

緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
及
び
新
幹
線
や
高
速
道
路
を
ま

た
ぐ
橋
梁
の
う
ち
、
昭
和
五
五
年
よ
り
前
の
道
路
橋
示
方

書
を
適
用
し
た
橋
梁
等
で
、
特
に
優
先
的
に
耐
震
補
強
を

実
施
す
る
必
要
の
あ
る
橋
梁
を
対
象
と
し
た

｢耐
震
補
強

三
箇
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
(平
成

一
七
年
度
~

一
九
年
度
)

に
基
づ
き
、
平
成
一
九
年
度
は
高
速
道
路
の
橋
梁
約
二
、

0
0
0
橋
脚
、
一
般
道
の
橋
梁
約
一
、
0
0
0
橋
に
つ

い
て
対
策
を
実
施
す
る

(な
お
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く
耐

震
補
強
に
は
、
橋
脚
等
の
主
要
部
分
に
対
し
て
緊
急
的
に

行
う
対
策
も
含
む
)。

②

耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
く

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物
の
耐
震
改
修
等
支
援

地
震
時
等
の
緊
急
物
資
の
輸
送
等
を
支
え
る
緊
急
輸
送

道
路
が
沿
道
の
建
物
の
倒
壊
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
十
分
に
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
の
耐
震
補
強
を

進
め
る
一
方
、
沿
道
建
築
物
の
耐
震
改
修
や
耐
震
診
断
を

支
援
す
る
。

③

非
常
用
設
備
を
備
え

防
災
拠
点
と
な
る

｢道
の
駅
｣
整
備
の
推
進

平
成
一
六
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
道
の
駅
が
緊

急
物
資
や
緊
急
車
両
の
集
積
場
と
し
、
あ
る
い
は
地
域
の

災
害
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
が
、
一
方
で
、

非
常
用
電
源
や
貯
水
機
能
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
防
災
拠

点
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
課
題
も
明
確
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
既
存
の
施
設
も
活
用
し
つ
つ
、
電
源
や
水
、
情

報
発
信
機
能
の
充
実
な
ど
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
必

要
な
設
備
を
備
え
た
道
の
駅
の
整
備
を
進
め
る
。
平
成
一

八
年
四
月
に
供
用
し
た
道
の
駅
万
葉
の
里
高
岡
(富
山
県
)

(図
3
)
で
は
、
貯
水
槽
や
非
常
用
電
源
を
備
え
、
災
害

時
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
る
。ま
た
、

道
の
駅
あ
ら
い

(新
潟
県
)
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
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備
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罠 等の通信施設)I

M
と
協
働
で
定
期
的
に
ラ
ジ
オ
放
送
を
実
施
し
、
災
害
時

の
情
報
発
信
に
向
け
て
平
常
時
か
ら
の
取
組
み
を
強
化
し

て
い
る

(写
真
1
)。

6肖雪装置の有効利用)
鰓墜滕

慶際

図 3 道の駅 ｢万葉の里 高岡｣

2

豪
雨
対
策
等
の
推
進

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
う
ち
、
豪
雨
に
よ
る
通
行
止
め
が

道
路
の
通
行
止
原
因
の
約
七
割
を
占
め
て
お
り
、
豪
雨
等

の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
も
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
は
道
路
の
防
災
対
策
を
進
め
る
上

の

道
路
防
災
総
点
検
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
踏
ま
え
た
対
策
の
実
施

現
在
の
道
路
の
防
災
対
策
は
平
成
八
･
九
年
度
に
実
施

し
た
道
路
防
災
総
点
検
を
も
と
に
実
施
し
て
い
る
が
、
点

検
の
実
施
か
ら
一
〇
年
が
経
ち
、
そ
の
実
績
の
評
価
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
自
然
斜
面
の
状
況
の
変
化

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
道
路
防
災
総
点
検
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
平
成
一
人
年
度
か
ら
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
踏
ま
え
、対
策
の
充
実
を
図
る
。

3

雪
国
の
生
活
を
支
え
る
冬
期
道
路
交
通
の
確
保

｢平
成
一
八
年
豪
雪
｣
で
は
、
長
野
･
新
潟
県
境
の
栄

　

　

　
　　
　　　

　　
　
　
　

燐
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国
町

通行規制がなされる国道405号
(新潟県中魚沼郡津南町)

で
大
変
、
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
の
斜
面
対
策

や
地
域
の
孤
立
を
防
ぐ
生
命
線
と
な
る
バ
イ
パ
ス
等
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
の
実
施
に
よ
る
事

前
通
行
規
制
の
緩
和
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
夜
間
発
生
し
た
災
害
の
現
地
の
状
況
を
確
認
す

る
場
合
や
、
昼
夜
を
通
し
た
復
旧
作
業
を
実
施
す
る
場
合

に
不
可
欠
な
照
明
車
等
の
災
害
対
策
用
機
械
の
整
備
を
推

進
す
る
。

みち蘂らいの ~ '＼露

　　 　 　　　　 　　　　　

　 　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　　　 　 　
搬檄攣りZoo-蛆の競い}髭 、ふ ん

-◇》!

写真 1 道の駅 ｢あらい｣ でのラジオ放送の様子



村
･
津
南
町
を
は
じ
め
、
雪
崩
等
の
た
め
集
落
の
孤
立
や

道
路
の
通
行
止
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

雪
崩
防
止
柵
設
置
等
の
防
雪
対
策
の
推
進
や
除
雪
等
の
実

施
に
よ
り
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
の
生
活
を
支
え
る
冬
期

道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
。

穐ず報=除ず
各関係機関等

4

密
集
市
街
地
に
お
け
る
都
市
防
災
対
策
の
推
進

重
点
密
集
市
街
地
内
の
防
災
環
境
軸
を
構
成
す
る
都
市

計
画
道
路
に
つ
い
て
、
完
了
期
間
の
宣
言
ど
お
り
に
整
備

が
進
む
よ
う
重
点
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
道
路
整
備

と
あ
わ
せ
て
沿
道
建
築
物
の
建
替
え
を
促
す
措
置
を
講
ず

る
。
具
体
的
に
は
、
完
了
期
間
宣
言
防
災
路
線
の
重
点
的

支
援
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
面
積
要
件
緩
和
及
び
買

収
型
防
災
街
区
整
備
事
業
を
創
設
す
る
。

5

情
報
共
有
･
提
供
の
仕
組
み
と

危
機
管
理
体
制
の
強
化

災
害
発
生
に
伴
う
初
動
時
の
情
報
共
有
の
強
化
と
情
報

提
供
の
迅
速
化
等
、
体
制
の
強
化

･
再
構
築
を
図
り
、
斜

面
対
策
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と
一
体
と
な
っ
た
ソ
フ
ト
対

策
を
進
め
る
。
ま
た
、
甚
大
な
災
害
時
に
は
、
資
機
材
の

貸
与
や
被
災
調
査
の
人
的
支
援
を
実
施
す
る
な
ど
地
方
公

共
団
体
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
。

印

豪
雪
時
の
情
報
連
絡
本
部
の
設
置
な
ど

災
害
時
の
情
報
共
有
の
強
化

道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
豪
雪

災
害
時
に
除
雪
を
実
施
す
る
際
、
国
･
県
･
市
町
村
等
が

情
報
を
共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
平
成

一
六
年
一
月
に
石
川
県
金
沢
市
を
中
心
と
し
た
大
雪
を
契

機
に
、
石
川
県
で
は
国
･
県
･
市
等
が
一
同
に
参
集
し
情

報
の
共
有
や
連
携
の
取
れ
た
指
揮
命
令
を
行
う
情
報
連
絡

本
部
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
係
機
関

が
連
携
し
て
豪
雪
な
ど
様
々
な
災
害
に
対
応
す
る
仕
組
み

の
強
化
を
図
る
。

避轄調整瀕協議
　　　　　　　　　

絆嵩攝運籍本部

　　　　 　　 　　　　
写真4 情報連絡本部 写真 3 平成16年の大雪

(国道 8号 石川県石川郡野々市町)

各関係機関等

　
　　

l現場作業 -
図 4 豪雪連絡本部の仕組み

情報の発信
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東北地整 北陸地整
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平成18年 7月13日 国道 7号山形県鶴岡市内
土砂崩れ災害発生時の北陸地整 ･東北地整各事務所における道路情報板表示

7月l3日21:○2
北陸地整 (下り)

誘導員による迂回路指
北陸地整では情報極にて
迂回路情報を提供.

　
　
　

　
　

情
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緋
勾
鹿東
見通し情報 (開始時刻 7 月15日竹too)
東北地整 北陸地整
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提供 :東北地方整備局

図 5 隣接整備局との連携し、迂回路情報や通行規制の見通し情報を表示した事例

趣

②

規
制
開
始
･
解
除
の
見
通
し
情
報
の
提
供

一
般
に
い
つ
ま
で
待
て
ば
よ
い
の
か
不
明
な
状
況
で
は

人
は
イ
ラ
イ
ラ
す
る
が
、
あ
る
程
度
目
標
が
明
ら
か
に
な

れ
ば
、
そ
の
イ
ラ
イ
ラ
は
低
減
さ
れ
る
。
道
路
利
用
者
に

と
っ
て
道
路
の
規
制
が
開
始
さ
れ
た
り
、
解
除
さ
れ
た
り

す
る
見
通
し
の
情
報
が
分
か
れ
ば
イ
ラ
イ
ラ
が
減
少
す
る

と
と
も
に
、
旅
行
の
ル
ー
ト
選
択
や
出
発
時
刻
の
設
定
な

ど
に
活
用
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
｢安
全

･
安
心
の
た
め

の
ソ
フ
ト
対
策
推
進
大
綱
｣
に
も
あ
る
よ
う
規
制
の
開
始

や
解
除
に
関
す
る
見
通
し
情
報
を
提
供
す
る
。

③

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

救
援
ル
ー
ト
の
確
保
計
画
の
策
定

我
が
国
は
毎
年
の
よ
う
に
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
水
害
を

防
ぐ
と
同
時
に
避
難
や
緊
急
物
資
の
輸
送
な
ど
が
で
き
る

道
路
空
間
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
常
時

か
ら
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
既
存
の
道
路
に

つ
い
て
標
高
デ
ー
タ
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
水
害
時
の

救
援
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
で
き
る
道
路
の
確
認
選
定
を
行

う
と
と
も
に
新
た
な
道
路
計
画
を
立
案
す
る
際
に
水
害
時

に
も
道
路
空
間
が
確
保
で
き
る
よ
う
計
画
す
る
こ
と
を
推

進
す
る
。

6

緊
急
出
入
口
の
整
備
な
ど
高
速
道
路
の
フ
ル
活
用

救
命
救
急
活
動
や
災
害
時
の
避
難
･
救
助
活
動
に
お
い

て
は
高
速
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
高
速
道
路
に
お
け
る
緊
急
出
入
口
を
有
効
活
用

情報共有 → 広域情報の提供

規制の見直し情報も併せて発信



囲水害では、生活道路 (低盛土タイプ)は冠水するが、規格の高い道路 (高盛土タイプ)は "

冠水せず、避難路や緊急輸送路として活躍

街路 ･低盛土タイプの道路 規格の高い (高盛土タイプの) 道路 に大活躍

e 近隣整備局からの応援は、 水没しなかった高速道路、 国道 8号を利用

の災害対策機械の
応接経路

.ギゼメ

【713新芻福島 嗣こおける浸水状況と災害対策穣械の配置1 ト淺薩蘂き　　　　　　　　　　　
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曲 災害対策撥餓

･ハザードマップと照らし合わせた迂回路の設定→改築支援

･交差点部のアンダーバスから高架橋への整備

図 6 ハザードマップと照合した救援ルート確保計画の策定

道
路
の
防
災
対
策
は
施
設
整
備

(い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
対

策
)
と
仕
組
み
の
整
備

(い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
対
策
)
の
双

方
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
施
設

整
備
の
効
率
化
を
一
層
図
る
と
と
も
に
小
さ
い
費
用
で
大

き
な
効
果
を
発
揮
す
る
仕
組
み
や
体
制
の
整
備
な
ど
の
知

恵
出
し
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

す
る
等
に
よ
り
、
救
命
救
急
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や

災
害
時
の
避
難
活
動
等
の
迅
速
化
を
支
援
す
る
。

い 恵 き 整 方 策 災 す
る 出 な 備 を ) 適 量 害 る J o濾 ぷ
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る れ の *

い の 、 セ
費 中 策 ノ、 o ス
用 き ) ! 強 も

で 施 の ド 化 写真 5 緊急出入口
大 設 双 ヌ･



新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

…

背
景

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
増
大
等
を
背
景

と
し
て
、
平
成
六
年
に

｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円

滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る

法
律
｣
(
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
)
が
、
平
成
三
一年
に

｢高
齢

者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣
(交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
)
が
制
定
さ
れ
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

今
般
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行
か
ら
5
年
を
経

過
す
る
に
当
た
り
、
同
法
及
び
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
の
施
行
の

状
況
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

①

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
に
お
い
て
通
常
移
動
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る

も
の
又
は
通
常
利
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
施
設
の

う
ち
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
対
象
と
な
る
も
の
が
旅

客
施
設
及
び
車
両
等
並
び
に
建
築
物
に
限
ら
れ
て
い

る
こ
シ
ー

②

既
存
施
設
等
を
中
心
と
し
て
重
点
的
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
図
る
事
業

(特
定
事
業
)
が
実
施
さ
れ
る

地
区

(重
点
整
備
地
区
)
が
、
旅
客
施
設
と
そ
の
周

辺
の
徒
歩
圏
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

③

特
定
事
業
の
対
象
が
旅
客
施
設
、
道
路
等
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
一
体
的

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
制
度
的
に
担
保
さ
れ
て
お
ら

ず
、
境
界
線
に
段
差
が
残
っ
た
り
す
る
等
、
連
続
的
な

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
確
保
が
十
分
で
は
な
い
こ
と

等
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
平
成
一
人
年
通
常
国

会
に
、
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
を
統
合

す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
拡
充
を
図
っ
た
新
し
い
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法

(高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
。
以
下

｢新
法
｣
と
略
称
し
ま
す
。)

を
提
出
し
、
本
年
六
月
一
五
日
に
成
立
、
同
月
三
一
日
に

公
布
さ
れ
ま
し
た

(平
成
一
人
年
法
律
第
九
一
号
)。
な

お
、
新
法
は
、
公
布
の
日
か
ら
六
ヵ
月
以
内
の
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二

新
法
の
概
要

饉
別
の
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
･

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
と
比

箒

較
す
る
と
、
新
法
は
主
に
以
下
の
点
で
施
策
の
拡
充
が
図

漕

ら
れ
て
い
ま
す
。

バ



1

対
象
施
設
の
拡
充

従
前
の
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お

い
て
対
象
と
さ
れ
て
い
た
建
築
物
、
公
共
交
通
機
関
に
加

え
、
新
法
で
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
に
お
い
て
通
常
移
動
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
又

は
通
常
利
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
一
定
の
道
路
、
路
外

駐
車
場
、
都
市
公
園
に
つ
い
て
も
、
新
設
時
等
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
義
務
を
課
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公

共
交
通
機
関
に
つ
い
て
も
、
現
行
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

で
対
象
と
さ
れ
て
い
る
旅
客
施
設
、
車
両
等
に
加
え
、
新

た
に
一
定
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
対
象
に
含
め
た
ほ
か
、
既

存
の
特
別
特
定
建
築
物
に
係
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
努
力

義
務
を
課
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

2

基
本
構
想
制
度
の
拡
充

従
前
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、
特
定
旅
客
施
設

(
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
利
用
者
数
が
原
則
と
し
て
五
、

0
0
0
人
以
上
で
あ
る
旅
客
施
設
)
を
中
心
と
し
た
一
定

の
徒
歩
圏
を
範
囲
と
し
て
基
本
構
想
を
作
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
建
築
物
等
の
施
設
を
含
め
、
よ
り
一

体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
新
法
で

は
、
旅
客
施
設
か
ら
徒
歩
圏
の
外
に
あ
る
地
区
や
、
旅
客

施
設
を
含
ま
な
い
地
区
に
つ
い
て
も
、
基
本
構
想
を
作
成

で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
1
の
対
象
施
設
の
拡
大
に
伴
い
、
特
定
事
業
の

範
囲
に
つ
い
て
、
従
前
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
公

共
交
通
機
関
、
道
路
、
信
号
機
等
の
三
分
野
に
限
ら
れ
て

い
た
も
の
を
、
新
法
で
は
、
建
築
物
、
路
外
駐
車
場
、
都

市
公
園
に
つ
い
て
も
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

3

基
本
構
想
の
作
成
等
に
係
る

当
事
者
参
加
制
度
の
創
設

当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
反
映
さ
せ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
新
法
で
は
、
当
事
者
参
加
を

促
進
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
次
の
二
つ
を
新
た
に
創

設
し
ま
し
た
。

一
点
目
は
、
基
本
構
想
の
作
成
に
関
す
る
協
議
及
び
基

本
構
想
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
の
協
議
会

制
度
を
法
定
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
を
中

心
と
し
た
意
見
調
整
の
場
の
設
定
が
法
的
に
担
保
さ
れ
た

ほ
か
、
同
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
基
本
構
想
に
基
づ
く
事

業
の
実
施
状
況
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

二
点
目
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
害
関
係
者
が
、

市
町
村
に
対
し
て
基
本
構
想
の
作
成
又
は
変
更
に
つ
い
て

提
案
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
実
効
性
を

担
保
す
る
観
点
か
ら
、
提
案
を
受
け
た
市
町
村
に
検
討
結

果
の
公
表
義
務
と
、
提
案
を
採
用
し
な
い
場
合
に
お
け
る

理
由
の
説
明
義
務
を
課
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

4

移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
制
度
の
創
設

土
地
所
有
者
等
が
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り
、
一
体

的
･
連
続
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
さ
れ
た
経
路
を
整
備
･
管

理
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
協
定
と
し
て
定

め
、
市
町
村
長
の
認
可
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
所
有
者
が

代
わ
っ
た
場
合
で
も
協
定
の
効
力
が
及
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
承

継
効
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
、
協
定
の
内
容
に
安
定
性

･

永
続
性
を
担
保
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
重
点
整
備
地
区
内
に
お
い

て
民
間
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の

取
組
み
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

5

責
務
規
定
の
創
設

国
、
地
方
公
共
団
体
、
施
設
設
置
管
理
者
等
及
び
国
民

の
各
関
係
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に
関
し
て
果
た

す
べ
き
役
割
を
、各
々
の
責
務
規
定
と
し
て
設
け
ま
し
た
。

例
え
ば
、
国
は
、
関
係
者
が
共
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

向
け
た
施
策
の
計
画
･
検
証
･
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
段
階
的
･
継
続
的
な
発
展
を
目
指
す
こ
と

(ス
パ
イ
ラ
ル

･
ア
ッ
プ
)
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
に

関
す
る
国
民
の
協
力
を
求
め
る
こ
と

(心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
)
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
民
は
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
確
保
す

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

三

道
路
関
係
の
概
要

1

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
現
状

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
平
均
利
用
者

数
一
日
五
、
0
0
0
人
以
上
の
鉄
道
駅
等
の
周
辺
等
に
お

け
る
主
な
道
路
に
つ
い
て
、
段
差
の
改
善
、
幅
員
の
確
保
、

視
覚
障
害
者
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化



が
実
施
さ
れ
て
い
る
道
路
が
、
平
成
一
七
年
現
在
で
三

九
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2

新
法
の
対
象
と
な
る
道
路

道
路
に
つ
い
て
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お
い
て

も
、
市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
構
想
に
事
業
を
実
施
す
べ

き
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
た
め
の
事
業
の
実
施
を
義
務
づ
け
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
新
法
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
道
路

(以
下

｢特
定
道

路
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
新
設
、
改
築
を
行
う
際
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
基
準
適
合
義
務
等
を
課
す
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
全
て
の
道
路
に
つ
い
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

努
力
義
務
を
課
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
特
定
道
路
に
つ
い
て
は
、
政
令
に
お
い
て
定
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
関
連
経
路
の
う
ち
そ

の
移
動
が
通
常
徒
歩
で
行
わ
れ
る
道
路
そ
の
他
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
特
に
必
要
な
道
路
を
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

3

特
定
道
路
の
特
例

特
定
道
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
新
設
･
改
築
を
行
う
際

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
新
設
･
改
築
を
行
っ
た
後
に
お
い
て
は
、
当
該
特

定
道
路
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維

持
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
特
定

道
路
に
つ
い
て
は
道
路
占
用
許
可
基
準
の
上
乗
せ
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
新

設
･
改
築
が
行
わ
れ
た
後
の
特
定
道
路
に
お
け
る
道
路
占

用
許
可
基
準
と
し
て
は

｢占
用
物
件
を
歩
道
又
は
自
転
車

歩
行
者
道
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
歩
道
等

の
通
行
で
き
る
路
面
の
部
分
の
幅
員
は
、
道
路
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
基
準
を
下
回
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。｣
旨
等
の

基
準
を
設
け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

4

重
点
整
備
地
区
内
の
道
路
特
定
事
業
の
特
例

道
路
特
定
事
業
は
、
重
点
整
備
地
区
に
お
い
て
、
高
齢

者

･
障
害
者
等
の
移
動
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
事
業

と
し
て
、
生
活
関
連
施
設
間
を
構
成
す
る
道
路
等
に
つ
い

て
連
続
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
歩
行
空
間
の
確
保

を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お
い
て
も
、
重
点
整
備
地
区
内
の
特

定
経
路
を
構
成
す
る
道
路

(こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
る
べ
き
道
路
)
に
つ
い
て
実
施
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
法
に
お
け
る
道
路
特
定
事
業
に
つ
い
て
は
、
重
点
整

備
地
区
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
そ
の
対
象

と
な
る
道
路
の
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
る
と
と
も

に
、
市
町
村
が
主
体
的
に
道
路
特
定
事
業
の
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
指
定
区
間
外
国
道
及
び

都
道
府
県
道
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
都
道
府
県
に
か
わ
っ

て
当
該
道
路
に
お
け
る
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
措
置
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
町
村
が
指
定
区
間
外
国
道
や
都
道
府
県
道
に

つ
い
て
道
路
特
定
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
当
該
市
町

村
は
、
当
該
道
路
特
定
事
業
の
実
施
に
関
し
、
本
来
の
道

路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
と
同
様
の
権
限
･
責
任
を
負

う
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
道
路
特
定
事
業
の
実
施

に
要
す
る
費
用
の
負
担
並
び
に
そ
の
費
用
に
関
す
る
国
の

補
助
及
び
交
付
金
の
交
付
に
つ
い
て
も
、
本
来
の
道
路
管

理
者
で
あ
る
都
道
府
県
が
実
施
し
た
場
合
と
同
様
に
、
市

町
村
に
対
し
て
交
付
で
き
る
よ
う
に
措
置
し
て
い
ま
す
。

5

政
省
令
へ
の
委
任
事
項

新
法
の
施
行
令
に
お
い
て
、
特
定
道
路
の
対
象
と
な
る

道
路
の
要
件
、
指
定
区
間
外
国
道
及
び
都
道
府
県
道
に
係

る
道
路
特
定
事
業
を
市
町
村
が
実
施
す
る
際
に
必
要
な
道

路
管
理
者
と
し
て
の
権
限
の
代
行
に
つ
い
て
、
新
法
の
施

行
規
則
に
お
い
て
、
特
定
道
路
の
公
告
な
ど
の
手
続
き
、

指
定
区
間
外
国
道
及
び
都
道
府
県
道
に
係
る
道
路
特
定
事

業
を
市
町
村
が
実
施
す
る
際
に
必
要
な
手
続
き
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
に
つ
い
て
は
、
道

路
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
懇
談
会
で

の
検
討
を
踏
ま
え
、
現
在
の

｢重
点
整
備
地
区
に
お
け
る

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る

基
準

(平
成
三
一年
建
設
省
令
第
四
〇
号
)｣
の
改
正
を

行
う
こ
と
と
し
、
新
設
･
改
築
後
の
特
定
道
路
に
お
け
る

道
路
占
用
許
可
基
準
の
上
乗
せ
省
令
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
省
令
を
制
定
し
て
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
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◎ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

L o主務大臣は 移動等の円滑イヒの促進に関する基本方針を策定 l
o 移動等の円滑生ヒのために施設管理者等が講ぜべき措置

Q重点整備地ぼにおける移動等の円滑化に係る事業の重点的かつ一体的な実施

重点整備地区における移動 の円滑

。まての 旅客施設を

設から ミ福祉施設‐

路を確保 ~~熱蘂焉篦む三 に=のノm三筈無私行計 -テ也一対lこ塑も~

　　　　　　　 　　　　　　　　
-

‐ 焔 鉄道鰍
自由通路

　 　　　　　　　　

　　　　　　　　の移動

のイメージ
含まないエリアと

　

　 　 　

、エリアどり.‘ハ . ~ ｣
地

　　　　　
　
　 　　

　 　 　

□袋物お辯翁等まの対象
←定の建 ･′

市町村は、高齢者、障害者等
が生活上利用する施設を含む
地区について、 基本構想を作

公共交通事業者、道路管理者、
路外駐車場管理者、 公園管理
者、 建築物の所有者、 公安委
員会は、 基本構想に基づき移
動等の円滑化のための特定事

:~ ○市町村

築物の新築等
潔通馨赳瘢をみでを滲欝 灘 溝窯開地区内の駅駅前ビ
　　　

　　　　　　　　　　 　　　　　　　
Q住民等の計画段階からの参加の促進を図るための措置

◎ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 (道路関係概要)

高齢者、障害者等の円滑な移動及び建築物等の施設の円滑な利用を確保するため、主務大臣による基本方針並
びに旅客施設、建築物等の構造及び設備の基準の策定のほか、市町村が定める重点整備地区において、高齢者、
障害者等の計画段階からの参加を得て、旅客施設、建築物等及びこれらの間の経路の一体的な整備を推進するた
めの措置等を定める。

旅客施設及び車両等
‘福祉タクシーの基準を追加,

　　　　 　　

建築物都市公園 僻在建築物の基準適合 ○これらの施設について、 新設又
弱力義務を追加〉 “ " 〉 へは改良時の移動等円滑化基準へ

の適合義務
○既存のこれらの施設について、
基準適合の努力義務 等

バリアフリー化基準への適合等

バリアフリー化が必要な道路 (特定道路)

が生活上利用する施設 (生
道路等 (図 1)

と施設の間の道路等)
x内外を問わず対象 (図2 )

バリアフリー化基準適合義務 (新築 ･改築時)

歩道の有効幅員を確保できる場合にのみ占用を許可
(バリアフリー化された道路における措置)

重点整備地区内の道路のバリアフリー化

市町村による基本構想の作成

重点整備地区
○生活関連施設を含む地区 (図 1

(現行 鉄道駅周辺に限定)
図 3 )

新法イメージ
重点整備地区内 　　　　　　　　　　　　　新実見目B分ふ

　　 　　　
現行部分

官公庁葹説~

特定道路以外の全道路 ゞ図1
l 福祉施設

バリアフリー化基準
適合努力義務

官公庁

、"‘:◇℃" /ゞ〉 妙べ登 駐車場 y

図 2 重点整備地区外

重点整備地区 (拡大)

　　　　
　　　　　　　

　　　　　　　 　　
　 　　

　　　　
　 　　

t 道路管理者による重点整備地区内の道路バリアフリー化事業の実施 J
O 生活関連施設間の道路等 (図 1、 図 3 )

(現行 鉄道駅との施設の間の道路等)
※ 市町村施行道路特定事業

市町村が国道、 都道府県道について道路バリアフリー化事業を実施。

移動等円滑化経路協定
重点整備地区内の土地所有者等 (道路管理者を含む。) は、 移動等の円滑化

のための経路の整備又は管理に関する協定を締結。 (協定の承継効の適用)
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化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
の
改
良
に
関
す
る
事
業

三

生
活
関
連
施
設
及
び
生
活
関
連
経
路
並
び
に
こ
れ
ら
の
移
動
等
円

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

八

道
路
管
理
者

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
第

十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
を
い
う
。

九

特
定
道
路

移
動
等
円
滑
化
が
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
を
い
う
。

二
十
一

重
点
整
備
地
区

次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
地
区
を
い

、̂ノo
イ

生
活
関
連
施
設

(高
齢
者
、
障
害
者
等
が
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
に
お
い
て
利
用
す
る
旅
客
施
設
、
官
公
庁
施
設
、
福
祉
施
設

そ
の
他
の
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
の
所
在
地
を
含
み
、
か
つ
、

生
活
関
連
施
設
相
互
間
の
移
動
が
通
常
徒
歩
で
行
わ
れ
る
地
区
で

あ
る
こ
と
。

ロ

生
活
関
連
施
設
及
び
生
活
関
連
経
路

(生
活
関
連
施
設
相
互
間

の
経
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
を
構
成
す
る
一
般
交
通
用
施
設

(道
路
、
駅
前
広
場
、
通
路
そ
の
他
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
施

設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
に
つ
い
て
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
事

業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
区

で
あ
る
こ
と
。

二
十
四

道
路
特
定
事
業

次
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
の
新
設

又
は
改
築
に
関
す
る
事
業

(こ
れ
と
併
せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
施
設
又
は
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業
を

含
む
。)
を
い
う
。

イ

歩
道
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
通
行
経
路
の
案
内
標
識
そ
の

他
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
の
設
置

に
関
す
る
事
業

口

歩
道
の
拡
幅
又
は
路
面
の
構
造
の
改
善
そ
の
他
の
移
動
等
円
滑

(道
路
管
理
者
の
基
準
適
合
義
務
等
)

第
十
条

道
路
管
理
者
は
、
特
定
道
路
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
と
き
は
、

当
該
特
定
道
路

(以
下

｢新
設
特
定
道
路
｣
と
い
う
。
)
を
、
移
動
等
円

滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基

準

(以
下

｢道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
｣
と
い
う
。)
に
適
合
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

道
路
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
新
設
特
定
道
路
を
道
路
移
動
等
円

滑
化
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

道
路
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
道
路

(新
設
特
定
道
路
を
除
く
。)

を
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

新
設
特
定
道
路
に
つ
い
て
の
道
路
法
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三

十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

｢政

令
で
定
め
る
基
準
｣
と
あ
る
の
は

｢政
令
で
定
め
る
基
準
及
び
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(平
成
十
八
年

法
律
第

号
)
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に

必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
｣
と
、
同
法
第
三

十
三
条
第
一
項
中

｢同
条
第

一
項
｣
と
あ
る
の
は

｢前
条
第
一
項
｣
と

す
る
。

(移
動
等
円
滑
化
基
本
構
想
)

第
三
十
五
条

市
町
村
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
単
独
で
又
は
共
同
し

て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
の
重
点
整
備
地
区
に
つ
い
て
、
移
動
等
円

滑
化
に
係
る
事
業
の
重
点
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想

(第
五
項
を
除
き
、
以
下

｢基
本
構
想
｣
と
い
う
。)
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

2

基
本
構
想
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
二

重
点
整
備
地
区
の
位
置
及
び
区
域

滑
化
に
関
す
る
事
項

四

生
活
関
連
施
設
、
特
定
車
両
及
び
生
活
関
連
経
路
を
構
成
す
る
一

般
交
通
用
施
設
に
つ
い
て
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
特

定
事
業
そ
の
他
の
事
業
に
関
す
る
事
項

(旅
客
施
設
の
所
在
地
を
含

ま
な
い
重
点
整
備
地
区
に
あ
っ
て
は
、
当
該
重
点
整
備
地
区
と
同
一

の
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
特
定
旅
客
施
設
と
の
間
の
円
滑
な

移
動
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
特
定
事
業
そ
の
他
の
事
業
に
関
す
る
事

項
を
含
む
。)

4

基
本
構
想
に
は
、
道
路
法
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
十
五
条
並
び

に
道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十

三
号
。
以
下

｢昭
和
三
十
九
年
道
路
法
改
正
法
｣
と
い
う
。)
附
則
第
三

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
道

(道
路
法
第
三
条
第
二
号
の
一
般
国

道
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
又
は
都
道
府
県
道

(道
路
法
第
三
条
第
三
百
万

の
都
道
府
県
道
を
い
う
。
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)
(道

路
法
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
十
五
条
並
び
に
昭
和
三
十
九
年
道
路

法
改
正
法
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
新
設
又
は
改
築
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の

(道
路
法
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第

一
項
の
指
定
市
又
は
同
条
第
二
項
の
指
定
市

以
外
の
市
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。)
に
限
る
。
以
下

同
じ
。)
に
係
る
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
者
と
し
て
、
市
町
村

(他

の
市
町
村
又
は
道
路
管
理
者
と
共
同
し
て
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

市
町
村
及
び
他
の
市
町
村
又
は
道
路
管
理
者
。
第
三
十
二
条
に
お
い
て

同
じ
。)
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(道
路
特
定
事
業
の
実
施
)

第
三
十
一
条

第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
構
想
が
作
成
さ

れ
た
と
き
は
、
関
係
す
る
道
路
管
理
者
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、

当
該
基
本
構
想
に
即
し
て
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画

(以
下

｢道
路
特
定
事
業
計
画
｣
と
い
う
。)
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
当
該
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

2

道
路
特
定
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
基
本
構
想
に
お
い
て
定
め
ら
れ

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律

(道
路
関
係
部
分
抜
粋
)



た
道
路
特
定
事
業
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
当
該
重
点
整
備
地
区
内
の

道
路
に
お
い
て
実
施
す
る
そ
の
他
の
道
路
特
定
事
業
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

3

道
路
特
定
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
実
施
し
よ
う
と
す
る
道
路
特
定

事
業
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
道
路
の
区
間

二

前
号
の
道
路
の
区
間
ご
と
に
実
施
す
べ
き
道
路
特
定
事
業
の
内
容

及
び
実
施
予
定
期
間

三

そ
の
他
道
路
特
定
事
業
の
実
施
に
際
し
配
慮
す
べ
き
重
要
事
項

4

道
路
管
理
者
は
、
道
路
特
定
事
業
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
市
町
村
、
施
設
設
置
管
理
者
及
び
公
安
委
員

会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

道
路
管
理
者
は
、
道
路
特
定
事
業
計
画
に
お
い
て
、
道
路
法
第
二
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
実
施
し
、
又
は
同
法
第

二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
す
る
道
路
特
定
事
業
に
つ
い

て
定
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る

工
作
物
又
は
施
設
の
管
理
者
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
特
定
事
業
の
費
用
の
負
担
を
当
該
工
作
物
又

は
施
設
の
管
理
者
に
求
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
特
定
事
業
計
画
に
当

該
道
路
特
定
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
概
算
及
び
道
路
管
理
者
と

当
該
工
作
物
又
は
施
設
の
管
理
者
と
の
分
担
割
合
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

6

道
路
管
理
者
は
、
道
路
特
定
事
業
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
関
係
す
る
市
町
村
、
施
設
設
置
管

理
者
及
び
公
安
委
員
会
並
び
に
前
項
に
規
定
す
る
工
作
物
又
は
施
設
の

管
理
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

前
三
項
の
規
定
は
、
道
路
特
定
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

(市
町
村
に
よ
る
国
道
等
に
係
る
道
路
特
定
事
業
の
実
施
)

第
三
十
二
条

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
構
想
に
お
い
て

道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
者
と
し
て
市
町
村

(道
路
法
第
十
七
条
第

一
項
の
指
定
市
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十

七
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
)
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
前
条
第
一
項
、

同
法
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
十
五
条
並
び
に
昭
和
三
十
九
年
道
路

法
改
正
法
附
則
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
村
は
、
単
独
で

又
は
他
の
市
町
村
若
し
く
は
道
路
管
理
者
と
共
同
し
て
、
国
道
又
は
都

道
府
県
道
に
係
る
道
路
特
定
事
業
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

当
該
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

2

前
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中

｢道
路
管
理
者
｣
と
あ
る
の
は
、
｢次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
特

定
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村

(他
の
市
町
村
又
は
道
路
管
理
者
と
共
同

し
て
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
及
び
他
の
市
町
村
又
は
道

路
管
理
者
。
)｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

3

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
に
係
る
道
路
特
定
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

主
務
省
令
で
定
め
る
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

4

市
町
村
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
特
定
事
業
に
関
す
る
工
事

を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
当
該
道
路
特
定
事
業
に
関
す
る
工
事
の

全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路

管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

6

市
町
村
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
負
担
並
び
に
そ
の
費
用
に
関
す
る

国
の
補
助
及
び
交
付
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
が
自
ら
当
該

道
路
特
定
事
業
を
実
施
す
る
も
の
と
み
な
す
。

7

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
当
該
都
道
府
県
に
対
し
交
付
す
べ
き
負
担

金
、
補
助
金
及
び
交
付
金
は
、
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

8

前
項
の
場
合
に
は
、
市
町
村
は
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
)
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
補
助
事
業
者

等
と
み
な
す
。

(移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
の
締
結
等
)

第
四
十
一
条

重
点
整
備
地
区
内
の
一
団
の
土
地
の
所
有
者
及
び
建
築
物

そ
の
他
の
工
作
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
借
地
権
そ
の
他
の
当
該
土
地

を
使
用
す
る
権
利

(臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
使
用
の
た
め
設
定
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
以
下

｢借
地
権
等
｣
と
い
う
。)
を
有

す
る
者

(土
地
区
画
整
理
法
第
九
十
八
条
第
一
項

(大
都
市
地
域
に
お

け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和

五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
｢大
都
市
住
宅
等
供
給
法
｣
と
い
う
。)

第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
草
に
お
い

て
同
じ
。)
の
規
定
に
よ
り
仮
換
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
に
あ
っ
て

は
、
当
該
土
地
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
の
所
有
者
及
び
借
地
権
等
を

有
す
る
者
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
｢土
地
所
有
者
等
｣
と
総
称
す
る
。)

は
、
そ
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
、
当
該
土
地
の
区
域
に
お
け
る
移
動
等

円
滑
化
の
た
め
の
経
路
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
協
定

(以
下

｢移

動
等
円
滑
化
経
路
協
定
｣
と
い
う
。)
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
当
該
土
地

(土
地
区
画
整
理
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
仮
換
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
に
あ
っ
て
は
、
当
該
土
地
に
対

応
す
る
従
前
の
土
地
)
の
区
域
内
に
借
地
権
等
の
目
的
と
な
っ
て
い
る

土
地
が
あ
る
場
合

(当
該
借
地
権
等
が
地
下
又
は
空
間
に
つ
い
て
上
下

の
範
囲
を
定
め
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
当
該
土
地
の
所
有
者
が
当
該

土
地
を
使
用
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)
に
お
い
て
は
、
当
該
借
地
権
等

の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
の
合
意
を
要
し
な
い
。

2

移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

一

移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
の
目
的
と
な
る
土
地
の
区
域

(以
下

｢移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
区
域
｣
と
い
う
。)
及
び
経
路
の
位
置

二

次
に
掲
げ
る
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
経
路
の
整
備
又
は
管
理
に

関
す
る
事
項
の
う
ち
、
必
要
な
も
の

イ

前
号
の
経
路
に
お
け
る
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る
基
準



口

前
号
の
経
路
を
構
成
す
る
施
設

(
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
そ
の
他
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
設
備
を
含

む
。)
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
事
項

ハ

そ
の
他
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
経
路
の
整
備
又
は
管
理
に
関

す
る
事
項

三

移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
の
有
効
期
間

四

移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置

3

移
動
等
円
滑
化
経
路
協
定
は
、
市
町
村
長
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(不
服
申
立
て
)

第
五
十
五
条

市
町
村
が
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理

者
に
代
わ
っ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
て

行
政
不
服
審
査
法

(昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
)
に
よ
る
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
市
町
村

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

(事
務
の
区
分
)

第
五
十
六
条

第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
国
道
に
関
し
て
市
町
村
が
処

理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

(費
用
の
負
担
及
び
徴
収
に
関
す
る

も
の
を
除
く
。)
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る

第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

(道
路
管
理
者
、
路
外
駐
車
場
管
理
者
等
及
び
公
園
管
理
者
等
の
基
準
適

合
義
務
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
工
事
中
の
特
定
道
路
の
新
設
又
は

改
築
、
特
定
路
外
駐
車
場
の
設
置
及
び
特
定
公
園
施
設
の
新
設
、
増
設

又
は
改
築
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一

項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

(高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
)

第
五
条

附
則
第
二
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
高
齢
者
、
身
体

障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢旧
移
動
円
滑
化
法
｣
と
い
う
。
)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
基
本
構
想
、
旧
移
動
円
滑

化
法
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
公
共
交
通
特
定
事
業

計
画
、
旧
移
動
円
滑
化
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

道
路
特
定
事
業
計
画
及
び
旧
移
動
円
滑
化
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
交
通
安
全
特
定
事
業
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
十

五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
基
本
構
想
、
第
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
公
共
交
通
特
定
事
業
計
画
、
第
三
十
一

条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
道
路
特
定
事
業
計
画
及
び
第
二

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
交
通
安
全
特
定
事
業
計
画

と
み
な
す
。

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律

(平
成
十
八
年
法
律

第
九
十
一
号
)

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
国
道
に

関
し
て
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
事
務

(費
用
の
負
担
及

び
徴
収
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。)

※

な
お
、
法
律
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

(耳
君
ミ
モ
メと鶏
目
三
面
o竜
宮
一等
鰻富
めす
も
Qさ
こ
o
5
Nドド
耳
目
｣)

(検
討
)

(道
路
法
の
適
用
)

第
五
十
七
条

第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ

っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
市
町
村
は
、
道
路
法
第
八
章
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
と
み
な
す
。

附
則

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
七
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い

て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

(地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
)

第
八
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第

一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



薹
成
一
六
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
調
整
係
長

小
林

政
義

一

は
じ
め
に

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
全
国
の
道
路
に
お
け
る

道
路
の
管
理
体
制
、
道
路
管
理
施
設
の
整
備
状
況
等
の
道

路
交
通
管
理
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即
し

た
望
ま
し
い
道
路
交
通
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
の
対
象
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定

さ
れ
、
道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
道
路
を

対
象
と
し
て
お
り
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車

道
等
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

②

道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

③

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
実
績

④

道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

⑤

道
路
災
害
の
発
生
状
況

⑥

異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

⑦

異
常
気
象
時
の
警
戒
･
緊
急
体
制
の
発
動
実
績

⑧

道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
実
績

⑨

車
両
取
締
り
機
器
等
の
設
置
状
況

⑩

道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重
量
等
の
制
限
の
状

況
⑪

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

⑫

路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

二

平
成
一六
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

1

道
路
管
理
の
現
況

道
路
交
通
管
理
統
計
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
の
現
況

を
知
る
た
め
、
道
路
の
管
理
体
制
、
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

《道
路
情
報
管
理
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
》

道
路
情
報
管
理
施
設
と
は
、
道
路
管
理
者
が
安
全
か
つ

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
又
は
道
路
利
用
者
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装

置
、
車
両
監
視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設

等
が
含
ま
れ
る
。

の

道
路
情
報
板
等
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整



2

異
常
気
象
時
の
対
応

《異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制
実
施
に
つ
い
て
》

豪
雨
、
地
震
等
の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
、
道
路
の
構

造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
各

道
路
管
理
者
は
、
通
行
規
制
基
準
、
通
行
規
制
区
間
を
定

め
、
事
前
の
通
行
規
制
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
一
六
年
度
の
通
行
規
制
実
績
は
、
通
行
止
回
数
で

約
一
万
六
、
0
0
0
件
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
豪
雨
に
よ

る
も
の
が
約
一
万
一
、
0
0
0
件
と
大
部
分
を
占
め
、
次

い
で
地
震
、
河
川
氾
濫
の
順
と
な
っ
て
い
る

(表
3
参
照
)。

い る み. め 営 造 《 2 る 備
状
況
は
、
道
路
情
報
板
約
二
万
一
、
0
0
0
基
、
路
側

放
送
約
五
〇
〇
区
間
、
ビ
ー
コ
ン
約
二
、
九
〇
〇
基
等
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て
は
、
特
に
路
側
放
送
や
ビ

ー
コ
ン
と
い
っ
た
、
よ
り
高
度
な
道
路
情
報
提
供
が
推
進

さ
れ
て
い
る

(表
ー
参
照
)。

②

気
象
観
測
装
置
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

備
状
況
は
、
雨
量
計
約
七
、
三
〇
〇
基
、
温
度
計
約
五
、

五
〇
〇
基
、
風
速
計
約
二
、
四
〇
〇
基
等
と
な
っ
て
お
り
、

雨
量
計
が
前
年
度
か
ら
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
気
象
観

測
装
置
全
体
と
し
て
は
、
前
年
度
並
み
の
設
置
状
況
に
あ

表 1 道路情報板等の設置状況(平成17年 4月 1日現在)

箔球稲川

路 価 報 略し“-*一r…■【チ、--
(基)

'!~ - ･]…テレビ
(台) (基) 驚側放送

(基)
廻円Cス期達新装饉
く基)A型 B型 C型 電光式 附 トンネル その他 計 トンネル その他 計 料金所 その他 計

高速自動車国道 = 87 0 3,826 3-824 L83l l74 2,拗6 し886 646 み631 0 3-136 疣136 176 1-690 706
本州四国連絡遊離 0 26 7 l21 164 29 8 37 63 58 ln 96 24 l19 2 !8 0
都市高速道銘 0 0 1 1,336 1,337 l4l 13 154 860 l,387 名247 722 4,678 6-400 66 677 l9

園- l指定延岡内
遁蝉 指定区間外

106 84 26 2,908 3,124 1,344 122 し466 I.663 6刃46 6,709 0 938 938 =2 467 706
147 374 802 1,969 3,292 974 66 L030 l71 l08 279 0 9 9 23 30 ]80

都 道 府 県 道 79 802 2-655 2,201 6-640 692 220 9l2 87 l39 228 0 8 8 l2 35 84l
市 町 村 遭 231 96 967 316 1-609 l65 l6l 316 41 l97 238 3 4 7 3 1 67

轆臓駁腔 36 89 0 808 L032 35i 11 362 作〇3 loo 603 0 603 603 20 220 170
42 99 98 669 898 212 24 236 603 2れ 874 819 160 ?79 74 0 365

針 65l l,656 4456 l偽247 21.0IO 6蓬39 779 6,618 6,766 7,962 I3,718 も439 9,660 lo,999 478 2,938 3f052

注(l)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
(2)道路情報板の種類は、｢道路情報装置の規格について｣ (昭和47年9月27日付け建設省道企発第52号道路局企画課長通達)を基に、下記の区分とした。

A 型 :オーバーヘッド型式のもの。 B 型 :路側設置型で表示幕により表示するもの。
C 型 :路側設置型で表示板により表示するもの。
電光式 :オーバーヘッド型、驚倒設置型といった型式にかかわらず、電光式のもので、電球又はL E Dにより文字を形成するもの。

(3)警報表示板は、専らトンネル内事故、雪崩等災害の発生を表示するものを、トンネル内事故発生を表示するため設置したものとその他のものを区別して計上した。
(4)車両監視用テレビは、道路交通の状態を監視するため設置したテレビカメラで、トンネル内の状態を監視するためのものとその他のものを区別して計上した。
(5)路側放送とは、路側に設置された中波放送機 (モノポールアンテナ、誘導通信ケーブル)により、車載のカーラジオを通じて、道路交通情報を常時提供でき
るシステムをいい、中波放送機1基の放送区間を1箇所とし、同一区間であっても、 2基の放送機によって上下線で異なる放送を行っている場合は、 2箇所と
して計上した。
(6)ビーコンとは、 V I C S (道路交通情報通信システム :電波を用いて、リアルタイムで道路交通情報等運転者が必要とする情報を車載のコンピュータに提供
するシステム)における発信器として、道路管理者が路側に設置したものをいう。

表 2 気象観測装置の設置状況 (平成17年 4月 1日現在)

＼ 醇憬計 温度計 積雪轢断 路面凍鮎
観測裝艫 巍速計 視程障害

観測裝頤道路管理者設讃
白齢広津 その他裏穀窪 af

目疏伝濾 その他 計 ｣‐--、｣ その他 計 目軸伝冶 その他 針 {““、トその他 掛 .･‘‐-‘‘-- その他 辞
高速自動車回遊

淋]"′“疋
79l

その
0 l5 8" 嶺 その

3 801 233
その

t 234 ;.;
のる 652 686

の
0 686

--
338 0

P
336

本州四国連絡道路 16 0 0 l6 24 0 24 0 0 0 23 0 23 23 滝 27 18 0 l8
都市高速道路 35 0 0 35 90 0 90 ぬ 0 10 68 0 68 6l 0 5- 20 0 20

国』指定区間内
趙般l指定区間外

1,212 34 48 l迄94 し237 276 l-6l3 745 68 803 869 l09 978 687 l9 706 l80 4 184
164 126 565 865 363 658 l,021 424 66 490 290 39 329 96 3l l27 47 3 50

都 追 窮 県 道 393 119 も246 し768 458 8i8 l,276 683 168 76l 412 l06 6l8 193 76 269 221 " 258
市 町 村 道 432 444 1,412 2,288 230 279 609 102 212 344 64 26 90 186 144 329 2 l 3

潟鸚廳鑓 9“ 0 ? 10l 9" 7 ]0l 時 0 13 63 0 63 79 0 79 30 0 30
88 43 8 139 ?9 45 124 l3 9 22 69 16 74 92 25 は7 137 9 l46

肝 3-228 766 3,30l 亀295 3,373 2-OS8 6,469 る影3 6報 る667 2,487 298 2,785 2,092 299 2,391 993 54 1-047

注(1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
(2)自動伝達式とは、テレメータ等により、自動的に道路管理者の事務所等に観測結果を伝達するものをいう。
(3)視程障害観測装置とは、透過率計、 IT V等の霧、吹雪等による視程障害の程度を観測する装置をいう。



表 3 異常気象時の通行止回数 (平成16年度実績)
原 因

讓癈内外硼 ＼ 豪雨 地震 豪雪 地吹雪 路面凍結 雪崩 瓣 強風 波浪 河川氾濫 その他 計
道路種別

高速自動車国道
内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
外 58 83 13 0 21 5 8 38 4 0 0 230
計 58 83 13 0 21 5 8 38 4 0 0 230

本州四国連絡道路
内 1 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 10
外 4 0 2 0 3 0 0 26 0 0 0 35
計 5 0 2 0 3 0 0 35 0 0 0 45

都 市 高 速 道 路
内 0 1 3 0 0 0 0 4 0 0 0 8
外 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 4
計 0 1 3 0 0 0 0 8 0 0 0 12

般
国
道

指定区間内
内 163 0 2 8 3 1 0 3 11 0 8 199
外 148 20 18 25 23 9 0 4 1 63 6 36 389
計 311 20 20 33 26 10 0 44 74 6 44 588

指定区間外
内 1,0く総 7 30 13 46 8 0 24 4 7 30 1,217
外 478 43 38 6 32 16 0 13 14 31 63 734
計 し526 50 68 19 78 24 0 37 18 38 93 1,951

都 道 府 県 道
内 3, 133 85 190 13 70 35 0 106 139 17 142 3,930
外 2,089 103 101 246 58 49 0 204 71 145 280 3,346
計 5,222 188 291 259 L28 84 0 310 2 10 162 422 7,276

市 町 村 道
内 592 13 3 3 22 l 0 14 11 16 20 695
外 3。185 611 49 13 8 1 16 0 192 60 5 13 336 5,056
計 3,777 624 52 16 103 17 0 206 71 529 356 5,751

般
有
料
道
路

日本道路公団
内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
外 22 0 2 0 4 0 0 2 26 0 0 56
計 22 0 2 0 4 0 0 2 26 0 0 56

土木部企業局
内 0 0 0 0 0 0 0 0 ･ 0 0 0 0
外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社
内 54 0 70 9 15 1 1 34 0 0 14 198
外 4 0 4 14 3 0 0 13 0 0 1 39
計 58 0 74 23 18 1 1 47 0 0 15 237

計
内 4,99 1 106 298 46 156 46 1 194 165 40 2 14 6,257
外 6,988 860 227 304 225 95 8 533 238 695 716 9,889
計 10,979 966 525 350 381 14 1 9 727 403 735 930 16,146

注(1)道路管理者が道路法第46条に基づき実施した通行止を、主たる原因別に計上した。
(2)規制区間内外の別の ｢内｣は規制区間内で実施した規制を、 ｢外｣は規制区間外で実施した規制をさす。

なお、規制区間とは、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣ (昭和44年4月 1日付け建設省道政発第16号及び第1げ号の2建設省道路局長通達別紙)第二に
規定する異常気象時通行規制区間及び ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年9月18日付け建設省道政発第84号及び第84号の2建設省道路局長通達)記二に規定す
特殊通行規制区間をいう。
(3)規制区間内外にまたがった通行規制は、区間の良い方に計上した。
(4)通例の積雪による冬季閉鎖など異常気象に伴うものでない通行止は計上していない。



違
法
車
両
の
取
締
り
等

=

特
殊
車
両
の
取
締
り
に
つ
い
て

①

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

道
路
管
理
者
は
、
車
両
制
限
令
の
基
準
を
超
え
て

い
る
車
両
で
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二
第
一
項
に
基

づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可

(以
下
、
｢通
行
許
可
｣

と
い
う
。)
を
受
け
ず
に
通
行
し
て
い
る
車
両
及
び

通
行
許
可
の
条
件
に
違
反
し
て
通
行
し
て
い
る
車
両

の
指
導
取
締
り
を
行
っ
て
い
る

(表
4
参
照
)。

②

違
反
車
両
の
違
反
内
容

違
反
件
数
に
つ
い
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い

な
い
場
合
が
約
八
、
六
0
0
件

(約
七
三
%
)、
通

鋤

行
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
が
約
三
･

三
o
o
件

醗

(約
二
七
%
)
と
な
っ
て
お
り
、
通
行
許
可
を
受
け

碎

な
い
で
違
反
車
両
を
走
行
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

戦

い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

績

違
反
内
容
と
し
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い
な

実　　　　　

い
場
合
に
お
い
て
は
、
寸
法
超
過
が
約
四
･
o
o
o

賄

件
、
重
量
超
過
が
約
三
、
二
〇
〇
件
と
な
っ
て
お
り
、
導指

両
方
の
超
過
が
約
一
、
四
〇
〇
件
と
な
っ
て
い
る
。
の

通
行
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
重
量

師

超
過
単
独
で
の
違
反
が
約
五
0
0
件
で
あ
り
、
全
体

線

の
約
一
六
%
を
占
め
て
い
る

(表
5
参
照
)。

③

車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況

道
路
法
に
違
反
し
て
道
路
を
連
行
す
る
車
両
の
指

導
取
締
り
を
行
う
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
車
重
計
、

表 4 特殊車両の指導取締り実績 (平成16年度実績)

道路管理者

取締り活動

対象車両
(台)

違反車両
(台)

措 置 内 容

導
告
a

指
贅
律

聽
㈱

許可取消 刑事告発

間 時
時 潟 取締りに

係るもの
事故に
係るもの

取締りに
係るもの

事故に
係るもの

日本道路公園
(高速自動車国道) 紬 総皺 猟 纖 鱗 鰓 0 n) 0 G)

本州四国連絡橋公団 246 灼 膨 騰 瀦 127 =̂〉 0 0 nY 0)

都
市
高
速
道
路
公
団
等

蛔
鋼灘絲

鞆
首

阪
納 燃 拷

一
犠 “三… 〆 0

,臘
黛
6-

0 0) =̂) □̂〉

滋 84話
一
7
{

。
一

0 0
-
0

0

三

十

サ

‐鰍綴
-

鰡
0

19

0
･

?“

-

- 一蹴
.0

≠榔
0
0

聡

0
＼-

36
み
0

′
0

一o

o

一
。 0

“
○

弍
0)
“

稲岡北九州高速公社 0 で 0 0
“
0･
k

。し 0

ノー･ 計 鰕 戦絲 鰄 犯 纖 623 ▲0 ▲○ 0) =̂)

地
方
整
備
局
等

北海道開発局 24 60 272 179 92 猟 第 0) =̂) 0 0)
東ネヒ地方整備局 49 “ 944 343 筋 " 総 =̂) ○̂) Û OY
関東地方整備局 “ 129 962 640 271 163 “ =̂) ○̂〉 ○) G)
北陸地方整備局 31 ▲3 640 614 69 66 蜷 ▲○】 0) =̂) 0}
中部地方整備局 65 弼 781 碗 300 79 隊 粥 =̂〉 n) ○̂〉

近畿地方整備局 178 393 戦 鮴 609 652 48 0 11 Û Û

中国地方整備局 86 % 943 則 328 233 坊 ?】 0 n)

四国地方整備局 " 63 317 108 れ れ ○̂) n) 0) 0 Û

九州地方整備局 126 饗 鸚 燃 俊 318 % 0) =̂) 0 =̂)

沖縄総合事務局 19 37 149 102 第 21 -b 0) OY 0▼ 0

小 計 669 綣 螂 硼 郷 緘 807 20 ?“ nY ○̂)
都 道 府 県 M " 214 59 32 32 0) 0 nY OY =̂)
指 定 市 '1 ク" 37 26 ‘4 ･4 =̂) 0 ○̂】 =̂) Û

市 町 村 14 瓶 ↑○ 氾 =̂) OY ○̂) 0 =̂〉 =̂〉 Û

滋l 日本道路公団

路露l 地方道路公社
知 競 紳 獄 641 121 就 ･0 nY ▲○ ○̂〉
0 ○̂〉 0 ○̂ Û 0 n) 0 ○̂) =̂〉 Û

計 緘 感編 獄 蹴 徽 纖 “ 7̂~ 0 ◎)

う‘J

注 (1)許可取消、刑事告発以外の欄については、指導取締り基地等における取締りのみを計上し、他の業務に付随して行った取締り (例えば、料金収受業務中に、
付随的に料金所の軸重計により違反者を発見し、措置を行った場合。)は含まない。

(2)許可取消、刑事告発の欄については、指導取締り基地における取締りの際の措置命令違反、常習違反による件数のほか、道路法47条第1項の規定又は許可条
件に違反して車両を通行させ、重大事故を発生させたことによるものを含む。

(3)措置内容の区分は、 ｢車両の通行の制限について｣ (昭和53年12月 1日付け建設省道交発第96号建設省道路局長通達)別添2 ｢特殊車両の通行に関する指導取
締要領｣ による。

指導警告 :措置命令の必要がない程度が軽微である場合に、文書をもって再発防止等を指導警告すること。
措置命令 :違反車両に対し、車両構造の一部取り外し又は積載貨物の分割による重量、寸法の軽減措置、通行の中止、通行条件の遵守等を文書をもって命令する霊

　

　
　

盤
鰤

　
　　(4)日本道路公団の違反車両台数には、口頭による指導警告台数 (高速自動車国道 :6453台、一般有料道路 :870台)は含まない。
(5)首都高速道路公団の違反車両台数には、口頭による指導警告 :7,761件は含まない。



表 5 違反車両の違反状況 (平成16年度実績)

道路管理者

違反区分 許 可 な し (件) 許 可 あ り (件)

合計
重量超過 e e

計

の @ e @ 9 e e e

計e e e e " e e ゆ寸法超過 @ @
e e ◎ @ @ ◎ @ e経路違反

@ e @ e " ◎ ◎ @その他違反
日本道路公団(高速自動車国道) 2,812 1,806 607 弱225 206 23 140 223 75 “ 182 108 20 245 24 120 17 5 1 1,431 6,656

本 州 四 国 連 絡 橋 公 団 1 15 89 105 0 0 0 0 0 0 0 0 6 8 0 0 8 0 0 22 127

都
市
高
速

道
路
公
団
等

首 都 高 速 道 路 公 団 57 254 14 325 0 1 0 2 0 0 5 6 2 22 5 94 40 0 0 177 502

阪 神 高 速 道 路 公 団 116 1,060 160 1,蟹短 70 5 6 9 13 1 3 l 21 86 9 28 15 3 7 277 篤613

名 古 屋 高 速 公 社 2 34 0 36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36

広 島 高 速 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
福岡北九州高速公社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 175 し34籍 174 1,697 70 6 6 11 13 l 8 7 23 108 14 L22 55 3 7 454 2,151

地
方
整
備
局
等

北 海 道 開 発 局 1 41 7 49 1 1 0 2 0 2 0 0 2 0 2 0 0 0 33 43 92

東 北 地 方 整 備 局 2 29 10 41 7 2 1 3 0 1 l 1 3 0 0 0 17 4 34 74 115

関 東 地 方 整 備 局 65 65 17 147 34 3 9 8 0 1 1 0 11 0 2 0 24 6 25 124 271

北 陸 地 方 整 備 局 3 9 7 19 4 0 1 4 0 0 0 0 2 0 0 0 2 3 34 50 69

中 部 地 方 整 備 局 6 53 58 117 70 15 7 7 1 3 1 1 8 l 3 2 20 4 40 183 3凹

近 戦 地 方 整 備 局 36 141 159 336 49 26 11 4l 14 23 4 9 15 5 7 4 第 17 20 273 609

中 国 地 方 整 備 局 6 116 53 175 37 4 3 1? 0 1 3 3 8 1 5 0 17 10 44 153 328

四 国 地 方 整 備 局 3 3 11 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 21

九 州 地 方 整 備 局 26 134 39 199 35 2 1 6 0 2 1 0 9 2 0 0 19 4 132 213 412

沖 縄 総 合 事 務 局 2 8 0 10 4 0 0 1 0 1 0 0 1 0 3 0 0 0 6 16 26
小 計 150 599 361 1･110 241 53 33 89 15 34 11 l4 59 9 22 6 127 48 372 1,133 2,243

都 道 府 県 0 12 0 12 4 0 0 1 0 0 0 0 3 0 0 0 12 0 0 20 32

指 定 市 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 4

市 町 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

料一
道般
路右

日 本 道 路 公 団 31 259 161 451 1 0 0 1 35 11 0 36 O 72 0 28 0 0 6 190 641

土 木 部 企 業 局 0 0 0
地 方 通 路 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 3,169 4,040 1,392 8-601 522 82 179 325 138 88 201 165 111 442 60 276 219 56 389 3,2S3 1し854

注(1)違反内容の区分については、以下のとおり。
①無許可 :道路法第47条の2第1頃に基づく特殊車両通行許可を有しない場合。
○重量超過-車両総重量~軸重、隣接軸重及び輪荷重について車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。
○寸法超過一幅、高さ及び長さについて車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。

②許可有り :何らかの特殊車両通行許可を有する場合。
0経路違反-許可証と通行経路が異なる場合。
0積荷違反-許可証の積載貨物と積荷が異なる場合。
○重量超過-許可証の許可重量 (総重量、軸重等)を超える場合。
○寸法超過-許可証の許可寸法 (幅、高さ及び長さ)を超える場合。
○条件違反-条件書の許可条件 (徐行条件、時間制限等)に違反した場合。
0その他 -その他の許可証及び条件書の記載内容違反、許可証不携帯等。

(2) 1台の車両に複数の違反内容が該当する場合は、各々 1件として計上している。



軸
重
計
等
の
重
量
測
定
機
器
の
設
置
を
行
っ
て
い

る
。機

器
の
設
置
状
況
は
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道

に
比
較
し
て
高
速
自
動
車
国
道
等
で
よ
り
進
ん
で
い

る

(表
6
参
照
)。

②

路
上
放
置
車
両
の
処
理
に
つ
い
て

近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り
、
道

路
上
に
放
置
さ
れ
一
般
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
車
両

(路
上
放
置
車
両
)
が
増
加
し
て
お
り
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
一
六
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で

約
三
万
○
、
0
0
0
台
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
三
0
%
以

上
が
指
定
市
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市
長
村
道

の
約
四
五
%
が
東
京
都
、
大
阪
府
、
愛
知
県
内
に
お
け
る

も
の
で
あ
り
、
特
に
特
に
大
都
市
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る

(表
7
参
照
)。

道
路
管
理
者
は
警
察
と
協
力
し
つ
つ
、
そ
の
排
除
に
努

め
て
い
る
も
の
の
、
所
有
者
の
確
認
が
困
難
な
場
合
が
多

い
た
め
道
路
管
理
者
自
ら
で
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
、
そ
れ
さ
ら
に
路
上
放
置
を
助
長
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
生
じ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
、
今
回
の
調
査
時

点
に
お
い
て
も
路
上
放
置
車
両
総
数
の
約
二
0
%
が
未
処

理
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
路
管
理
者

と
し
て
は
今
後
と
も
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、

路
上
放
置
車
両
対
策
に
取
り
組
む
必
要
性
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

表 6 取締り機器 (定置式) の設置状況 (平成16年 4月 1日現在)

道路
蝨介邁 車 重 計 軸 璽 計 囎 荷 重 計 車 高 計

箇 所 数 全 基 数
(カメラ付 き )

箇 所 数 全 基 数
(カメラ付 き )

箇 所 数 全 基 数
(カメラ付 き )

箇 所 数 全 基 数
(カメラ付 き )

高速自動車国道
187

“◎
691

“⑤
ハU 0◎

648

鯛◎本州四国連絡道路
b̂ “◎

"

“◎
Û 0⑤

鸚

“◎都市高速道路
QY ,◎

261

“⑭
リル “⑧

* “◎
…
般
国
道

指定区間内

指定区間外

都道府県道
4性 “③

nY 。◎
Û 。◎

Û 0⑤
市 町 村 道

Û 0◎
nv 0◎

=̂〉 0◎
nv 。@一

般
有
料
道
路

日本道路公団

地方道路公社

計
338

“⑪
臘 瀰㈱

RU 。@
燃礬注(l)管理を警察等他機関に委託しているものを含め、道路管理者が所有するものを計上している。

2 □の分類は次のとおり。　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
総
の
の
い
っ
数
い
に

次
両
つ
つ
つ
あ
榎
て
)

は
車
一
一
に
で
に
し

類

!
↓
数
点
等
上
(

　　　　　　　　　

機
車
軸
輪
設
①
②
と
基

②

③

@

りo こせ雪クニナブ うn ‘̂○

として計上している。
(4)基数欄の ( )には、違反取締り用カメラを有するものを内数で示す。

車重計 :車両総重量を一度に計測する装置
軸重計 :一つの車軸の荷重を計測する装置
輪荷重計･:-つの車輪の荷重を計測する装置
設置箇所数については、
①同一地点であっても、上下線それぞれに設置している場合は、 2箇所
②料金所等に複数のブースがあり、各々 に機器が設置してある場合は、全体で1箇所



表 7 路上放置車両の処理実績 (平成16年度実績)

道路管理者 放置車両
発見台数

放 置 車 両 処 理 台 数

未処理所 有 者
撤去台数

道路管理者撤去台数 清掃当局
撤去台数

警 察
撤去台数 計

廃棄物 違法放置物件

日本道路公団
772

( 139 )

322

( 12 )

92

( 4 )

66

( 20 )

7

( 0 )

7

( 1 )

494

( 37 )

278

( 102 )

本州四国
連絡橋公団

3

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

3

( 0 )

都市高速
道路公団等

183

( 0 )

149

( 0 )

0

( 0 )

l

( 0 )

0

( 0 )

33

( 0 )

183

( 0 )

0

( 0 )

地方整備局等
392

( 156 )

160

( l5 )

123

( 63 )

64

( 27 )

0

( 0 )

10

( 0 )

337

( 96 )

55

( 60 )

都道府県
776

( 258 )

]56

( 29 )

82

( 14 )

62

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

290

( 43 )

486

( 2 l5 )

指定市
9,140

( 1,264 )

3,383

( 119 )

2,948

( 226 )

1, 188

( 3 )

6 13

( 14 )

19

( 2 )

8, 15 1

( 364 )

989

( 900 )

市町村
13,36 1

( 3,777 )

5,267

( 1,269 )

3,753

( 997 )

l,738

( 372 )

661

( 32 )

113

( 31 )

11,422

( 2,70l )

1,939

( 1,076 )

地方道路公社
5

( 2 )

0

( 0 )

4

( 1 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

4

( 1 )

1

( 1 )

計

日16分ト

繰越分

24,632

( 6,596 )

9,4 17

( l,444 )

7,002 37099 1, l8 1 182

( 34 )

20,88 1

( 3,24 1 )

3,75 1

( 2,354 )( 1,296 ) ( 422 ) ( 46 )

合計 30,227 10,86 1 8,297 3,52 l 1,227 2l6 24, 122 6, 106

注 (D ここでいう ｢車両｣ には、自転車等の ｢軽車両｣ は含まない。
(2)発見台数には、道路管理者がパトロール時等に自ら発見した場合のほか、通報を受けた結果発見した場合も含む。
(3)所有者撤去台数には、所有者が判明し、道路管理者が所有者に撤去させたものを計上している。
(4)道路管理者撤去台数には、道路管理者が費用を負担して (路上放棄車処理協力会から寄付を受けた場合も含む。)、
して撤去した台数を計上している。

(5)清掃当局撤去台数には、道路管理者が清掃当局に連絡して処理を任せたものを計上している。

自ら又は回収業者に依頼

(6)警察撤去台数には、道路管理者が警察に連絡し、刑事事件にかかわる可能性などから警察が撤去する旨回答を得たものを計上している
(7)上段は当該年度分。下段括弧書きは、前年度以前からの繰越分。ただし、繰越分が把握できない管理者分は計上していない。



な
お
、
平
成
一
七
年
一
月
一
日
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
施
行
前
の
駆
け
込

み
路
上
廃
棄
が
懸
念
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
一

六
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
、対
前
年
度
約
六
、

0
0
0
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

お
わ
り
に

我
が
国
は
、
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
か
つ
、

豪
雨
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
易
い
条

件
の
下
に
あ
る
。
特
に
近
年
に
お
い
て
は
、
自
然
災
害
が

頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
平
成
一
六
年
度
は
度
重
な
る
台

風
の
襲
来
、
集
中
豪
雨
、
新
潟
中
越
地
震
等
に
よ
り
、
全

国
各
地
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
自
然

条
件
の
下
で
、
道
路
管
理
者
は
道
路
を
良
好
に
保
ち
、
道

路
交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た

め
、
道
路
管
理
者
は
豪
雨
等
の
自
然
現
象
に
よ
り
災
害
の

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
常
に
異
常
の
有
無
を

把
握
し
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
状
況
を
的
確
に
把
握

し
て
対
処
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
、
情

報
収
集

･
提
供
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
管
理
者
は
道
路
構
造
の
保
全
、
交
通
の

危
険
防
止
の
た
め
、
道
路
法
に
違
反
し
て
い
る
車
両
の
指

導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
物
流
の
効
率
化
と

い
う
観
点
か
ら
、
車
両
の
大
型
化
が
進
展
し
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
い
違
反
車
両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
指
導
取
締
り
体
制
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果

的
に
違
反
車
両
数
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
従
来

の
道
路
交
通
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
度

化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
路
管
理
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
全
国
の
道
路
管
理
者
に
本

調
査
結
果
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
国
の
担
当
者

に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
本
稿

を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。
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シ
ン
イ
チ

県
管
理
国
道
、
都
道
府
県
道
の
管
理
の
特
例
だ
ね
。
そ

(電
話
を
受
け
な
が
ら
)

れ
で
、
な
ん
て
回
答
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
い
。

!
そ
れ
で
は
、
調
べ
て
こ
ち
ら
か
ら
お
電
話
い
た

シ
ン
イ
チ

し
ま
す
。

法
第
一
七
条
二
項
は

｢指
定
市
以
外
の
市
は
、
第
一

ダ
イ
蔵

二
条
た
だ
し
書
、
第
一
三
条
第
一
項
及
び
第
一
五
条
の

な
か
な
か
難
し
い
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
よ
う
だ

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
に
協
議
し
、
そ
の
同

ね
。

意
を
得
て
、
当
該
市
の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
の
管
理

シ
ン
イ
チ

で
第
一
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
一
三
条
第
一
項
の
規
定

そ
う
な
ん
で
す
。
県
の
道
路
管
理
部
門
の
方
か
ら
の

に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
行
う
べ
き
も
の
並
び
に
当
該

電
話
な
ん
で
す
が
、
道
路
法

(以
下
｢法
｣
と
し
ま
す
。)

市
の
区
域
内
に
存
す
る
都
道
府
県
道
の
管
理
を
行
う
こ

第
一
七
条
第
二
項
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
で
す
。
指

と
が
で
き
る
。｣
と
あ
り
ま
す
よ
ね
。
文
字
通
り
に
読

定
市
以
外
の
市
は
、
法
一
七
条
第
一
項
と
同
様
に
当
該

め
ば
市
内
の
都
道
府
県
管
理
国
道
と
都
道
府
県
道
の
両

市
域
内
に
あ
る
全
て
の
都
道
府
県
管
理
国
道
及
び
県
道

方
を
管
理
し
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ

で
す
が
。

ら
の
一
部
路
線
の
み
や
そ
の
中
の
一
部
区
間
の
み
を
対

ダ
イ
蔵

象
と
し
て
、
管
理
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
か
と
い
う
内

確
か
に
条
文
を
読
む
と
そ
の
よ
う
に
読
め
る
ね
。
そ

容
な
ん
で
す
。

う
だ
と
法
第

一
七
条
第

一
項
と
同
様
と
い
う
こ
と
だ

ダ
イ
蔵

ね
。
で
も
、
こ
こ
は
結
論
を
急
が
ず
に
制
度
趣
旨
を
も

第
一
七
条
二
項
は
指
定
市
以
外
の
市
に
よ
る
都
道
府

っ
と
探
っ
て
み
よ
う
。
解
説
書
に
は
何
て
書
い
て
あ
る

の
か
な
。

シ
ン
イ
チ

道
路
法
解
説
で
は
指
定
市
以
外
の
市
で
あ
っ
て
も

｢本
来
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
と
の
協
議
が

成
立
し
た
場
合
に
は
国
道
又
は
都
道
府
県
道
を
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
｣
、
こ
の
場
合
に
は

｢都
道
府
県
に
代

わ
っ
て
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
道
路
管
理
者
と
な

る
｣
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
と
指
定
市
以
外
の

市
は
都
道
府
県
管
理
国
道
と
道
府
県
道
と
を
選
択
的
に

管
理
で
き
る
よ
う
に
読
め
ま
す
ね
。
ど
っ
ち
が
正
し
い

ん
で
し
ょ
う
か
。
頭
が
混
乱
し
て
き
ま
し
た
よ
。

ダ
イ
蔵難

し
い
か
ら
混
乱
し
て
当
然
か
も
し
れ
な
い
ね
。
そ

れ
じ
ゃ
あ
、
頭
を
整
理
す
る
た
め
に
こ
こ
で
法
第
一
七

条
二
項
の
趣
旨
を
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
規
定

は
、
指
定
市
以
外
の
市
で
あ
っ
て
も
都
市
交
通
的
な
見

地
か
ら
当
該
市
の
市
道
と
と
も
に
国
道
や
県
道
の
管
理

を
行
う
こ
と
が
道
路
整
備
上
適
当
な
場
合
も
あ
る
と
い

う
考
え
か
ら
き
て
い
る
ん
だ
。
第
一
項
の
指
定
市
の
管

理
の
特
例
と
基
本
的
に
は
同
じ
考
え
だ
ね
。

シ
ン
イ
チ

確
か
に
規
模
の
大
き
な
市
な
ら
市
内
の
国
道
や
県
道

も
市
道
と
と
も
に
管
理
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
も
多
い

で
し
ょ
う
し
、
そ
の
方
が
一
体
的
で
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
整
備
が
で
き
る
で
し
ょ
う
ね
。
最

近
で
は
自
治
体
の
合
併
が
進
ん
で
大
規
模
な
市
が
多
く



な
り
ま
し
た
か
ら
、
今
後
は
さ
ら
に
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ

が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
ね
。

ダ
イ
蔵そ

う
だ
ね
。
特
に
第
一
項
の
指
定
市
に
つ
い
て
は
旧

道
路
法
の
時
か
ら
同
様
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
ん

だ
よ
。

シ
ン
イ
チ

指
定
市
は
地
方
自
治
法
上
、
都
道
府
県
と
同
様
に
扱

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
市
域
内
の
国
道
も
県
道
も
一
体
に

管
理
す
る
と
い
う
の
は
納
得
で
き
ま
す
よ
ね
。
で
も
、

指
定
市
以
外
の
市
に
つ
い
て
も
指
定
市
と
ま
っ
た
く
同

じ
だ
と
し
た
ら
、
何
か
お
か
し
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

ダ
イ
蔵な

か
な
か
い
い
所
に
気
が
つ
く
ね
。
実
は
地
方
分
権

一
括
法
で
事
務
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
改
正
さ
れ
る
前

の
法
第

一
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
｢指
定
市
以
外
の

市
の
長
は
、
第
一
二
条
た
だ
し
書
き
及
び
第
一
三
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
知
事
と
協
議

し
て
、
当
該
市
の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
の
管
理
で
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
べ
き
も
の

を
行
い
、
当
該
市
は
、
第
一
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
都
道
府
県
と
協
議
し
て
、
当
該
市
に
存
す
る
都
道

府
県
道
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。｣
と
な
っ
て

い
た
ん
だ
。

シ
ン
イ
チ

こ
れ
だ
と
指
定
区
間
外
国
道
の
管
理
と
、
都
道
府
県

道
の
管
理
と
が

｢並
び
に
｣
を
使
わ
ず
に
単
純
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
ね
。

ダ
イ
蔵そ

の
通
り
。
も
っ
と
詳
し
く
見
れ
ば
、
改
正
前
は
指

定
区
間
外
国
道
に
つ
い
て
の
協
議
は
指
定
市
以
外
の
市

の
長
が
、
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
の
協
議
は
指
定
市
以

外
の
市
が
行
う
と
さ
れ
、
別
々
の
管
理
主
体
が
想
定
さ

れ
て
い
た
ん
だ
。
ま
た
、
当
時
は
指
定
区
間
外
国
道
の

管
理
は
機
関
委
任
事
務
、
都
道
府
県
道
の
管
理
は
団
体

事
務
と
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
お
り
、
指
定
区
間
外
国

道
と
都
道
府
県
道
の
管
理
協
議
の
連
続
性
が
規
定
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
管
理
を
併
せ
て
行
う

必
要
性
も
な
か
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
に
、
｢A
並
び
に
B

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
｣
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
他
の

法
律
の
例
を
み
る
と
、
A
の
み
、
B
の
み
を
別
々
に
行

う
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
ん
だ
。

シ
ン
イ
チ

な
る
ほ
ど
。
そ
う
す
る
と
指
定
市
以
外
の
市
は
、
そ

の
区
域
内
に
あ
る
都
道
府
県
管
理
国
道
や
都
道
府
県
道

の
一
部
の
路
線
の
み
や
一
部
の
区
間
の
み
を
管
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
な
ら
法
第
一
七
条
第

二
項
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
、
制
度
が
よ
り
活
用
さ

れ
る
わ
け
で
す
ね
。

ダ
イ
蔵お

、
な
か
な
か
い
い
こ
と
言
う
じ
ゃ
な
い
か
。
で
も
、

注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
指
定
市
以
外
の
市

は
道
路
管
理
者
そ
の
も
の
に
な
る
の
だ
か
ら
、
道
路
管

理
の
う
ち
一
部
の
事
務
に
限
っ
て
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
ん
だ
。
一
つ
の
道
路
に
つ
い
て
都
道
府
県
と
指
定
市

以
外
の
市
と
い
う
二
つ
の
主
体
が
道
路
管
理
者
と
し
て

競
合
す
る
こ
と
は
道
路
法
体
系
上
あ
り
得
な
い
か
ら

ね
。

シ
ン
イ
チ

一
つ
の
路
線
の
道
路
に
管
理
者
が
複
数
存
在
し
た

ら
、
管
理
責
任
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
、
道
路
利
用

者
は
混
乱
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

ダ
イ
蔵こ

こ
で
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
の

が
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
五
八
条
だ
。
同
条
に
お

い
て
、
市
町
村
は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ

た
都
道
府
県
管
理
国
道
や
都
道
府
県
道
の
新
設
又
は
改

築
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
あ

く
ま
で
道
路
管
理
者
の
代
行
を
行
う
の
で
、
道
路
管
理

の
一
部
だ
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

シ
ン
イ
チ

似
て
い
る
よ
う
で
も
違
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
一
つ

の
路
線
の
道
路
管
理
が
そ
っ
く
り
県
か
ら
市
に
変
わ
っ

た
と
し
て
も
、
利
用
者
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
の
が
普

通
で
す
よ
ね
。
路
線
を
指
定
･
認
定
し
た
時
や
道
路
区

域
の
決
定
を
行
っ
た
時
、
供
用
の
開
始
を
し
た
時
に
は

公
示
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
け
ど
、
協
議
の
結
果
、

指
定
市
以
外
の
市
が
都
道
府
県
に
代
わ
っ
て
市
内
の
都



道
府
県
管
理
国
道
や
都
道
府
県
の
管
理
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
に
は
公
示
な
ど
を
す
る
必
要
は
な
い
ん
で

す
か
。
条
文
に
は
書
い
て
な
い
で
す
け
ど
。

ダ
イ
蔵確

か
に
、
法
令
上
は
公
示
そ
の
他
の
手
続
き
を
行
う

こ
と
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
ん
だ
。
で
も
、
道
路

利
用
者
等
に
対
し
て
管
理
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
な
ど
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
広
報
な
ど
の
手
続

き
に
よ
っ
て
周
知
を
図
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う

ね
。
ち
な
み
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
五
八
条
で
は
新

設
又
は
改
築
を
行
お
う
と
す
る
と
き
や
、
そ
れ
が
完
了

し
た
と
き
に
は
公
示
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
で
す
よ
ね
。
道
路
利
用
者
等
の
混
乱
を
招
く
よ

う
な
こ
と
は
極
力
避
け
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

よ
し
、
こ
れ
で
県
の
道
路
管
理
部
門
の
方
に
し
っ
か
り

回
答
で
き
る
ぞ
。
早
く
係
長
の
力
を
借
り
な
い
で
も
自

分
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
で
も
、
せ
っ

か
く
だ
か
ら
も
う
一
つ
係
長
に
質
問
で
す
。
法
第
一
七

条
第
二
項
を
適
用
す
る
際
に
何
か
判
断
基
準
が
あ
る
ん

で
す
か
。

ダ
イ
蔵せ

っ
か
く
い
い
こ
と
を
言
っ
た
と
思
っ
た
の
に
。
仕

方
な
い
な
。
昭
和
二
七
年
建
設
省
道
発
第
四
二
〇
号
と

い
う
道
路
局
長
通
知
で
は
、
同
項
の
適
用
は
都
市
計
画

事
業
の
遂
行
上
当
該
市
長
又
は
市
に
お
い
て
一
貫
し
て

道
路
行
政
を
行
う
こ
と
が
便
利
で
あ
り
、
か
つ
当
該
市

又
は
市
の
長
に
充
分
管
理
能
力
が
あ
る
場
合
に
限
る
と

さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
は
、
同
項
の
適
用
の
際
に
は

管
理
権
限
の
す
べ
て
を
移
譲
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
定
め
ら
れ

た
ん
だ
。
市
の
管
理
能
力
の
有
無
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
判
断
指
標
は
な
い
け
れ
ど
、
将
来
起
こ
る
可
能
性
の

あ
る
大
規
模
改
築
や
災
害
復
旧
等
を
含
め
、
当
該
市
の

財
政
力
、
技
術
力
か
ら
見
て
道
路
を
適
切
に
管
理
し
う

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
よ
。

財
政
力
に
つ
い
て
は
、
同
項
を
適
用
す
る
場
合
に
は
費

用
負
担
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
当
該
市
に
な
る
か
ら
注

意
が
必
要
だ
よ
。
ち
な
み
に
、
こ
の
通
知
は
地
方
自
治

法
第
二
四
五
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
く
技
術
的
助
言
と

し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
か
ら
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

判
断
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
ん
だ
。

シ
ン
イ
チ

本
当
に
係
長
は
何
で
も
よ
く
知
っ
て
ま
す
ね
。
こ
れ

で
完
璧
に
回
答
で
き
ま
す
よ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
で
は
、
早
速
!
。
し
ま
っ
た
!

県
の
担
当
者
の

方
の
電
話
番
号
を
た
ず
ね
る
の
を
忘
れ
て
た
。

ダ
イ
蔵そ

れ
は
自
力
で
調
べ
よ
う
。



練讓轉鬘榊
家蓑糸
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場
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事
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鱸讓
竇
淺嶬釀

鰍嶬
鬘
藁
鑿

遭
廃
止
に
無
許
可
で
設
置
さ
れ
た

観
音
像
の
撤
去
に
つ
い
て

四
国
地
方
整
備
局
路
政
課

一

は
じ
め
に

｢道
路
に
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し

て
道
路
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路

管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣
ま
た
、

｢何
人
も
、
み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を

た
い
積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。｣

と
道
路
法
第
三
二
条
及
び
四
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
当
該
許
可
を
受
け
ず
道
路
上
に
物
件
等
を
設
置
す
る

い
わ
ゆ
る

｢不
法
占
用
物
件
｣
は
、
後
を
た
た
な
い
状
況

で
あ
り
、
そ
の
対
応
に
は
、
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
o今

回
紹
介
す
る
事
例
は
、
当
局
管
内
に
お
い
て
、
前
記

の
道
路
占
用
許
可
を
受
け
ず
無
許
可
で
設
置
さ
れ
、
道
路

交
通
に
影
響
を
与
え
る
虞
が
あ
る
不
法
占
用
物
件
の
是
正

指
導
に
あ
た
っ
て
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

対
し
て
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
結
果

的
に
短
期
間
で
自
主
撤
去
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
当
該
不
法
占
用
物
件
の
発
見
か
ら
自
主
撤
去
に
至

る
ま
で
の
経
緯
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

三

概
要

平
成
一
七
年
三
一月
九
日
、
当
局
管
内
の
出
張
所
の
道

路
巡
回
員
が
、
占
用
許
可
を
受
け
ず
民
有
地
か
ら
歩
道
上

空
に
突
き
出
す
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
物
件

(広
告
用
の
観

音
像

(写
真
1
))
を
発
見
し
た
。

本
件
箇
所
は
、
香
川
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
高
松
市

の
中
心
部
を
南
北
に
縦
走
す
る
一
般
国
道
三
〇
号

(通
称

中
央
通
り
)
の
沿
道
に
位
置
し
、
そ
の
周
辺
は
、
官
公
庁
、

金
融
機
関
等
が
建
ち
並
ぶ
オ
フ
ィ
ス
街
で
あ
る
。
当
該
箇

所
は
、
一
日
三
四
、
一
〇
〇
台
の
自
動
車
交
通
量
が
あ
り
、

自
転
車
、
歩
行
者
の
通
行
量
も
多
い
箇
所
で
あ
っ
た
。

三

不
法
占
用
物
件
発
見
後
の
対
応

当
該
物
件
の
材
質
、
重
量
等
は
、
不
明
で
あ
っ
た
が
、

当
該
物
件
を
支
え
る
台
座
は
、
そ
の
重
量
に
よ
り
変
形
し

て
お
り

(写
真
2
)、
転
倒
、
落
下
の
危
険
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
た

(後
日
の
調
査
に
よ
り
材
質
は
F
R
P
で
重
量

は
二
〇
0
増
程
度
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
)。
よ
っ
て

道
路
法
第
三
二
条
の
規
定
に
よ
る
占
用
許
可
を
与
え
る
こ

と
は
物
件
の
構
造
上
困
難
と
判
断
し
、
所
轄
警
察
と
も
連

携
し
早
急
に
撤
去
す
る
よ
う
指
導
を
行
な
う
こ
と
と
し

た
。当

該
物
件
設
置
者
は
｢当
該
物
件
は
、
週
末
に
開
催
す

34 道チテセ 2006.8



写真2 不法占用物件の設置状況

　 　　 　 　　　 　　　　　　 　
写真 3 発見当初の通行規制状況

る
イ
ベ
ン
ト
の
宣
伝
用
と
し
て
、
一
時
的
に
設
置
し
た
も

舒

の
で
あ
る
。
当
該
物
件
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
業

Rん

者
に
よ
る
強
度
計
算
も
行
っ
て
お
り
構
造
上
の
問
題
は
な

飼

い
。
ま
た
、
撤
去
を
行
う
た
め
に
は
業
者
に
依
頼
す
る
必

セ　　

要
が
あ
り
早
急
に
撤
去
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。｣
と

酌

い
う
主
張
で
あ
っ
た
。

道
路
管
理
者
の
措
置
と
し
て
物
件
設
置
者
に
対
し
早
急

に
撤
去
す
る
よ
う
指
導
す
る
一
方
、
当
該
箇
所
の
通
行
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
法
第
四
六
条
の
規
定
に

基
づ
き
当
該
箇
所
の
通
行
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。物

件
発
見
当
初
は
、
当
該
物
件
の
下
部
を
通
行
者
が
通

行
で
き
な
い
よ
う
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
に
よ
り
、
簡
易
的
に
通

行
規
制
を
実
施
し
て
い
た

(写
真
3
)。

写真 1 不法占用物件の発見時の状況
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し
か
し
、
地
震
、
強
風
等
に
よ
り
当
該
物
件
が
転
倒
し

た
場
合
に
は
、
よ
り
広
範
囲
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
た
め
、
通
行
規
制
の
方
法
に
つ
い
て
再
度
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

検
討
の
結
果
、
当
該
物
件
が
転
倒
、
落
下
し
た
場
合
を

想
定
し
歩
道

(有
効
幅
員
約
五
m
)
を
全
面
通
行
止
め
と

し
、
片
側
三
重
の
車
道
の
う
ち
、
一
車
線
を
規
制
し
歩
行

者
迂
回
路
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
た

(図
1
、
写
真

4
)
0前

述
の
と
お
り
、
当
該
箇
所
は
、
人
車
と
も
通
行
量
が

非
常
に
多
い
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
通
行
規
制
に
よ
る
交

通
渋
滞
の
発
生
等
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
通
行
規
制
実
施

前
に
報
道
機
関
へ
の
記
者
発
表

(投
げ
込
み
)
を
行
い
、

道
路
利
用
者
へ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
と
し
た

(図
2
)。

記
者
発
表
後
、
報
道
機
関
か
ら
の
電
話
取
材
が
四
件
、

担
当
事
務
所
へ
来
所
に
よ
る
取
材
が
二
件
あ
り
、
う
ち
新

鰡

聞
二
社
が
紙
面
掲
載
を
し
、
地
元
テ
レ
ビ
放
送
局
に
よ
り

ニ
ュ
ー
ス
報
道
も
な
さ
れ
た
o

紮

報
道
の
内
容
は
、道
路
管
理
者
の
行
っ
た
措
置
に
つ
い
て
、

漕

好
意
的
で
あ
る
一
方
、
不
法
行
為
者
に
対
し
て
は
批
判
的
な

%

写真4 通行規制状況



内
容
で
あ
っ
た
。
後
に
物
件
設
置
者
自
ら
が

｢今
回
の
通
行

規
制
は
大
が
か
り
で
驚
い
た
。｣
と
語
る
な
ど
、
各
種
報
道

が
目
に
見
え
な
い
圧
力
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
初
、
当
該
物
件
設
置
者
は
、
物
件
の
撤
去
予
定
に
つ

い
て
明
確
な
回
答
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
道
路
法
第
七
一

条
に
よ
る
命
令
書
の
発
出
、
道
路
法
違
反
に
よ
る
刑
事
告

発
、
最
終
的
に
は
、
行
政
代
執
行
も
視
野
に
入
れ
、
是
正

計
画
を
検
討
し
て
い
た
。
し
か
し
、
各
種
報
道
が
な
さ
れ

た
日
に
物
件
設
置
者
に
よ
る
自
主
撤
去
が
行
わ
れ
、
そ
れ

に
伴
い
、
約
三
日
間
に
亘
っ
た
通
行
規
制
も
解
除
す
る
こ

図 2 記者発表資料

と
が
で
き
た
。

【経
過
】

一
二
月

九
日

(金
)

･
不
法
占
用
物
件
を
発
見

一
二
日

(月
)

･
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
に
よ
る
簡
易
規
制
を
実
施

一
三
日

(火
)

･
通
行
規
制
予
定
の
記
者
発
表

(
一
回
目
)

･
車
道
迂
回
に
よ
る
規
制
開
始

一
四
日

(水
)

･
通
行
規
制
解
除
予
定
の
記
者
発
表

(二
回
目
)

･
物
件
設
置
者
に
よ
る
自
主
撤
去

･
通
行
規
制
を
解
除

･
通
行
規
制
解
除
の
記
者
発
表

仝
ニ
回
目
)

三

お
わ
り
に

不
法
占
用
物
件
の
是
正
指
導
は
、
道
路
法
、
行
政
代
執

行
法
等
の
現
行
法
令
で
は
、
対
応
し
き
れ
な
い
事
案
が
多

数
存
在
し
、
道
路
管
理
上
の
船
路
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
紹
介
し
た
事
例
に
お
い
て
も
、
物
件
設
置
者
に
よ

り
自
主
的
に
撤
去
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
以
下

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･
行
政
手
続
法
第
一
三
条

(不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
の
手
続
)
の
規
定
に
基
づ
く
聴
聞
手
続
の

執
行

･
道
路
法
第
三
二
条

(道
路
の
占
用
許
可
)
及
び
同
法

第
四
三
条

(道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為
)
違
反
を
理

由
と
す
る
道
路
法
第
七
一
条

(道
路
管
理
者
等
の
監

督
処
分
)
の
撤
去
命
令
の
発
出

･
行
政
代
執
行
に
よ
る
物
件
撤
去

(撤
去
費
用
の
請
求

等
)

行
政
代
執
行
に
よ
り
物
件
を
撤
去
す
る
場
合
は
、
行
政

代
執
行
の
各
要
件
の
充
足
に
つ
い
て
の
判
断
が
改
め
て
必

要
と
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も

｢そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る

こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
｣
と

の
要
件
を
充
足
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
判
断

が
困
難
な
事
案
が
多
数
存
す
る
。

ま
た
、
行
政
代
執
行
法
の
各
種
手
続
、
執
行
体
制
の
整

備
及
び
執
行
費
用
の
請
求
等
多
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す

る
こ
と
と
な
る
。

本
紹
介
事
例
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
道
路
管
理
者
が
行
う
不
法
占
用
物
件
の
指
導
に

対
し
て
世
論
を
味
方
に
付
け
、
不
法
行
為
者
に
対
し
て
目

に
見
え
な
い
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
自
主

撤
去
と
い
う
形
で
適
正
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

通
常
の
是
正
指
導
と
異
な
り
記
者
発
表
資
料
の
作
成
、

マ
ス
コ
ミ
対
応
等
の
事
務
量
が
増
加
す
る
も
の
の
、
行
政

代
執
行
制
度
を
活
用
す
る
場
合
に
比
し
て
時
間
、
事
務
量

と
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
が
各
道
路
管
理
者
お
け
る
今
後
の
不

法
占
用
指
導
等
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

2 . 規制場所 :香川県高松市寿町2丁目 (位置図参照)
3 . 規制原因 ;一般国道30号歩道 (上り)上に不法占用による観音像が設置された。

観音像の設置状況の安全が確認出来ないため。
4 . 対応措置 :歩行者の安全を確保するため、歩道を通行止めとし、歩行者の導線

観音像の設置状況の安全が確認出来ないため。
歩行者の安全を確保するため、歩道を通行止めとし、歩そ
を車道上で確保するものとする (別添図面)。
不法占用物件が撤去されるまで実施 (f2月17日撤去予定)。
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明
石
市
に
お
け
る
不
法
占
用
物
件
対
策

明
石
市
土
木
部
道
路
管
理
課

一

は
じ
め
に

最
初
に
、
明
石
市
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
市
は
、兵
庫
県
南
部
の
播
磨
平
野
の
東
端
に
位
置
し
、

総
土
地
面
積
四
九
･
二
四
蝸
で
、
東
西
は
一
五
･
六
臘
、

南
北
は
九

･
四
畑
と
東
西
に
細
長
い
地
形
で
す
。
明
石
海

峡
や
淡
路
島
を
臨
む
風
光
明
蛎
な
ま
ち
、
万
葉
集
や
源
氏

物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
歴
史
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
一
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
人

口
約
三
〇
万
人
の
中
核
都
市
と
し
て
、
｢海
峡
交
流
都

市
･
明
石
｣
の
実
現
に
向
け
、
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

(図
1
)。

と
り
わ
け
、
｢安
全

･
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
｣
を
市
政

推
進
の
最
重
要
方
針
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
当

市
土
木
部
道
路
管
理
課
で
は
、
道
路
上
の
障
害
物
等
の
危

険
箇
所
を
早
期
発
見
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

二

明
石
市
に
お
け
る
現
状

｢安
全

･
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
｣
を
進
め
て
い
く
上
で
、

当
課
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

｢不
法

占
用
物
件
対
策
｣
で
す
。
駅
前
や
幹
線
道
路
を
中
心
に
、

違
反
広
告
物
、
道
路
上
に
は
み
出
し
た
商
品
の
陳
列
等
が

増
え
て
い
ま
す

(写
真
1
)。
こ
れ
ら
は
、
ま
ち
の
美
観

を
損
ね
、
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
強
風
時
に

は
風
に
あ
お
ら
れ
、
危
険
で
す
。
実
際
、
道
路
上
の
違
反

広
告
物
に
よ
り
市
民
が
転
倒
･
負
傷
し
、
市
か
ら
設
置
者

に
対
し
て
、
た
だ
ち
に
撤
去
す
る
よ
う
指
導
し
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。

最
近
、
特
に
目
立
っ
て
き
て
い
る
の
が
、
賃
貸
系
の
不

動
産
会
社
の
違
反
広
告
物
で
す
。
道
路
上
に
設
置
さ
れ
た

図 1 兵庫県明石市の位置図

大阪市
明石市



H

写真 1 道路上にはみだした陳列

写真 2 道路上に設置されたラック、のぼり旗、掲示板

の
ぼ
り
旗
、
ラ
ッ
ク
、
物
件
の
掲
示
板
等
は
、
通
行
に
支

3
)。
一
方
で
、
年
配
の
方
を
中
心
に
、
時
間
待
ち
の
間
、

ロ
ー
ル
に
よ
る
発
見
、
市
民
か
ら
の
通
報
に
よ
り
、
毎
日

瞳
が
出
る
、
見
通
し
が
悪
く
な
る
な
ど
、
｢安
全
･
安
心
｣

に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

ま
た
、
バ
ス
停
留
所
の
ベ
ン
チ
に
つ
い
て
も
、
歩
道
が

狭
く
な
り
通
行
に
支
障
が
出
る
、
損
耗
の
激
し
い
も
の
は

事
故
に
つ
な
が
る
な
ど
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真

ベ
ン
チ
が
欲
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
広
告
業
者

が
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
道
路
法
や
屋
外
広
告
物
法
に

違
反
す
る
も
の
と
は
い
え
、
市
と
し
て
は
、
バ
ス
利
用
者

の
声
も
聴
き
な
が
ら
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
法
占
用
物
件
に
関
す
る
情
報
は
、
当
課
の
道
路
パ
ト

の
よ
う
に
入
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
当
課
だ
け
で
は
市
内

全
域
に
十
分
目
が
行
き
届
か
な
い
た
め
、
他
課
、
警
察
、

郵
便
局
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
も
情
報
が
入
っ
て
く
る
よ

う
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。



の
置
看
板
等
の
指
導
は
市
で
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
七

大
会
｣
の
開
催
を
秋
に
控
え
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

年
度
に
市
及
び
委
託
業
者
に
よ
り
撤
去
し
た
違
法
広
告
物

を
快
く
お
迎
え
す
る
た
め
、
毎
月
一
回
、
県
と
市
の
合
同

三

取
組
み
状
況

違
法
広
告
物
に
つ
い
て
は
、
道
路
等
に
表
示
又
は
放
置

は
約
三
二
、
0
0
0
点
で
、
保
管
庫
に
一
定
期
間
保
管
し

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

(写
真
6
)。
特
に
、

さ
れ
て
い
る
は
り
紙
、
は
り
札
、
た
て
看
板
、
の
ぼ
り
旗

た
後
、
処
分
し
て
い
ま
す

(写
真
4
･
5
)。

九
月
に
は
、
国
土
交
通
省
、
警
察
、
N
T
T
、
関
西
電
力

等
の
簡
易
除
却
は
主
に
業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
店
舗
前

今
年
度
は
、
｢の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
｣
｢
の
じ
ぎ
く
兵
庫

等
の
関
係
機
関
も
加
わ
り
、
大
が
か
り
な
合
同
パ
ト
ロ
ー

　
　
　

　
　
　

で
い

　　　　
　　　　 　　　 　　　　　　 　 　　　　　　

　　
　　　　
　　　　　
　

5 保管庫に搬入された広告物

滋養夢
　　
　
　

　

と

遊
ぶ
讓
僚写真 4 委託業者による撤去作業

写真6 兵庫県と明石市による合同パトロール



ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

店
舗
前
の
陳
列
に
つ
い
て
も
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
!
ル

を
行
い
、
指
導
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
撤
去

し
て
も
、
二
、
三
日
後
に
は
元
ど
お
り
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
く
、
ま
さ
に

｢イ
タ
チ
ご
っ
こ
｣
で
す
。
ま
た
、
"私

の
店
だ
け
で
は
な
い
“
と
か
、
〃こ
れ
を
し
な
い
と
お
客

さ
ん
が
来
な
い
"
と
抵
抗
さ
れ
る
こ
と
も
度
々
で
す
。

不
法
占
用
関
係
の
指
導
に
は
、
警
察
の
方
も
時
折
同
行

し
ま
す
が
、
警
察
官
が
指
導
す
る
と
設
置
者
は
平
身
低
頭

に
謝
っ
て
お
り
、
警
察
の
制
服
の
力
と
市
職
員
の
無
力
さ

を
同
時
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

し
て
お
り
、
市
に
と
っ
て
は
心
強
い
連
携
が
で
き
た
と
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

連
携
と
い
う
と
、
関
係
機
関
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

兵
庫
県
下
の
各
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る

｢違
反
広
告
物

除
却
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｣
も
、
市
民
と
の
連
携
と
い
え
ま
す
。

市
だ
け
で
、
市
内
全
域
を
く
ま
な
く
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
市
民
が
市
と
と
も
に
活
動
す

る
こ
と
で
、
効
率
が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
市
民
へ

の
啓
発
に
も
な
り
ま
す
。
現
在
、
当
市
は
、
近
隣
他
都
市

に
ご
教
授
い
た
だ
き
な
が
ら
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
中
の

段
階
で
す
。

四

今
後
の
課
題

違
反
広
告
物
も
店
舗
前
の
陳
列
も
、
個
別
に
指
導
を
行

っ
て
い
て
は
、
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
違
反
広
告
物
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
協
会
や
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
に
、
店
舗
前
の
陳
列
に
つ
い
て
は
地

元
商
店
会
に
、
関
係
法
令
の
遵
守
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て

要
請
す
る
の
が
効
果
的
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
八
月
初
旬

に
は
、
県
と
各
市
の
連
名
に
よ
り
、
不
動
産
協
会
と
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
に
要
請
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
国
体
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の
動
き
を
今
年

度
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、継
続
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

N
T
T
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
簡
易
除
却
権
限
を
委
任

以
上
の
よ
う
に
、
当
市
は
不
法
占
用
物
件
対
策
に
つ
い

て
、
決
し
て
先
進
都
市
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
あ
れ
ば
、

す
ぐ
県
や
近
隣
他
都
市
に
相
談
を
持
ち
か
け
て
い
る
よ
う

な
状
況
で
す
。
今
回
も
、
こ
の
取
組
み
事
例
を
読
ん
で
い

た
だ
い
た
市
町
の
方
に
、
ど
こ
の
市
町
も
同
じ
よ
う
な
状

況
な
ん
だ
と
共
感
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
交
換
の
機
会
と

な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。



〔
一審
判
決
〕

平
成
一
六
年
三

月
一
七
日

千
葉
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
三
条
が
適
用
さ
れ
、
国
又
は
公
共
団
体
の

責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
①
公
の
営
造
物
で
あ
る

こ
と
、
②
公
の
営
造
物
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
こ

と
、
③
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
④
公
の
営
造
物
の

設
置
･
管
理
の
瑕
疵
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る

こ
と
の
要
件
が
必
要
で
あ
り
、
｢営
造
物
の
設
置
又
は
管

理
の
瑕
疵
｣
と
は
、
｢営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
｣
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
県
道
を
歩
行
中
に
河
川
に
転
落

し
て
傷
害
を
負
い
そ
の
後
死
亡
し
た
事
故
に
付
き
、
死
亡

し
た
歩
行
者
の
相
続
人
が
、
事
故
は
道
路
と
河
川
と
の
間

-三 ね ,
　

　
　 　 　

に
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
起
き

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
等
に
基

づ
き
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
例
の
う
ち
道
路
管
理
者

に
関
係
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
前
回
に
続
き
道
路
の
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
お
け
る
判
断

を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
事
案
の
概
要

本
件
は
、
A
が
一
般
県
道
を
歩
行
中
に
河
川
に
転
落
し

て
傷
害
を
負
い
、
そ
の
後
死
亡
し
た
事
故
に
付
き
、
A
の

相
続
人
で
あ
る
原
告
ら
が
、
上
記
事
故
は
、
道
路
と
河
川

と
の
間
に
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
起
き
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
①
被
告
D
及
び
そ
の
妻

被
告
E
ら

(以
下

｢被
告
D
ら
｣
と
い
う
。)
は
、
以
前

上
記
道
路
と
河
川
と
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
た
防
護
柵
を

撤
去
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
記
撤
去
行
為
及
び
防
護
柵
を

復
旧
せ
ず
放
置
し
た
こ
と
は
不
法
行
為
に
当
た
り
、
ま

た
同
被
告
ら
は
工
作
物
の
占
有
者
と
し
て
の
責
任
を
負

う
、
②
上
記
事
故
当
時
、
上
記
箇
所
に
防
護
柵
が
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
被
告
千
葉
県
に
よ
る
上
記
道
路

又
は
河
川
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
、
と
主
張
し
て
、
被
告
D
ら
に
対
し
民
法
七
〇

九
条
、
七
一
七
条

一
項
に
基
づ
き
、
被
告
千
葉
県
に
対

し
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
を
請

求
し
た
事
案
で
あ
る
。

1

争
い
の
な
い
事
実
等

①
A
は
、
平
成

一
五
年
一
月
一
四
日
午
前
九
時
四
〇

分
こ
ろ
、
一
般
県
道
勝
浦
停
車
場
線

(以
下

｢本
件

道
路
｣
と
い
う
。)
を
、
J
R
勝
浦
駅

(勝
浦
駅
)
か

ら
一
般
国
道
二
九
七
号
線

(以
下

｢国
道
二
九
七
号

線
｣
と
い
う
。
)
に
向
か
っ
て
歩
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

沿
道
住
民
に
よ
り
防
護
柵
が
撤
去
さ
れ
た

道
路
の
設
置
文
は
管
理
の
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
千
葉
県
道
防
護
柵
不
全
歩
行
者
転
落
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



二
級
河
川
墨
名
川

(以
下

｢墨
名
川
｣
と
い
う
。)
に

墨
名
橋
の
手
前
ま
で
、
本
件
道
路
の
左
右
い
ず
れ

掛
か
る
墨
名
橋
の
、
勝
浦
駅
寄
り
の
先
端
付
近

(以
下

の
則
に
も

少
噴
は
な
い
ミ
、

首
と

ェ

｢墨
名
橋
の
手
前
｣
と
い
う
。)
か
ら
、
墨
名
川
河
床
の

｢犬
走
り
｣
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
に
転
落
し

た
。
(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)

A
は
、
本
件
事
故
に
よ
り
、
第
一
腰
椎
圧
迫
骨
折
の

傷
害
を
負
っ
た
。

②
A

(大
正
一
三
年
五
月
生
ま
れ
)
は
、
平
成
一
五
年

四
月
七
日
、
七
人
歳
で
死
亡
し
た
。

原
告
B
は
A
の
妻
で
あ
り
、原
告
C
は
A
の
子
で
あ
る
。

③
本
件
道
路
の
管
理
者
は
被
告
千
葉
県
で
あ
り

(道
路

法

一
五
条
)、
墨
名
川
の
管
理
者
は
千
葉
県
知
事
で
あ

っ
た

(河
川
法
一
〇
条
一
項
)。

④
本
件
事
故
当
時
の
、
本
件
道
路
及
び
墨
名
橋
の
手
前

付
近
の
状
況
は
別
紙
図
面
及
び
次
の
ア
な
い
し
オ
の
と

お
り
で
あ
る
。

ア

本
件
道
路
は
、
勝
浦
駅
前
の
広
場
と
国
道
二
九
七

号
線
を
結
ぶ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
片
側
一

車
線
の
ほ
ぼ
直
線
の
道
路
で
あ
り
、
墨
名
橋
の
手
前

ま
で
は
、
本
件
道
路
の
総
幅
員
は
八
･
一
九
m
(う

ち
車
道
幅
員
が
五
･
五
m
、
国
道
二
九
七
号
線
方
向

に
対
し
て
左
の
路
肩

〔本
件
左
路
肩
〕
の
幅
員
が

一
･
三
m
、
同
じ
く
右
の
路
肩
の
幅
員
が
一
･
三
九

m
)
で
あ
っ
た

(な
お
以
下
、
国
道
二
九
七
号
線
方

向
に
向
か
っ
て
左
方
向
を
左
、
同
様
に
右
方
向
を
右

と
し
て
記
載
す
る
。)。

の
側
に
も
歩
道
は
な
い
が
、
車
道
と
左
右
の
各
路
肩

と
の
間
に
白
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
左

路
肩
内
の
左
側
部
分
に
幅
六
七
皿
の
蓋
付
側
溝

(以

下

｢本
件
側
溝
｣
と
い
う
。)
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

本
件
側
溝
は
本
件
道
路
に
沿
っ
て
、
墨
名
橋
の
手
前

ま
で
続
い
て
い
た
。

本
件
道
路
は
、
墨
名
橋
の
手
前
付
近
か
ら
国
道
二

九
七
号
線
に
向
か
っ
て
、
墨
名
川

(川
幅
七
m
、
道

路
面
か
ら
護
岸
擁
壁
下
小
段
ま
で
の
深
さ
約
三

m
)

の
上
に
架
か
る
墨
名
橋
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
総
幅

員
は
六
･
三
m
、
う
ち
車
道
幅
員
は
五
･
五
m
で
、

左
右
い
ず
れ
の
例
に
も
歩
道
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
本
件
道
路
は
、
墨
名
橋
の
手
前
付
近

で
、
総
幅
員
一
･
八
九
m
狭
く
な
っ
て
い
た
。

イ

本
件
側
溝
は
、
墨
名
橋
の
手
前
で
、
墨
名
川
に

-
-
二
m
突
出
す
る
形
で
途
切
れ
て
お
り
、
墨
名
川

に
突
出
し
た
部
分
の
う
ち
、
先
端
部
四
七
皿
(本
件

側
溝
先
端
部
)
に
は
蓋
が
な
か
っ
た
。

ウ

本
件
側
溝
先
端
部
付
近
の
本
件
道
路
上

(本
件
側

溝
先
端
部
付
近
)
に
、
墨
名
川
へ
の
転
落
を
防
止
す

る
た
め
の
防
護
柵
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

エ

本
件
側
溝
最
先
端
の
右
側
の
本
件
左
路
肩
内
に
、

高
さ
六
七
皿
の
白
色
の
支
柱

(本
件
支
柱
)
が
存
在

し
た
。

本
件
支
柱
か
ら
勝
浦
駅
に
向
か
っ
て
約
一
･
七
m

離
れ
た
、
左
路
肩
内
及
び
本
件
側
溝
の
右
側

(車
道

と
左
路
肩
と
の
境
を
示
す
白
線
の
左
端
か
ら
の
距
離

は
約

一
六
皿
)
に
位
置
す
る
地
点
に
道
路
標
識
柱

(本
件
標
識
柱
)
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

本
件
標
識
柱
の
、
国
道
二
九
七
号
線
方
向
に
向
け

て
す
ぐ
手
前
に
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
、
高
さ
九
七
皿
、
反
射
板
の
直
径
三
四
皿
の

円
形
の
視
線
誘
導
標

(本
件
視
線
誘
導
標
)
が
設
置

さ
れ
て
い
た
。

オ

墨
名
橋
の
手
前
付
近
の
本
件
道
路
の
左
に
は
被
告

D
ら
の
居
宅

(以
下

｢D
宅
｣
と
い
う
。)
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス

(本
件
駐
車
ス
ペ
ー
ス
)
が
あ
り
、
本
件

駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
墨
名
川
と
の
間
に
防
護
柵
は
存
在

し
な
か
っ
た
。

◎
平
成
一
三
年
五
月
こ
ろ
ま
で
は
、
国
道
二
九
七
号
線

方
向
に
対
し
、
本
件
側
溝
先
端
部
付
近
に
、
本
件
支
柱

を
右
の
支
柱
と
し
、
本
件
側
溝
の
左
側
の
本
件
駐
車
ス

ペ
ー
ス
内
に
立
て
た
支
柱
を
左
の
支
柱
と
す
る
防
護
柵

(本
件
旧
防
護
柵
)
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
、
D

宅
を
建
て
替
え
る
に
際
し
、
被
告
D
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
拡
大
す
る
た
め
、
建
設
業
者
に
依
頼
し
て
本
件
旧
防

護
柵
を
撤
去
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
本
件
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
防
護
柵
の
復

旧
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。



三

主
意
争
点
と
当
事
者
の
主
張

1

主
な
争
点

①
本
件
事
故
発
生
の
経
緯

(A
の
転
落
経
路
及
び
事
故

態
様
)

②
本
件
道
路
又
は
墨
名
川
の
設
置
又
は
管
理
に
国
家
賠

償
法
二
条
一
項
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か

③

(上
記
②
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
)

当
該
瑕
疵
と
本
件
事
故
と
の
因
果
関
係

④
ア

被
告
D
に
民
法
七
〇
九
条
又
は
七
一
七
条
一
項

に
基
づ
く
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
か
否
か

イ

被
告
E
に
民
法
七
〇
九
条
又
は
七
一
七
条
一
項

に
基
づ
く
不
法
行
為
責
任
が
成
立
す
る
か
否
か

◎
損
害

(過
失
相
殺
)

2

争
点
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張

①
争
点
①
｢本
件
事
故
発
生
の
経
緯

(A
の
転
落
経
路

及
び
事
故
態
様
)｣
に
つ
い
て

(原
告
ら
の
主
張
)

A
は
、
本
件
側
溝
に
沿
っ
て
歩
行
中
、
誤
っ
て
本
件

側
溝
先
端
部
付
近
か
ら
転
落
し
た
。

(被
告
千
葉
県
の
主
張
)

不
知
。

②
争
点
②
｢本
件
道
路
又
は
墨
名
川
の
設
置
又
は
管
理

に
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
｣

に
つ
い
て

(原
告
ら
の
主
張
)

本
件
道
路
の
、墨
名
橋
の
直
前
で
幅
員
が
狭
く
な
り
、

本
件
側
溝
が
川
に
突
出
し
た
形
で
途
切
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
、
本
件
道
路
は
比
較
的
多
く
の
自
動
車
が
高
速

で
通
行
す
る
道
路
で
あ
り
、
国
道
二
九
七
号
線
方
向
を

進
行
方
向
と
し
て
本
件
道
路
を
通
行
す
る
歩
行
者
は
、

後
ろ
か
ら
進
行
し
て
く
る
車
に
注
意
し
つ
つ
、
本
件
道

路
の
左
側
に
寄
っ
て
歩
行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

に
照
ら
せ
ば
、
本
件
道
路
又
は
墨
名
川
に
防
護
柵
が
設

置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
件
道
路
又
は
墨
名

川
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
べ

き
で
あ
り
、
被
告
千
葉
県
に
よ
る
本
件
道
路
又
は
墨
名

川
の
設
置
又
は
管
理
に
は
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
瑕

疵
が
あ
る
。

(被
告
千
葉
県
の
主
張
)

争
う
。
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
瑕
疵
と
は
、
公
の

営
造
物
が
通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
く
場
合
を
指

す
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
①
塁
名
橋
の
手
前
付

近
の
本
件
道
路
は
、
直
線
で
見
通
し
が
良
く
、
本
件
道

路
は
自
動
車
交
通
量
も
比
較
的
少
な
く
、
か
つ
低
速
で

走
行
す
る
区
間
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
歩
行
者

は
前
方
を
注
視
し
て
歩
行
し
て
い
れ
ば
二
0
m
以
上
手

前
か
ら
で
も
容
易
に
危
険
箇
所
を
予
見
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
を
回
避
し
て
安
全
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
、
②
歩
行
者
に
安
全
通
行
を
喚
起
す
る
た
め
、

本
件
視
線
誘
導
標
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
③
本
件

撤
去
後
本
件
事
故
が
起
こ
る
ま
で
、
転
落
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
交
通
モ
ニ
タ
ー

(千
葉
県

の
委
嘱
に
よ
り
、
道
路
及
び
付
帯
施
設
の
損
傷
･
危
険

箇
所
等
の
通
報
を
行
う
者
で
あ
る
。)、
勝
浦
市
又
は
墨

名
橋
の
手
前
付
近
の
住
民
か
ら
、
本
件
道
路
の
安
全
性

に
対
す
る
指
摘
、
苦
情
又
は
改
善
要
求
も
な
か
っ
た
こ

と
、
以
上
に
照
ら
せ
ば
、
防
護
柵
の
不
存
在
を
も
っ
て

本
件
道
路
が
上
記
安
全
性
を
欠
く
と
評
価
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

③
争
点
③

｢当
該
瑕
疵
と
本
件
事
故
と
の
因
果
関
係
｣

に
つ
い
て

(原
告
ら
の
主
張
)

本
件
事
故
は
、
本
件
側
溝
先
端
部
付
近
に
防
護
柵
が

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
発
生
し

た
も
の
で
あ
る
。

(被
告
千
葉
県
の
主
張
)

争
う
。
本
件
事
故
は
、
前
方
を
全
く
注
視
し
な
い
と

い
う
、
A
の
不
適
切
な
歩
行
方
法
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

と
本
件
事
故
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
は
な
い
。

④
争
点
④
に
つ
い
て

【略
】

③
争
点
◎
｢損
害

(過
失
相
殺
)｣
に
つ
い
て

(被
告
ら
の
主
張
)

以
下
の
各
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
事
故
に
つ
き
、

A
に
は
重
大
な
過
失
が
あ
る
。

ア

本
件
事
故
は
白
昼
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
本



件
道
路
は
直
線
の
短
区
間
路
線
で
あ
っ
た
か
ら
、
歩

行
者
の
視
界
は
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
。

イ

本
件
道
路
の
交
通
量
は
少
な
く
、
本
件
視
線
誘
導

標
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
照
ら
し
て
も
、
歩
行

者
が
前
方
を
注
視
す
れ
ば
極
め
て
容
易
に
道
路
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
容
易
に
危
険
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
。

(原
告
ら
の
主
張
)

否
認
な
い
し
争
う
。

三

争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主

文被
告
千
葉
県
及
び
被
告
D
は
、
各
自
、
原
告
B
に
対

し
八
七
二
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
支
払
済
み
ま
で
年

五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

被
告
千
葉
県
及
び
被
告
D
は
、
各
自
、
原
告
C
に
対

し
八
七
二
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
支
払
済
み
ま
で
年

五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

原
告
ら
の
被
告
D
及
び
被
告
E
に
対
す
る
請
求
並
び

に
被
告
千
葉
県
及
び
被
告
D
に
対
す
る
そ
の
余
の
請
求

を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

ー

争
点
の
｢本
件
事
故
発
生
の
経
緯

(A
の
転
落
経
路

及
び
事
故
態
様
)｣
に
つ
い
て

の
本
件
事
故
の
直
前
、
A
が
、
原
告
B
に

｢車
が
来
て

危
な
い
か
ら
本
件
左
路
肩
内
に
入
れ
。｣
と
い
う
旨
の

指
示
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
A
が
、
同
人
と
原
告

B
が
歩
行
す
る
に
つ
い
て
、
後
方
か
ら
車
が
進
行
し
て

く
る
た
め
、
本
件
道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
歩
行
し
な
け

れ
ば
危
険
で
あ
る
と
の
認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
A
が
上
記
指
示
を
し
た
際
、
同
人

は
原
告
B
の
前
方
を
歩
い
て
い
た
こ
と
、
原
告
B
は
、

A
の
後
を
つ
い
て
歩
く
つ
も
り
で
、
本
件
側
溝
上
を
歩

い
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
、
本
件
道

路
に
歩
道
が
な
か
っ
た
こ
と

(上
記

｢争
い
の
な
い
事

実
等
｣
④
ア
を
加
え
て
判
断
す
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
な

認
識
を
有
し
て
い
た
A
が
、
本
件
事
故
の
直
前
、
本
件

道
路
の
左
端
に
位
置
す
る
本
件
側
溝
上
を
、
正
規
の
歩

道
の
代
わ
り
と
し
て
歩
行
し
て
い
た
も
の
と
推
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
o

②
次
に
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は

本
件
自
動
車
が
駐
車
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
本
件
自
動
車
は
通
常
、
墨
名
川
に
そ
の
前

部
を
向
け
て
駐
車
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本

件
事
故
当
時
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
ほ

か
、
本
件
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
本
件
自
動
車
を
停
め
た
場

合
、
本
件
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
面
積
が
狭
い
た
め
、
駐
車

の
仕
方
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
自
動
車
後
部
が

本
件
側
溝
を
覆
う
形
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
以

上
か
ら
す
れ
ば
、
A
は
、
本
件
自
動
車
の
右
側
を
通
行

す
る
際
、
い
っ
た
ん
本
件
道
路
の
車
道
部
分
に
出
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る

(な
お
、
本
件
自
動
車
後
部
の
左
側

は
被
告
D
ら
の
自
宅
に
ほ
ぼ
接
し
て
い
る
か
ら
、
A
が

本
件
自
動
車
の
左
側
を
通
行
し
た
と
は
考
え
難
い
。)。

@

と
こ
ろ
で
、
本
件
自
動
車
の
前
部
付
近
の
右
側
に
本

件
標
識
柱
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
標
識
柱
は
車
道

と
左
路
肩
と
の
境
を
示
す
白
線
の
左
端
か
ら
約
一
六
皿

左
の
地
点
に
設
置
さ
れ
て
い
る

(上
記

｢争
い
の
な
い

事
実
等
｣
④
エ
の
た
め
、
歩
行
者
が
本
件
標
識
柱
の
右

側
を
通
行
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
本
件
道
路
の
車
道
部

分
に
は
み
出
し
て
歩
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
他
方
、
本
件
標
識
柱
の
左
側
に
は
本
件
側
溝

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
A
が
前
方
に
墨
名

川
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
、
同
人
が
、
本
件
自
動
車
を
避
け
て
そ
の
右
側
を
通

行
す
る
た
め
い
っ
た
ん
本
件
道
路
の
車
道
部
分
に
出
た

後
、
本
件
標
識
柱
の
左
側
を
通
行
す
る
こ
と
で
再
び
車

道
部
分
に
は
み
出
す
こ
と
を
避
け
よ
う
と
、
本
件
側
溝

上
に
戻
っ
て
歩
行
を
続
け
た
も
の
と
推
認
で
き
る
。

④
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
事
故
発
生
の
経
緯
は
、
A

が
本
件
側
溝
上
を
ま
っ
す
ぐ
歩
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

本
件
自
動
車
の
後
部
が
本
件
側
溝
を
覆
う
形
で
駐
車
さ

れ
て
い
た
た
め
、
本
件
自
動
車
を
避
け
て
そ
の
右
側
を

通
る
た
め
い
っ
た
ん
本
件
道
路
の
車
道
部
分
に
出
て
歩

行
し
た
が
、
本
件
自
動
車
と
前
方
の
本
件
標
識
柱
の
間

に
人
が
通
れ
る
だ
け
の
す
き
間
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

再
び
本
件
側
溝
上
に
戻
り
、
本
件
標
識
柱
の
左
側
を
通

る
形
で
本
件
側
溝
上
を
歩
行
し
て
い
た
際
に
起
こ
っ
た



通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
認
め

ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
被
告
千
葉
県
に
よ
る
本
件
道
路

の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

③
本
件
道
路
が
見
通
し
の
良
い
直
線
道
路
で
あ
っ
て

も
、
な
お
本
件
側
溝
先
端
部
か
ら
墨
名
川
に
転
落
す
る

こ
と
に
つ
き
通
常
予
想
し
得
る
危
険
が
存
在
し
た
こ
と

は
上
記
②
で
認
定
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
、
側
溝

の
先
端
が
川
に
突
き
出
た
形
で
急
に
途
切
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
通
常
人
の
予
想
を
超
え
た
事
態
で
あ
る
こ

と

(上
記
②
)
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
視
線
誘
導
標
の
設

置
の
み
に
よ
っ
て
本
件
道
路
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
仮
に
本
件
事
故
が
起
こ
る
ま
で
、
同
様
の
転

落
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
付
近
住
民
等

か
ら
危
険
で
あ
る
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
本
件
道
路

が
上
記
安
全
性
を
具
備
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
千
葉
県
の
上
記
主
張
は
理
由
が

な
い
。

@
な
お
、
被
告
千
葉
県
は
、
本
件
撤
去
に
つ
き
認
識
を

欠
い
て
い
た
た
め
そ
の
修
復
の
指
示
を
し
な
か
っ
た
旨

主
張
し
、
こ
れ
は
防
護
柵
を
修
復
又
は
設
置
し
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
き
被
告
千
葉
県
に
過
失
が
な
か
っ
た
と
い

も
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
の
態
様
は
、
A
が
、
後
方
か

ら
自
動
車
が
進
行
し
て
こ
な
い
か
否
か
、
又
は
原
告
B

が
本
件
道
路
の
左
端
に
寄
っ
て
歩
い
て
い
る
か
否
か
に

注
意
を
取
ら
れ
、
後
方
を
振
り
向
く
な
ど
し
て
前
方
へ

の
注
意
を
欠
い
た
た
め
、
本
件
側
溝
先
端
部
が
墨
名
橋

に
突
出
す
る
形
で
途
切
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、

本
件
側
溝
先
端
部
付
近
か
ら
墨
名
川
に
転
落
し
た
も
の

と
認
め
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。

2

争
点
②
｢本
件
道
路
又
は
墨
名
川
の
設
置
又
は
管
理

に
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
｣

に
つ
い
て

①
原
告
ら
は
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
道
路
上
に
防
護

柵
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
件
道
路
又
は
本
件

河
川
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
に
当
た
る
旨
主
張
す
る

と
こ
ろ
、
本
件
旧
防
護
柵
の
一
部
は
本
件
道
路
の
側
溝

部
分
に
跨
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て

防
護
柵
は
、
道
路
の
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
こ
と
、
本
件
事
故

が
、
A
が
本
件
道
路
を
通
行
し
て
い
た
際
に
起
こ
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
に
お
い
て
は
ま

ず
、
被
告
千
葉
県
に
よ
る
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。

②
そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
本
件
側
溝
が
本
件
道
路
の
左

端
に
位
置
し
、
本
件
道
路
に
沿
っ
て
墨
名
橋
の
手
前
ま

で
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
て
い
た
こ
と
及
び
本
件
側
溝

先
端
部
が
墨
名
川
に
突
出
し
た
形
で
急
に
途
切
れ
て
い

た
こ
と
は
上
記
認
定

(｢争
い
の
な
い
事
実
等
｣
④
ア

及
び
イ
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
本
件
側
溝
の
上
を
通

行
す
る
歩
行
者
等
が
、
本
件
側
溝
先
端
部
か
ら
墨
名
川

に
転
落
す
る
危
険
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
本
件
道
路
が
総
幅
員
八
･
一
九
m
と
比
較
的

狭
い
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
記
認
定

｢争
い
の
な
い
事

実
堂こ
④
ア
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
道
路
に
つ

き
、
本
件
事
故
の
あ
っ
た
日
時
と
同
様
の
平
日
午
前
九
時

か
ら
一
〇
時
の
時
間
帯
の
、
国
道
二
九
七
号
線
方
向
に
向

か
う
自
動
車

(軽
乗
用
車
、
乗
用
車
、
バ
ス
、
小
型
貨
物

車
、
普
通
貨
物
車
)
の
数
は
、
平
成
三

年
当
時
、
一
時

間
平
均
で
一
二
五
台
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

後
本
件
事
故
時
ま
で
に
本
件
道
路
の
交
通
量
が
大
幅
に
変

化
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
本
件
道

路
の
左
側
を
国
道
二
九
七
号
線
に
向
か
っ
て
通
行
す
る
歩

行
者
等
か
ら
す
れ
ば
、
平
均
し
て
約
三
〇
秒
に
一
台
の
割

合
で
、
後
ろ
か
ら
自
動
車
が
通
行
し
て
く
る
状
況
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

以
上
に
加
え
、
道
路
に
沿
っ
て
ま
っ
す
ぐ
延
び
て
い

る
側
溝
の
先
端
が
川
に
突
き
出
た
形
で
急
に
途
切
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
通
常
人
の
予
想
を
超
え
た
事

態
と
い
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
判
断
す
れ
ば
、

上
記
転
落
の
危
険
は
通
常
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
道
路
は
、
公
の
営
造
物
が

う
趣
旨
の
主
張
と
も
解
さ
れ
る
が
、
営
造
物
が
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
、
こ
れ
に
基
づ



く
地
方
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
を
認
定
す
る
に
当
た
っ

②
そ
し
て
、
A
が
、
本
件
事
故
に
よ
る
傷
害

(上
記

て
は
、
そ
の
過
失
の
存
在
を
必
要
と
し
な
い
と
解
さ
れ

｢争
い
の
な
い
事
実
等
｣
①
)
を
原
因
と
し
て
死
亡
し

る
か
ら
、
被
告
千
葉
県
の
上
記
主
張
は
理
由
が
な
い
。

3

争
点
◎

｢当
該
瑕
疵
と
本
件
事
故
と
の
因
果
関
係
｣

に
つ
い
て

①
A
は
、
上
記
認
定

(｢争
点
①
に
つ
い
て
｣
)
の
と
お

り
、
本
件
側
溝
が
墨
名
川
に
突
出
し
た
形
で
途
切
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
歩
行
し
た
結
果
、
墨
名
川
に

転
落
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
事
故
当
時
、
仮
に
、
本
件
側
溝
先
端

部
付
近
に
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
A
に
お
い

て
防
護
柵
に
気
づ
く
か
、
又
は
防
護
柵
に
体
が
当
た
る

こ
と
に
よ
り
、
転
落
を
回
避
し
得
た
と
認
め
る
こ
と
が

相
当
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
の
管
理
に
係
る
瑕
疵

今
争
点
②
に
つ
い
て
｣
②
｣
)
と
本
件
事
故
と
の
間
に

は
因
果
関
係
が
あ
る
。

こ
の
点
被
告
千
葉
県
は
、
本
件
事
故
は
A
の
不
適
切

な
歩
行
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

上
記
瑕
疵
と
本
件
事
故
と
の
間
に
因
果
関
係
は
な
い
旨

主
張
す
る
が
、
仮
に
A
に
前
方
不
注
視
等
の
過
失
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
上
記
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば

本
件
事
故
は
防
げ
た
と
の
上
記
認
定
に
照
ら
せ
ば
、
本

件
事
故
が
専
ら
A
の
一
方
的
過
失
の
み
に
よ
っ
て
起
こ

っ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
被
告
千
葉
県
の

上
記
主
張
は
理
由
が
な
い
。

｢争
い
の
な
い
事
実
等
｣
①
)
を
原
因
と
し
て
死
亡
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
結
局
、
本
件
道
路
の
管

理
に
係
る
瑕
疵

(｢争
点
②
に
つ
い
て
｣
②
)
と
A
の

死
亡
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

4

争
点
燭
に
つ
い
て

【略
】

5

争
点
◎
｢損
害

(過
失
相
殺
)｣
に
つ
い
て

本
件
事
故
当
時
、
本
件
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
本
件
自
動
車

が
駐
車
さ
れ
て
お
り
、
本
件
事
故
は
、
A
が
本
件
自
動
車

を
避
け
て
そ
の
右
側
を
通
行
す
る
た
め
、
い
っ
た
ん
本
件

道
路
の
車
道
に
出
た
後
、
再
び
本
件
側
溝
に
戻
っ
て
歩
行

し
て
い
た
際
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

(上
記

｢争

点
①
に
つ
い
て
｣
)、
本
件
自
動
車
が
駐
車
さ
れ
て
い
た
場

合
、
本
件
側
溝
上
を
通
行
す
る
歩
行
者
の
前
方
の
視
界
は

あ
る
程
度
遮
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
A
が
本
件
道

路
を
歩
く
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
併
せ
て
判
断
す

れ
ば
、
本
件
事
故
当
時
、
A
が
、
本
件
自
動
車
の
勝
浦
駅

寄
り
手
前
の
地
点
か
ら
、
本
件
道
路
の
前
方
に
墨
名
川
が

あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
と
直
ち
に

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
件
自
動
車
の
、

勝
浦
駅
か
ら
見
て
手
前
の
地
点
か
ら
で
も
、
前
方
に
墨
名

橋
の
右
側
の
欄
干
は
見
え
る
か
ら
、
A
に
お
い
て
、
川
が

あ
る
こ
と
及
び
本
件
道
路
の
幅
員
が
狭
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
は
な
お
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
本
件
自
動
車
の
右
側
を
通
過
し
て
本
件
側

溝
上
に
戻
っ
た
地
点
か
ら
本
件
側
溝
先
端
部
付
近
ま
で
の

距
離
は
約
四
m
程
度
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本
件
自
動

車
の
右
側
を
通
過
し
て
本
件
側
溝
上
に
戻
っ
た
後
で
あ
っ

て
も
、
本
件
視
線
誘
導
標
の
存
在
も
考
慮
す
る
と
、
同
人

が
前
方
を
注
視
し
て
い
れ
ば
、
本
件
側
溝
先
端
部
が
途
切

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
容
易
に
認
識
が
可
能
で
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
件
事
故
は
日
の
出
後

で
あ
る
午
前
九
時
四
〇
分
こ
ろ
に
起
こ
っ
て
お
り

(上
記

｢争
い
の
な
い
事
実
等
｣
①
)
本
件
事
故
当
日
の
天
候
は

快
晴
で
あ
っ
た
こ
と

(な
お
、
本
件
自
動
車
の
ほ
か
に
同

人
の
視
界
を
遮
る
状
況
が
存
在
し
た
事
情
も
認
め
ら
れ
な

い
。)、
こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
し
て
判
断
す
れ
ば
、
本
件

事
故
に
係
る
A
の
過
失
割
合
を
三
五
%
と
認
め
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

6

ま
と
め

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
被
告
千
葉
県
及
び
被
告

D
は
原
告
ら
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
賠
償
法
二
条
一
項

及
び
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
き
不
法
行
為
責
任
を
負
う
と

こ
ろ
、
本
件
事
故
は
、
被
告
千
葉
県
に
よ
る
本
件
道
路
管

理
の
瑕
疵
及
び
被
告
D
の
本
件
撤
去
行
為
に
よ
っ
て
惹
起

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、被
告
千
葉
県
及
び
被
告
D
は
、

認
定
の
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
、
連
帯
し
て
、
賠
償
責
任

を
負
う
。



当事者の主張及び裁判所の判断のポイント

お
わ
り
に

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
の
判
断
は
、
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
た
上
、
具
体
的

個
別
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
営
造

物
の
設
置
管
理
者
に
お
け
る
事
故
回
避
措

置
の
要
否
及
び
可
否
並
び
に
そ
れ
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
の
具
体

的
措
置
の
適
否
が
、
瑕
疵
の
有
無
の
判
断

の
決
め
手
に
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最

近
、
道
路
に
限
ら
ず
公
の
営
造
物
の
設

置
･
管
理
瑕
疵
が
問
わ
れ
る
事
故
が
起
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
各
道
路
管
理
者
は

更
に
十
分
な
注
意
を
も
っ
て
管
理
に
あ
た

る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
。

原告の主張 被告の主張 裁判所の判断

争点
(2)

･本件道路又は墨名川に防護柵が
設置されていなかったことは、
本件道路又は墨名川が通常有す
べき安全性を欠いていた。

･歩行者は前方を注視して歩行して
いれば20 m 以上手前からでも容易
に危険箇所を予見することができ、
これを回避して安全に通行するこ
とができた。

･歩行者に安全通行を喚起するため、
本件視線誘導標が設置されていた。

.本件撤去後本件事故が起こるまで、
転落事故が発生したことはなく、
付近の住民等から本件道路の安全
性に対する指摘、 苦情又は改善要
求もなかった。

･本件撤去につき認識を欠いていたた
め、 その修復の指示をしなかった。

･本件側溝の上を通行する歩行者等
が、 本件側溝先端部から墨名川に
転落する危険があったと認められ
る。

･道路に沿ってまっすぐ延びている
側溝の先端が川に突き出た形で急
に途切れているということ自体、
通常人の予想を超えた事態という
べきであることを併せて、 上記転
落の危険は通常予想することがで
きるものであった。

◎本件道路又は墨名川の設置又は
管理には国家賠償法 2 条 1項の
瑕疵がある。

の防護柵の不存在をもって本件道路
が上記安全性を欠くと評価するこ
とはできない。

@ 防護柵を修復又は設置しなかった
ことにつき被告千葉県に過失がな
かった。

@ 本件道路は、 公の営造物が通常備
えるべき安全性を欠いていたもの
と認められ、 被告千葉県による本
件道路の管理には瑕疵があったと
認められる。

@ 本件視線誘導標の設置のみによっ
て本件道路の安全性が確保されて
いたと認めることはできない。

@ 営造物が通常有すべき安全性を欠
いている場合に、 その過失の存在
を必要としない。

争点
(3)

･本件事故は、 前方を全く注視しな
いという、 A の不適切な歩行方法
に起因するものであるから、 防護
柵が設置されていなかったことと
本件事故との間に相当因果関係は
ない。

･本件事故当時、仮に、本件側溝先
端部付近に防護柵が設置されてい
れば、 A において防護柵に気づく
か、 又は防護柵に体が当たること
により、 転落を回避し得たと認め
ることが相当であるから、 本件道
路の管理に係る瑕疵と本件事故と
の間には因果関係がある。

◎本件事故は、本件側溝先端部付
近に防護柵が設置されていなか
ったことを原因として発生した。

◎本件事故は A の不注意によって発
生したものであり、 道路の設置及
び管理に瑕疵はなかった。

◎ A が、 本件事故による傷害を原因
として死亡したことが認められる
から、 結局、 本件道路の管理に係
る瑕疵とA の死亡との間には因果
関係が認められる。
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｢1
事
故
1
対
策
｣
の
推
進
~
命
を
守
る
県
道
~

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
岐
阜
県
東

京
事
務
所
の
青
木
と
申
し
ま
す
。
こ

の
四
月
か
ら
東
京
事
務
所
に
配
属
と

な
っ
て
四
カ
月
近
く
が
過
ぎ
、
よ
う

や
く
電
車
通
勤
に
も
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
東
京
に
来
て
か
ら
は
、
毎
日
、

国
土
交
通
省
の
廊
下
を
岐
阜
県
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
入
れ
た
鞄
を
持

っ
て
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
岐
阜
県
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
気
軽
に
声
を
掛
け
て
下
さ
れ
ば
、

も
れ
な
く
私
の
笑
顔

(?
)
と
と
も

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
自
動
車
社
会
岐
阜
県

岐
阜
県
で
は
自
動
車
へ
の
依
存
が

高
く
、
｢
一
家
に
一
台
｣
か
ら

｢
一
人

に
一
台
｣
に
近
い
状
況

(我
が
家
は

一
人
に
二
台
!
)
で
、
そ
れ
に
つ
ら

岐
阜
県
東
京
事
務
所

青
木

隆
格

れ
る
よ
う
に
交
通
死
亡
事
故
件
数
も

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
高
い
水
準
で
推
移
す

る
交
通
死
亡
事
故
件
数
を
減
少
さ
せ

る
べ
く
、
平
成
一
七
年
度
、
重
点
的

に
実
施
し
た
事
業
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
安
全
で
安
心
な

交
通
環
境
を
目
指
し
て

《事
業
の
経
緯

･
概
要
》

実
施
し
た
事
業
は

｢1
事
故
1
対

策
｣。
名
前
を
聞
く
と

｢え
っ
、
何
を

す
る
の
?
し
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
道
路
管
理
者
と
交

通
管
理
者
が
共
同
で
現
地
調
査
を
含

め
、
死
亡
事
故
の
原
因
を
一
件
一
件

検
証
し
、
重
点
的
か
つ
効
果
的
と
な

る
よ
う
各
機
関
が
連
携
し
複
合
的
な

対
策
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
い
う
事

業
で
す
。
死
亡
事
故
発
生
か
ら
現
地

検
証
、
対
策
実
施
、
情
報
共
有
を
迅

速
に
実
施
し
事
後
評
価
を
行
う
一
貫

し
た
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
徹
底
す
る

こ
と
で
、
場
当
た
り
的
な
事
後
対
策

か
ら
予
防
安
全
対
策
へ
と
転
換
し
、

安
全
で
安
心
な
交
通
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

《
県
下
一
体
と
な
っ
た
事
故
対
策
の

迅
速
な
体
制
及
び
仕
組
み
の
確
立
》

交
通
事
故
対
策
に
お
い
て
、
交
通

管
理
者
、
道
路
管
理
者
共
通
で
P
D

C
A
を
徹
底
し
、
県
下
一
体
と
な
っ

た
迅
速
な
体
制
･
仕
組
み
を
確
立
し

た
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
で
重
点
的
か

つ
効
果
的
な
対
策
と
予
防
安
全
対
策

を
推
進
し
ま
し
た

(図
1
)。

《技
術
と
知
識
の
伝
承
》

追報価鰡
を

対

非安全対策の美蜥蚤

　　　　　 　 　　　　 　　　
機　　　　　るよ

施

に　機

　

　

.･

関

0

か谷口

D

.

P la n : 要因

･交通及び道路管理者に
よる合同;卯湯調査。

　

　
　

　　　
　

　　　
　

図 下統一型 P D C A 体制
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交
通
管
理
者
と
道
路
管
理
者
が
共

に
立
ち
会
い
、
事
故
原
因
の
詳
細
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
最

も
効
果
的
で
重
点
的
な
対
策
を
迅
速

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
交
通
管
理
者
と
道
路
管
理
者
が

合
同
で
報
告
会
を
開
き
、
各
機
関
に

て
実
施
さ
れ
た
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
報
告
し
合
う
こ
と
で
次
期
対
策

の
検
討
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で

ず

き
、
ま
た
、
知
識
･
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次

世
代
に
伝
承
す
る
た
め
、
長
年
交
通

安
全
対
策
に
携
わ
っ
て
き
た
技
術
者

を
講
師
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

(写
真
)。

《統
合
型
G
I
S
の
活
用
に
よ
る

情
報
の
共
有
》

岐
阜
県
が
整
備
し
て
い
る
統
合
型

G
I
S
に
死
亡
事
故
の
箇
所
及
び
事
故

対
策
デ
ー
タ
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ

り
、
W
E
B
を
使
用
し

て
最
新
の
対
策
事
例
を

容
易
に
入
手
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た

(図
2
)。

《事
故
白
書
の
作
成
》

年
間
の
交
通
事
故
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て
分

析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
あ
や
ふ
や
と

な
っ
て
い
た
交
通
安
全

　　　　　　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3緑鮒鰍リフトミ鱗輻派盤ゑ熱機淹籤臨終貧奪畿捲れ“それ窕礎滋盤姦が騒ぎ寵し･祢錆溢謎瀰資遼:宍海猫武経あ翰勁訝鰡、･礬う
軌總は 交通事故マップ(1事故]対策〕
　　　　　　　　　　
　　　 　　　 　 　　　　　　　　　

　 　　　　　　 　　　

図 2 W E Bを使用して、最新対策事例を入手できる

　

る

活

対
策
に
係
る
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、

事
故
白
書
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
で

交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
次
年
度
の

課
題
を
共
通
認
識
化
し
ま
し
た
。

◆
交
通
死
亡
事
故
が
激
減
、

半
減
目
標
達
成
!

｢
1
事
故
1
対
策
｣
に
よ
り
、
岐

写真 技術者を講師に迎えて行った講習会の様子



表 東海 ･北陸地区における死亡事故件数

H 12 H 13 H 14 H 15 H 16 H 17 増減 (対H 16) 増減率 (% ; 対H 16)

劇 92 88 78 お 四 " に･U 郁
石川県 98 108 " 概 65 お 10 跟
衞 90 61 78 80 78 お 3 鯛

い雙 222 224 203 186 194 157 双 ぜ愛知県 443 403 398 362 368 351 舒 “
三重県 213 221 211 174 187 163 錐 鰯
平 均 193 184 175 162 161 即 坦 郁

注意喚起のため、 あえて視野を遮断

円
　　　　

　　

　　　

　

　　
　

　

　

　　

｢ 1事故 1対策｣ の実施例

阜
県
に
お
け
る
平
成
一
七
年
度
中
の

交
通
事
故
死
亡
者
数
は
一
五
七
人

(
一
五
〇
件
)
と
な
り
、
前
年
よ
り

三
七
人
減
少
、
死
者
数
が
ピ
ー
ク
で

あ
っ
た
昭
和
四
五
年

(三
一
七
人
)

の
約
半
数
と
な
り
ま
し
た

(表
)。

今
後
は

｢1
事
故
1
対
策
｣
の
統

計
的
な
分
析
か
ら
得
た
効
果
的
な
対

策
に
つ
い
て
、
平
成
一
八
年
度
の
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
む
予
定
で

す
。ま
た
当
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、

各
現
地
機
関
に
お
い
て
事
故
デ
ー
タ

よ
り
事
故
危
険
箇
所
モ
デ
ル
路
線
を

抽
出
し
、
重
点
的
に
対
策
を
検
討
･

実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
｢
1
事
故

1
対
策
｣
の
一
般
形
で
あ
る
事
故
後

の

の
対
策
だ
け
で
な
く
、
予
防
的
対
策

を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

、

今
回
ご
紹
介
し
た

｢1
事
故
1
対

策
｣
は
、
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ

ー

｢全
建
賞
｣
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
記
事
が
交
通
事
故
に
悩
む

図

各
機
関
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
と
思

い
ま
す
。
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西
国
街
道
と
神
戸

◆
は
じ
め
に

皆
さ
ん
、
『神
戸
』
と
聞
く
と
何

を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
?

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
港
町
、異
人
館
、

神
戸
ス
イ
ー
ツ
、
神
戸
ビ
ー
フ
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ズ
、
六
甲
山
か

ら
の
夜
景
!
戦

と
思
い
ま
す

(写

真
ー
j
5
)。
こ
れ
ら
の
も
の
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
皆

さ
ん
が

『神
戸
』
の
こ
と
を
読
ん
だ1 神戸港類

対人妻
ゞ

写真2 異人館

神
戸
市
東
京
事
務
所

中
川

伸
一

り
、
聞
い
た
り
さ
れ
る
場
合
に
、
先

ほ
ど
挙
げ
た
内
容
の
も
の
ば
か
り
に

触
れ
ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
と
、
言
う
こ
と
で

『道
路

行
政
セ
ミ
ナ
ー
』
へ
の
寄
稿
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
あ
ま
り
皆
さ

ん
が
馴
染
み
の
な
い
と
思
わ
れ
る
旧

西
国
街
道
を
テ
ー
マ
に
書
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
西
国
街
道
は
、
神

戸
市
内
で
は
東
灘
区
か
ら
垂
水
区
に

写真 5 ジャズ
写真4 神戸ビーフ

写真 3 神戸スイーツ

か
け
て
東
西
に
通
っ
て
お
り
、
現
在

で
は
国
道
二
号
や
国
道
四
三
号
な
ど

に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

西
国
街
道
沿
い
の
周
辺
に
は
、
今
も

昔
の
雰
囲
気
を
残
す
歴
史
的
遺
産
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
東

か
ら
西
へ
と
移
動
し
な
が
ら
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
神
戸
の
歴
史

で
は
、
西
国
街
道
の
お
話
し
の
前

に
、
ま
ず
、
神
戸
の
歴
史
を
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
神
戸
市
内
の
各
所
か
ら
旧
石
器

時
代
の
石
器
が
出
土
し
て
い
ま
す

が
、
い
つ
頃
か
ら
神
戸
に
人
が
住
み

始
め
た
の
か
、
ま
た
そ
の
生
活
の
様

子
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
全
国
的
に
有
名
な
こ
の
時
代

の
遺
産
と
し
て
、
神
戸
市
立
博
物
館

道イテセ 2006,8 5 7
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写真6 清盛塚 (左)と琵琶塚 (右)

に
国
宝
の

｢銅
鐸
･
銅
戈
｣
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
造
ら
れ
た
当
時

と
し
き
づ
か

の
状
態
に
復
元
さ
れ
た

｢五
色
塚
古

墳
｣
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
時
代
を
経
て
、
神
戸
は

日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
た
瀬
戸

内
海
に
面
し
、
水
深
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
気
候
が
温
暖
な
こ
と
な
ど
か

ら
天
然
の
良
港
と
し
て
、
古
く
か
ら

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
交
流
し
、

港
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

奈
良
時
代
に
は
、
既
に
存
在
し
て
い

た
港

｢大
輪
田
の
治
｣
は
、
中
国
の

宋
･
明
を
は
じ
め
、
諸
外
国
と
の
貿

易
拠
点
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

平
安
時
代
末
期
に
は
、
武
家
と
し

て
初
め
て
政
権
を
掌
握
し
た
平
清
盛

が
、
そ
の
利
点
に
目
を
付
け

｢大
輪

田
の
泊
｣
を
改
修
、
中
国
の
宋
と
貿

易
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
ず
か

半
年
と
い
う
短
い
期
間
で
す
が
、
京

都
か
ら
福
原

(現
在
の
兵
庫
区
あ
た

り
)
に
遷
都

｢福
原
京
｣
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
(写
真
6
)。

ま
た
、
神
戸
は
軍
事
上
の
拠
点
と

も
な
り
、
南
北
朝
時
代
に
は
楠
木
正

成
が
京
都
奪
回
を
目
指
す
北
朝
軍
と

湊
川
で
戦
い

(=
湊
川
の
戦
い

(
一

三
三
六
年
と
、
破
れ
て
戦
死
し
た
こ

と
で
も
有
名
で
す

(写
真
7
)。
中

世
に
は
戦
乱
で
荒
廃
し
、
貿
易
の
中

心
は
大
阪

･
堺
に
移
り
ま
す
が
、
や

　
　
　

う
＼

写真7 楠木正成ゆかりの湊川神社

が
て
天
下
の
台
所

･
大
阪
の
外
港
と

し
て
の
地
位
を
築
き
、
様
々
な
海
上

輸
送
(瀬
戸
内
航
路
や
北
前
船
な
ど
)

の
要
所
と
な
る
と
と
も
に
、
西
国
街

道
に
沿
っ
た
宿
駅
と
も
な
っ
て
い
ま

し
た
。
天
下
を
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉

が
有
馬
温
泉
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
何

度
も
訪
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す

(写
真
8
･
9
)。
江
戸
時

代
に
は
、
様
々
な
自
然
条
件
を
生
か

し
て
酒
造
り
が
発
展
し
、
｢灘
の
生

一
本
｣
と
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な

り
ま
し
た

(写
真
@
。

江
戸
時
代
の
鎖
国
政
策
に
よ
り
、

貿
易
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
日

米
修
好
通
商
条
約
に
よ
り
、
神
戸
は

一
九
六
八
年
一
月
一
日

(慶
応
三
年

三

月
七
日
)
に
開
港
、
国
際
貿
易

港
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
開
港

後
は
、外
国
人
居
留
地
が
設
け
ら
れ
、

衣
食
住
は
も
ち
ろ
ん
、
娯
楽
や
文
化

な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
欧
米
の
生
活
が

そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
た
た
め
、
神

戸
は
い
ち
早
く
文
明
開
化
の
洗
礼
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
多
様

な
外
国
文
化
と
直
に
接
し
て
き
た
風

写真9 太閤の湯殿館写真10 酒造り

　

　

ゞ

酒 源泉
･
神

ヌ
天

　　
　
　
　　

　温

　
　
　
　

　
　

　

　
　
　

　　　
　
　

　

　
　
　　

　

　　
　
　
　
　

土
と
気
質
は
、
今
も
北
野
･
異
人
館

街
や
旧
外
国
人
居
留
地
、
南
京
町
の

街
角
に
息
づ
い
て
お
り
、
ジ
ャ
ズ
や

映
画
な
ど
神
戸
発
祥
の
文
化
、
洋



服
･
家
具
･
洋
菓
子
･
神
戸
ビ
ー
フ

な
ど
の
地
場
産
業
も
発
展
し
、
今
日

の
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

◆
浜
街
道
の
な
ご
り
松

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

本
題
の
西
国
街
道
に
つ
い
て
書
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。西
国
街
道
は
、

ご
存
じ
の
と
お
り
、
古
代
に
は

｢山

陽
道
｣
と
言
わ
れ
、
日
本
の
中
心
で

あ
っ
た
都
と
朝
鮮
半
島
と
の
玄
関
口

で
あ
っ
た
九
州

･
太
宰
府
と
を
結

ぶ
、
最
も
重
要
な
幹
線
道
路
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た

(写
真
刊
)
。

そ
の
後
、
近
世
に
は
、
畿
内
と
西
国

(九
州

･
小
倉
)
を
結
ぶ
道
と
し
て

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
西
国

街
道
は
、
京
都

(東
寺
口
)
か
ら
内

陸
部
を
西
宮
ま
で
と
お
り
、
芦
屋
市

　
　
　
　
　　　西写真11 西国街道の

き
嚢

-

端

　
　　

　

　
　

　
　

　
　

　

　　　　

　
　

写真f2 踊り松の碑

打
出
で
三
本
に
分
か
れ
、
神
戸
市
内

で
は
東
灘
区
か
ら
中
央
区
に
か
け
て

｢本
街
道
｣
と

｢浜
街
道
｣
の
二
本

の
道
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
｢本
街

道
｣
が
主
と
し
て
西
国
大
名
の
参
勤

交
代
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し

て
、
｢
浜
街
道
｣
は
そ
の
バ
イ
パ

ス
.
生
活
道
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
街
道
は
道

幅
も
広
く
田
畑
の
中
を
通
っ
て
お

の
鞠

り
ご

万

展
街
道
｣
は
村
と
村

を
つ
な
ぎ
、
庶
民
の
道
と
し
て
賑
わ

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
当
時
の
里
歌

に

｢深
江
こ
ゆ
れ
ば
大
日
如
来
、
高

い
高
橋
、
お
ど
り
松
｣
と
い
う
も
の

が
あ
る
そ
う
で
す
。
七
一
五
年

愈
平

月
三

日
)
、
徳
川
方
の
尼
崎
藩
を

牽
制
す
る
た
め
明
治
新
政
府
は
、
西

宮
の
警
備
を
備
前
藩
に
申
し
つ
け
ま

す
。
そ
の
備
前
藩
の
部
隊
約
五
〇
〇

人
が
西
宮
に
向
か
う
途
中
、
三
宮
神

社
付
近
で
行
列
を
横
切
ろ
う
と
し
た

フ
ラ
ン
ス
水
兵
を
刺
傷
し
た
事
件
、

い
わ
ゆ
る

｢神
戸
事
件
｣
が
発
生
し

ま
す
。
こ
の
事
件
で
、
四
ヵ
国
連
合

艦
隊
が
抗
議
書
を
送
り
つ
け
、
居
留

地
防
衛
の
名
目
で
臨
戦
態
勢
を
と
る

と
言
う
大
事
件
に
発
展
し
ま
す
。
新

政
府
は
、
ま
だ
政
権
が
朝
廷
に
移
っ

た
と
言
う
こ
と
を
外
国
に
表
明
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
急
き
ょ

一
月

一

五
日
に
新
政
権
を
表
明
し
、
折
衝
を

開
始
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
部
隊
を

率
い
た
備
前
藩
の
家
老

･
日
置
帯
刀

は
謹
慎
、
第
三
砲
隊
長
で
あ
っ
た
滝

善
三
郎
が
全
責
任
を
負
わ
さ
れ
、
兵

庫
津
の
永
福
寺

(戦
災
で
焼
失
)
に

お
い
て
切
腹
と
言
う
こ
と
で
決
着
し

ま
し
た
。
｢滝
善
三
郎
供
養
の
碑
｣

は
現
在
、
近
く
の

｢能
福
寺
｣
に
移

さ
れ
、
今
も
花
が
供
え
ら
れ
て
あ
る

こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
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“

写真l3 なごり松

亀
元
年
)、
御
輿
に
乗
っ
た
森
の
稲

荷
神
社
の
神
が
沖
合
か
ら
上
陸
し
た

際
、
人
々
が
喜
ん
で
波
打
ち
際
の
松

の
ま
わ
り
を
踊
り
回
っ
て
迎
え
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
松
を

｢踊
り
松
｣
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
名
残
を
と
ど
め
る
松
や

碑
が

｢浜
街
道
｣
沿
い
に
点
在
し
て

い
ま
す
。
(写
真
12
･
態

◆

｢徳
川
道
｣
と
｢神
戸
事
件
｣

神
戸
港
の
開
港

(
一
人
六
八
年
)

後
、
徳
川
幕
府
が
外
国
人
と
の
衝
突

を
避
け
る
た
め
、
『徳
川
道
』
と
い

う

｢本
街
道
｣
の
付
け
替
え
工
事
を

突
貫
工
事
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、
開
港
か
ら
約
一
カ
月
後

(
一



な
お
、
こ
の
三
宮
神
社
前
に
て

｢本
街
道
｣
と

｢浜
街
道
｣
は
再
び
合

流
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
(写
真
宵
)。

◆
大
路

新
湊
川
の
す
ぐ
西
側
『長
田
神
社
』

(写
真
偽
)
へ
の
参
道
あ
た
り
に
は
、

｢中
央
幹
線
｣
と
い
う
道
路
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
道
路
が

｢西
国
街
道
｣

の
現
在
の
姿
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
央
幹
線
を
挟
ん
で
南
北

両
側
に

｢大
道
通
｣
と
い
う
町
名

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
町
名
の
由
来
は

｢西
国
街
道
｣
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
律
令
時
代
に
は
、
街
道
の
重
要

度

･
利
用
頻
度
な
ど
か
ら
大
路
･
中

路

･
小
路
に
分
類
さ
れ
て
い
た
そ
う

写真14 三宮神社 (神戸事件発生地)

写真T5 長田神社

で
、
そ
の
う
ち

｢山
陽
道
｣
は
唯
一

の

｢大
路
｣
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

中
世
に
は
公
定
の
ル
ー
ト
と
し
て
の

｢山
陽
道
｣
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
に
入
る
と
幕
府
は
参
勤
交

代
の
た
め
の
五
街
道
と
脇
街
道
を
整

備
し
、
西
国
街
道
は
脇
街
道
の
一
つ

と
し
て
西
国
大
名
の
参
勤
交
代
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
道
幅
も

｢山
陽
道
｣

は
九
~
一
二
m
、
西
国
街
道
は
三
~

六
m
程
度
だ
っ
た
そ
う
で
す
。な
お
、

現
在
の
中
央
幹
線
は
、
道
幅
五
0
m

の
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
須
磨
･
源
平
合
戦
と
行
平
の
舞
台

風
光
明
塀
で
温
暖
な
地
と
し
て
、

古
く
か
ら
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
須

磨

(写
真
16
)。
奈
良

･
平
安
時
代

に
は
貴
族
の
隠
棲
地
と
し
て
、
｢万

葉
集
｣
や

｢源
氏
物
語
｣
な
ど
に
登

場
す
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
能
楽
や
舞
踊
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
た
在
原
行
平
と
松
風
･
村
雨

の
物
語
も
、須
磨
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
山
が
海
に
迫
り
、
交
通
の
要
所

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

｢須
磨
の
関
｣

が
お
か
れ
、
そ
の
後
、
幾
度
と
な
く

歴
史
を
分
け
る
戦
場
と
な
り
ま
し

た
。
源
平
合
戦
に
お
い
て
屋
島

･
壇

ノ
浦
の
合
戦
と
並
ぶ
一
ノ
谷
の
合
戦

に
ま
つ
わ
る
史
跡
が
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
西
国
街
道
か
ら

参
道
が
の
び
る

｢須
磨
寺
｣
に
は
若

く
し
て
戦
死
し
た
平
敷
盛
像
や
敦
盛

◆
須
磨
･
国
境

写真17 須磨寺の敷盛首塚

鉢
伏
山
が
海
近
く
ま
で
迫
る
須
磨

浦
は
、
狭
い
場
所
に
国
道
二
号
･
J

R
神
戸
線
･山
陽
電
鉄
と
交
通
機
関

が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア
で
す
。
古

代

｢山
陽
道
｣
の
時
代
に
は
、
海
側

は
通
る
こ
と
が
で
き
ず
、
山
側
を
迂

回
し
て
塩
屋
に
出
る
ル
ー
ト
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
今
の
よ
う
に
海
側
を
通

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時

代
に
な
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま

ゆ
か
り
の

｢青
葉
の
笛
｣
な
ど
が
宝

物
館
に
納
め
ら
れ
、
境
内
に
は

｢敦

盛
の
首
塚
｣
、
｢義
経
腰
掛
け
の
松
｣

な
ど
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
多

く
の
旅
人
が
訪
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す

(写
真
舒
)。



ず
。
ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
堺
川

(境
川
と
も
書
き
ま
す
)
と
い
う
川
が

あ
り
、
現
在
の
須
磨
区
と
垂
水
区
の

区
界
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
は

｢摂
津
｣
と

｢播
磨
｣
の
国
境
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
単
な
る
国

境
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
の
中
心

で
あ
っ
た
畿
内

(首
都
圏
)
と
畿
外

と
の
重
要
な
境
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に

｢須
磨
｣
と
い
う
地
名
は

こ
の

｢畿
内
｣
の
隅
が
な
ま
っ
て

｢ス
マ
｣
と
な
り
、
｢須
磨
｣
の
字
が

定
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
垂
水
･
播
磨
の
国

｢垂
水
｣
の
地
は
旧

｢播
磨
の
国
｣

の
東
端
に
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
陸写真18 五色塚古墳

写真19 アジュール舞子と
明石海峡大橋

海
の
交
通
中
継
地
で
し
た
。
東
播
磨

の
平
野
部
か
ら
六
甲
山
系
へ
と
地
形

が
変
化
す
る
た
め
、
高
さ
約
三
0
m

の
断
崖
が
海
に
接
し
、
多
く
の
滝
が

海
に
流
れ
落
ち
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
た
め

｢水
の
滴
る
と
こ
ろ
｢

｢滝
の
あ
る
と
こ
ろ
｣
を
意
味
す
る

｢垂
水
｣
と
い
う
地
名
が
付
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
西
国
街
道
を
旅
行

す
る
人
々
は
、
瀬
戸
内
海
を
望
む
街

道
沿
い
の
お
茶
屋
に
立
ち
寄
っ
て
、

こ
の
滝
の
水
で
の
ど
を
潤
し
、
旅
の

疲
れ
を
癒
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
明

石
海
峡
を
通
る
船
は
、
こ
こ
で
飲
料

水
を
補
給
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
滝
は
昭
和
初
期
に
も

四
つ
残
っ
て
い
た
そ
う
で
、
現
在
で

も
山
陽
電
鉄
の

｢滝
の
茶
屋
駅
｣
付

近
に
そ
の
名
残
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
垂
水
に
は
古
代
か
ら
の
遺

跡
が
残
っ
て
お
り
、
最
初
に
も
書
き

ま
し
た

｢五
色
塚
古
墳
｣
(県
下
最

大
の
前
方
後
円
墳
)
が
あ
り
ま
す
。

明
石
海
峡
の
海
上
交
通
を
取
り
仕
切

っ
て
い
た
豪
族
の
墓
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
功
皇
后
に

ま
つ
わ
る
伝
説
も
残
っ
て
い
ま
す

(写
真
協
)。

◆
舞
子
の
浜

垂
水
の
西
か
ら
山
田
川
ま
で
の
浜

は

｢舞
子
の
浜
｣
と
呼
ば
れ
、
須
磨

と
並
ん
で
風
光
明
婚
な
名
所
と
し
て

有
名
で
し
た
。
｢舞
子
｣
と
い
う
地
名

の
由
来
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
言
い

伝
え
な
ど
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
地

誌

｢明
石
記
｣
に
は
、
｢こ
の
辺
り
に

潮
流
が
舞
い
込
む
浜
な
の
で
廻
込
浜

と
い
っ
た
｣
と
あ
る
そ
う
で
す
し
、

｢在
原
行
平
が
淡
路
島
を
望
む
白
砂
青

松
の
景
色
を
非
常
に
気
に
入
り
、
こ

こ
で
乙
女
に
舞
を
舞
わ
せ
て
楽
し
ん

だ
た
め
｣
、
｢平
清
盛
が
美
し
い
童
に

舞
を
舞
わ
せ
た
た
め
｣、
｢松
の
形
が

舞
子
が
舞
う
の
に
似
て
い
る
か
ら
｣

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
、
景
勝
の
地
と
し
て
参
勤
交

代
の
休
憩
場
所
と
な
り
、
多
く
の
休

憩
茶
屋
が
建
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
時
代
に
は
、
明
治
天
皇
家

が
た
び
た
び
訪
れ
ら
れ
、
一
八
九
四

年

(明
治
二
七
年
)
に
は
、
有
栖
川

宮
が
別
荘
を
建
て
ら
れ
て
か
ら
、
皇

族
の
方
が
た
び
た
び
宿
泊
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
そ
の
別
荘
跡
地
に
は

｢舞
子
ビ
ラ
｣
が
建
っ
て
い
ま
す
。
今

で
は
本
州
四
国
連
絡
橋

｢明
石
海
峡

大
橋

(パ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
)｣
が
完
成

し
、
新
た
な
交
通
の
要
所
･
観
光
地

と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
樽
)。

◆
お
わ
り
に

と
り
と
め
も
な
く
ダ
ラ
ダ
ラ
と
書

い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
少
し
は
神

戸
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
旧
西
国

街
道
沿
い
に
は
、
こ
の
他
に
も
多
く

の
歴
史
的
遺
産
が
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
、
神
戸
に
来
て
探
索
し
て
み
て

下
さ
い
。



｢み
ず
さ
わ
ハ
ー
ト
フ
ル
空
間
づ
く
り
｣

地
域
主
体
の
道
活
用
社
会
実
験

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用
に
関
す
る
社
会
実
験

j
大
町
商
店
街
の
も
て
な
し
空
間
i

奥
州
市
水
沢
総
合
支
所

酋
水
沢
市
)
都
市
計
画
課
技
師

及
川

誉
士
夫

=

は
じ
め
に

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
区
大
町

(旧
水
沢
市
)
(図
1
)

は
、
旧
奥
州
街
道
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
な
中
心
商

店
街
で
あ
る
。
し
か
し
、
郊
外
大
型
店
へ
の
購
買
顧
客
の

流
出
等
に
よ
り
、
当
該
地
域
を
含
む
中
心
市
街
地
の
既
存

商
店
街
に
あ
っ
て
は
、
商
店
数
、
販
売
額
が
減
少
し
て
お

り
、
生
活
道
路
や
公
園
、
緑
地
、
広
場
と
い
っ
た
居
住
の

た
め
の
環
境
整
備
も
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
、
空
き
地
、
空
き
店
舗
の
増
加
が
顕
著

で
あ
る
と
い
っ
た
問
題
も
進
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
と
の
連
携
な
ど
、
活
性
化
の
気
運
も

高
ま
っ
て
お
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
対
応
と
し
て
T
M

0

｢水
沢
商
工
会
議
所
｣
と
協
力
し
、
様
々
な
ソ
フ
ト
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

三

実
施
に
至
る
経
緯

実
験
対
象
路
線
の
県
道
佐
倉
河
真
城
線

(図
2
)
は
、

｢都
市
計
画
道
路
横
町
多
賀
線
｣
(幅
員
一
六
m
、
片
側
歩

道
幅
員
三
･
五
m
)
と
し
て
既
決
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の

道
路
は
、
車
道
約
九
m
、
歩
道
両
側
約
三
m
と
な
っ
て
い

る
が
、
歩
道
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
二
年
に
地
区
住
民

が
中
心
と
な
り
、
民
地
を
提
供
し
整
備
を
行
っ
た
も
の
で

あ
り
、現
在
に
至
る
ま
で
一
般
交
通
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
0
年
に
は
、
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
る
道
路
拡
幅

を
含
む
基
盤
整
備
の
検
討
を
始
め
る
も
、
社
会
経
済
情
勢

等
の
状
況
か
ら
、
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

当
該
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
昭
和
六
〇
年
か
ら

　

　

　藪

　 　　　

岩手県奥州市の位置
　
　

　首



商
業
者
、
地
区
住
民
等
に
よ
り
組
織
さ
れ
た

｢大
町
街
づ

く
り
推
進
協
議
会
｣
を
中
心
に
行
っ
て
き
て
い
る
。
平
成

一
七
年
度
に
は
、都
市
計
画
道
路
の
変
更
決
定
を
踏
ま
え
、

将
来
に
わ
た
る
大
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
を

｢
ハ
ー

ト
フ
ル
タ
ウ
ン
大
町
｣
と
定
め
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
策
を
ま
と
め
た
。
今
後
の
基
盤
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
現
状
の
歩
道
上
二
階
に
存
在
す
る
建

築
物

(写
真
1
)
が
撤
去
さ
れ
、
三
･
五
m
の
歩
道
が
整

間

備
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
、
特
に
高
齢

鰹
者
、
障
生
署
、
小
さ
ぃ
子
供

鋪
区
内
に
幼
稚
園
が
立
地
)

謝
へ
の
対
応
ず

れ
違
い
時
や
車
椅
子
等
の
利
用
の
あ
り
方

実

を
検
討
し
、新
し
い
商
店
街
の
も
て
な
し
空
間
の
創
出
等
、

2

こ
れ
ら
の
検
討
を
国
土
交
通
省
の
平
成
一
七
年
度
社
会
実

図

験
を
活
用
し
、
地
域
主
体
の
道
活
用
社
会
実
験
と
し
て
実

施
に
至
っ
た
。

三

実
験
の
概
襄

-

実
験
概
要

当
該
実
験
は
、
七
月
の
選
定
通
知
を
受
け
、
大
町
街
づ

く
り
推
進
協
議
会
を
中
心
に
岩
手
県

(地
方
振
興
局
)
、

水
沢
市

(現
奥
州
市
)、
水
沢
商
工
会
議
所
、
水
沢
観
光

協
会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

｢み
ず
さ
わ
ハ
ー
ト
フ
ル
空

間
づ
く
り
地
域
主
体
の
道
活
用
社
会
実
験
実
行
委
員
会
｣

(図
3
)
を
設
置
し
、
実
験
内
容
の
検
討
を
行
い
、
企
画

部
会
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
を
運
営
し
た
。

本
社
会
実
験
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

実行委員 (構成団体)
岩手県水沢地方振興局
水沢市

｢みずきわハートフル空間づくり｣
地域主体の道活用社会実験実行委員会

滴行セ 20068 6 3

査
査
調
査

調
ト
調

　
　
　

ニ
ン
街

瞳
モ
ァ
来

め

鍋

　
　
　

　　
　　

　

　

　　
　

◎

積
極
的
に
公
共
空
間
を
活
用
し
た

｢
ハ
ー
ト
フ
ル
空
間
の
創
出
｣
に
よ
る
活
性
化

地
域
内
の
商
業
等
の
活
性
化
の
促
進
と
地
域
住
民
の
利

便
に
供
す
る
歩
道
空
間
づ
く
り
の
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
等
に
よ
る
積
極
的
な
活
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

･
現
状
の
歩
道
を
活
用
し
て
、
将
来
的
な
歩
道
利
用
に

つ
い
て
、
高
齢
者
、
子
供
を
含
め
た
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
目
的
と
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
ガ

レ
ー
ジ
セ
ー
ル
、
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、
高
齢
者
イ
ベ
ン

ト
等
に
活
用
し
て
効
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

･
都
市
計
画
街
路
事
業
に
対
し
て
、
単
な
る
道
路
整
備

に
と
ど
ま
ら
ず
、
通
行
に
も
考
慮
し
つ
つ
、
歩
道

(公
共
空
間
)
の
有
効
な
活
用
方
策
を
見
出
し
て
、
事

ど
なに

涎
、
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も
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業
を
地
域
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
、
新
た
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
芽
を
育
て
る
こ
と
に
結
び
つ
け
る
。

･
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

｢歩
行
者
回

遊
性
｣
を
確
保
す
る
た
め
に
、
実
験
の
結
果
を
将
来

的
な
道
路
整
備
計
画
内
容
へ
活
用
す
る
。

②

住
民
が
道
路
を
美
化

(愛
護
)
す
る

持
続
的
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

官
民
の
協
力
体
制
の
強
化
と
地
域
住
民
に
よ
る
積
極
的

な
地
域
活
動
関
与
に
対
す
る

｢自
発
的
意
識
の
醸
成
｣
の

た
め
に
、
地
域
主
体
の
実
験
事
業
運
営
体
制
等
の
構
築
を

図
る
も
の
と
す
る
。

･
道
路
拡
幅
後
の
積
極
的
な
公
共
空
間
の
有
効
活
用
を

き
っ
か
け
と
す
る
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
性
化

の
推
進
と
、
住
民
自
ら
が
公
共
空
間
の
美
化
に
努
め

る
。

･
イ
ベ
ン
ト
等
の
収
入
を
維
持
管
理
活
動
費
用

(季
節
の

花
を
地
域
住
民
が
植
え
る
費
用
や
清
掃
活
動
の
諸
経
費

等
)
の
一
部
に
手
当
て
す
る
方
法
の
検
証
を
行
う
。

･
当
該
地
域
だ
け
で
な
く
、
中
心
市
街
地
内
の
道
路
拡

幅
未
整
備
地
区
の
た
め
に
も
、
当
実
験
の
成
果
を
今

後
の
道
路
整
備
後
の
周
辺
住
民
の
関
わ
り
方
を
協
議

す
る
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
る
。

2

改
善
目
標

①

大
町
通
り
の
歩
行
者
交
通
量
を
、
道
路
整
備
後
に

現
状
よ
り
約
二
〇
0
%
増
加
。

②

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
街
角
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し

た
、
通
り
を
活
か
し
た
催
事
を
平
成
二
〇
年
ま
で
に

定
期
化
し
、
年
間
三
回
程
度
開
催
。

3

実
験
実
証
項
目
と
内
容

=

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
実
施
、
街
の
賑
わ
い

創
出
活
動

(イ
ベ
ン
ト
等
)
の
実
施

(図
4
)

【実
験
内
容
】

現
状
の
歩
道
を
活
用
し
て
、
将
来
的
な
歩
道
利
用

に
つ
い
て
、
高
齢
者
、
子
供
を
含
め
た
商
店
街
利
用

図4 イベント内容を示すチラシ

　　 　　　　
-①三井生命前

者
へ
の
付
加
価
値
サ
,ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
途
と
し
た

｢
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
｣
、
｢
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
｣
、
｢
ワ

ゴ
ン
セ
ー
ル
｣、
｢高
齢
者
イ
ベ
ン
ト
｣
等
を
実
施
。

【対
象
箇
所
】

大
町
通
り

(約
二
五
0
m
の
区
間
)
(図
5
)

【特
徴
的
事
項
】

歩
行
者
交
通
量

･
来
街
者
数
の
変
化
や
、
来
街

者

･
商
店
･
住
民
等
へ
の
満
足
度
調
査
、
な
ら
び
に

日
常
生
活
、
商
業
活
動
等
へ
の
影
響
等
を
検
証
し
、

そ
の
効
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

②

継
続
的
な
地
域
活
動
に
向
け
た
関
係
者
と
の
合
意
形
成

【特
徴
的
事
項
】

道
路
拡
幅
後
の
積
極
的
な
公
共
空
間
の
有
効
活
用

を
き
っ
か
け
と
す
る
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
性
化

の
推
進
と
、住
民
自
ら
が
公
共
空
間
の
美
化
に
努
め
る
。

　
　

　　
　

一
イ
.
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③

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
及
び
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

W
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

(図
6
･
7
)

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
、
実
験
期
間
中
毎
日
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
実
験
区
間
の
歩
道
上
に
、
お
休
み
処
と

し
て
五
ヵ
所

(
一
ヵ
所
あ
た
り
テ
ー
ブ
ル
ニ
セ
ッ
ト
、

イ
ス
四
セ
ッ
ト
を
設
置
)
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
実

験
路
線
は
、
未
整
備
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歩
道
幅

員
が
狭
く
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
で
の
実
施
は
難
し
く
カ

フ
ェ
セ
ッ
ト
の
配
置
等
に
は
深
慮
し
た
。
カ
フ
ェ
で
は
、

隣
接
飲
食
店
の
協
力
に
よ
り
ラ
ン
チ
等
の
飲
食
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
、
日
常
的
な
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
の
管
理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 側 溝

　
　

《戦
顫
診 歩行者空間

及
び
接
客
に
つ
い
て
は
、
協
議
会

(地
区
住
民
)
に
お

い
て
班
編
成
が
さ
れ
、
地
区
全
体
で
対
応
し
た
。
カ
フ

ェ
セ
ッ
ト
の
設
置
に
際
し
、
歩
道
未
整
備
路
線
で
の
実

施
と
な
る
こ
と
か
ら
、
警
察
と
の
事
前
協
議
に
よ
り
、

車
道
側
へ
の
転
倒
防
止
の
た
め
、
相
当
の
強
度
の
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
及
び
安
全
な
歩
行
者
空
間
の
確
保
等
に
配

慮
し
た

(写
真
2
)。

ツ
街
の
賑
わ
い
創
出
活
動

(イ
ベ
ン
ト
等
)

実
験
期
間
中
に
展
開
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、

企
画
部
会
が
中
心
と
な
り
検
討
、
運
営
さ
れ
た
。
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
同
様
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
つ
い
て
、

図 7 オープンカフェ断面図

　　
　　　
　　
　
　　
　

　
　　　　　　　　　　　　　　
　

う歩
行
者
塾
聞
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

熾撥滋予家防止アニン入高
等=rom

　
　
　
　
　　
　　
　

歩
道
部
の
み
で
の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
難
し

く
、
歩
道
と
連
続
す
る
民
地
の
一
体
的
な
活
用
に
よ

り
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た

(図
8
)
。
具

体
的
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
実
験
地
区
内
に
立
地
す

る
水
沢
幼
稚
園
の
協
力
で
実
現
し
た
、
園
児
の
器
楽

演
奏
会
と
市
内
の
団
体
に
よ
る
大
正
琴
演
奏
会
の
観

覧
型
の
イ
ベ
ン
ト

(写
真
3
)
や
、
地
区
内
で
営
業

し
て
い
る
ヨ
ー
ガ
教
室
の
協
力
に
よ
る
ヨ
ー
ガ
体
験

教
室
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
囲
碁
将
棋
大
会
の
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト

(写
真
4
)
を
展
開
し
た
。
ま
た
、

期
間
中
毎
週
月
･
木
曜
日
に
は
、
地
元
農
家
に
よ
る

野
菜
の
産
直
販
売
、
市
内
写
真
愛
好
家
に
よ
る
写
真

展
や
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
て
き
た
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
を
実
験
期
間
中
に
開
催
し
た

(写
真
5
)。

写真 2 オープンカフェ

図 6 オ プンカフェ標準図



▼
宣
伝
広
報

宣
伝
広
報
に
つ
い
て
は
、
街
頭
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
チ
ラ
シ
の
配
布
、
新
聞
へ
の
記
事
掲
載
、
市
の
広

報
･
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載
な
ど
を
行
っ
た
。

4

実
験
期
間

平
成

一
七
年

一
〇
月
一
日

(土
)
~
一
〇
月
三

一
日

(月
)
の
一
カ
月
間
。

四

実
験
評
価

1

評
価
項
目
･
関
連
調
査
等

今
回
の
実
験
は
、
実
験
前
と
実
験
中
に
定
量
的
調
査
及

び
定
性
的
調
査
を
行
い
、そ
れ
ら
の
比
較
検
証
を
行
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
以
下
の
三
点
を
評
価
項
目
と
し
た
。

ゆ

評
価
項
目

,
歩
行
者
の
増
加

(交
通
量
の
動
向
を
、
実
施
前
と
実

施
期
間
中
で
比
較
し
て
評
価
す
る
)。

･
商
店
街
の
集
客
に
お
け
る
課
題
と
対
応
策

(利
用
者

の
満
足
度
を
、
実
施
前
と
実
施
期
間
中
で
比
較
し
て

評
価
す
る
)。

･
道
路
活
用
に
よ
る
沿
道
の
営
業
･
生
活
に
対
す
る
影

響
人
住
民
.商
店
の
影
響
度
を
実
施
期
間
中
と
実
施

㈱

後
で
比
較
し
て
評
価
す
る
)。

　

②

調
査
結
果
か
ら
見
た
社
会
実
験
の
効
果
等

矛

①

実
験
効
果

描

調
査
結
果
に
見
る
実
質
的
な
効
果
と
し
て
は
、
実
験

“

写真 5 ガレージセール

写真 3 大正琴演奏会

写真4 囲碁将棋大会



実
施
に
よ
っ
て
商
店
街
で
過
ご
す
時
間
が
延
長
し
て
お

り
、
特
に
以
下
の
二
点
が
認
め
ら
れ
た
。

,
｢実
験
中
･
来
街
者
｣
の
商
店
街
滞
在
時
間
は
、
実

験
前
と
比
較
す
る
と
長
く
な
っ
て
い
る
。

･
｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
者
｣
は
、
カ
フ
ェ
利
用

時
間
分
だ
け
商
店
街
に
長
く
滞
在
し
て
い
る
。

②

商
店
街
の
集
客
に
お
け
る
課
題

調
査
結
果
に
見
る
集
客
の
た
め
の
課
題
と
し
て
は
、

｢歩
道
の
イ
メ
ー
ジ
｣
と

｢商
店
街
の
改
善
点
｣
に
つ

い
て
の
意
向
か
ら
抽
出
で
き
た
。

･
歩
道
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
来
街
者
は
、
｢危
険

(段
差
な
ど
)｢

｢ア
ー
ケ
ー
ド
が
古
い
｣
と
感
じ
て

い
る
。

･
賑
わ
い
あ
る
商
店
街
の
た
め
の
改
善
点
に
つ
い
て
、

実
験
中
の
来
街
者
は
、
｢商
品
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

実験前平日 (9/29)

日
日

目
日

休
休

平
平

中
前

中
前

　
　

　
　

来街者数調査 (終日計:人)
(休日)

6

｣
騨
騙
さ

P
膊

墜
罵

鬮
鬮

圏

圓

10O T50 200

圏
□

團
□

fo0 200 300

向

向

向

向

　

　

　

　

柳

横

柳

横

東
側
歩
道

西
側
歩
道

煉
瓦
家
前

工
夫
｣、
｢イ
ベ
ン
ト
や
売
り
出
し
｣、
｢建
物
を
新
し

･
実
験
前
と
実
験
中
の
来
街
者
数
を
比
較
す
る
と
、
休

く
す
る
｣
を
指
摘
し
て
い
る
。

日

一
･
九
三

口
、
↓
日

･

0
音
と
曽
口
し
て
、

③

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

調
査
結
果
に
見
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
や
事
業
者

の
意
向
の
特
徴
は
、
以
下
の
内
容
が
認
め
ら
れ
る
。

.
利
用
者
は
、
｢徒
歩
｣
で
、
｢中
高
年
齢
｣
で
、
｢商

店
街
利
用
頻
度
の
高
い
層
｣
に
多
い

(｢
一
休
み
で

き
る
場
｣
(六
六
･
七
%
)
や

｢気
軽
に
く
つ
ろ
げ

る
場
｣
(四
五
･
五
%
)
を
求
め
て
い
る
)。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
実
施
は
、
今
後
も
継
続
す
べ

き

(｢実
施
の
方
法
に
工
夫
｣
を
要
す
る
も
の
と
し

て
い
る
)
。

㈱

定
量
的
調
査
の
結
果

定
量
的
調
査
と
し
て
、
来
街
者
数
及
び
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
利
用
者
数
調
査
を
実
施
し
た
。

日
日

目
日

休
休

平
平

中
前

中
前

　
　

　
　

圏
□

囲
□

TOO l50 200

100 200 300 400

図 9 来街者数調査

向

向

向

向

方

方

方

方

町

町

町

町

柳

横

柳

横

印

東
側
歩
道

西
側
歩
道

日

鮴

商
工
会
館
前

仔
東
側
歩
道

西
-

商
工
会
館
前

日
一
･
九
三
倍
、
平
日
一
･
五
〇
倍
と
増
加
し
て
お

り
、
さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
て
い
た

｢西
側
歩
道
｣
で
、
休
日
は
二
･
二
三
倍
の
増
加
と

な
っ
た

(図
9
)
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
は
、
特
徴
的
な
傾
向
と
し

て
、休
日
よ
り
平
日
の
利
用
者
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

利
用
者
の
多
い
時
間
帯
は
三

時
~
一
四
時
ま
で
の

日
中
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た

(図
鰻
。

燭

定
性
的
調
査
の
結
果

定
性
的
調
査
と
し
て
、
来
街
者
、
住
民
･
商
店
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
利
用
者
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。

･
実
験
前
の
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
現
状

の
歩
道
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
｢危
険

(段
差
な

ど
)｣
(六
0
･
四
%
)
、
｢
ア
ー
ケ
ー
ド
が
古
い
｣

(五
六
.
六
%
)
が
半
数
を
超
え
る
回
答
と
な
っ
た

ほ
か
、
賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
と
な
る
た
め
に
は
、

｢建
物
を
新
し
く
す
る
｣
(四
五
･
三
%
)、
｢歩
道
環

境
を
整
備
す
る
｣
(四
五
･
三
%
)
が
高
い
回
答
と

な
っ
た
。
ま
た
、
大
町
周
辺
で
の
滞
在
時
間
は
、

｢三
一
~
六
〇
分
｣
が
約
四
割

(四
二
･
0
%
)
。

｢九
一
分
以
上
｣
が
約
二
割

(二
二
･
0
%
)
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
人
当
た
り
の
平
均
滞
在
時

間
は
七
三
分
で
あ
っ
た

(図
=
)。

･
実
験
中
の
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
現
状
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の
歩
道
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
｢
ア
ー
ケ
ー
ド
が

古
い
｣
(三
九

･
三
%
)
、
｢危
険

(段
差
な
ど
)｣

(三
七
･
三
%
)、
｢暗
い
｣
(三
三
･
三
%
)
が
約
三

分
の
一
以
上
の
回
答
と
な
っ
た
ほ
か
、
歩
道
利
用
に

つ
い
て
は
、
約
八
割
が
｢今
後
も
行
う
べ
き
で
あ
る
｣

で
あ
っ
た
。
賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
と
な
る
た
め
に

は
、
｢商
品
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
工
夫
｣
(四
七
･

一
%
)、
｢イ
ベ
ン
ト
や
売
り
出
し
｣
(三
三
･
三
%
)、

｢建
物
を
新
し
く
す
る
｣
(三
一
･
四
%
)
が
高
い
回

答
と
な
っ
た
。
ま
た
、
大
町
周
辺
で
の
滞
在
時
間
は
、

｢
一
時
間
三
〇
分
以
上
｣
が
約
半
数
以
上

(五
二
･

一
%
)
、
｢三
一
~
六
〇
分
｣
(三
一
･
三
%
)
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
人
当
た
り
の
平
均
滞
在
時

間
は
一
七
一
分
と
実
験
前
よ
り
二
倍
以
上
の
増
加
と

な
っ
た

(図
惨
)。

･
実
験
後
の
地
区
の
住
民
、
商
店
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
歩
道
利
用
に
つ
い
て
は
、
約

七
割
が
｢今
後
も
行
う
べ
き
で
あ
る
｣
と
し
て
い
る
。

理
由
は
、
｢や
り
方
を
工
夫
し
て
継
続
｣
が
約
三
分

の
二
で
あ
り
、
約
二
割
が

｢今
後
は
や
ら
な
い
ほ
う

が
良
い
｣
と
し
て
お
り
、
理
由
は
、
｢く
つ
ろ
げ
る

雰
囲
気
が
な
い
｣
(六
○
･
0
%
)
が
最
も
高
い
回

線

答
と
な
っ
た
。
ま
た
、
実
験
実
施
に
よ
る
各
影
響
に

2

つ
ぃ
て
･

住
民
の
日
常
生
活
へ
の
影
響
は
、
特

に

律　　

な
か
っ
た
｣
が
約
八
割
、
商
業
者
の
商
売
へ
の
影
響

、,

は
、
｢変
わ
ら
な
か
っ
た
｣
(｢売
上
｣
(五
九
,
八
%
)、

稍

0
臟
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Û図

　
　

　

　

エフ　

　

　

　　

　　

　

　

ン

.

･

･

･

‘

プ

ホ

1

2

3

4

5

6

　
　

　

　

　

　

　

　

オ
師

O



｢来
客
数
｣
(六
○
･
九
%
)
/
無
回
答
三
五
%
)
と

す
る
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
今
後
の
改
善
点

等
は
、
｢歩
き
や
す
く
安
全
な
歩
道
環
境
｣
、
｢お
客

様
が
常
時
休
め
る
環
境

(い
す
、
ト
イ
レ
、
休
み
処

等
)｣
、｢イ
ベ
ン
ト
と
個
店
の
売
上
と
の
結
び
つ
き
｣、

｢開
催
時
期

(暖
か
い
季
節
)
の
工
夫
｣
な
ど
が
示

さ
れ
た

(図
態
。

実
験
中
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
利
用
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
来
街
者

(実
験
中
)
よ

鍵

ト一図13 住民 ･商店アンケート
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歩行者との共存が可能な
利用であれば継続すべきである

り
も

コ
局
い
年
齢
層
｣、
｢徒
歩
手
段
に
よ
る
来
街
｣
な

ど
の
現
状
が
う
か
が
え
た
。
歩
道
利
用
に
つ
い
て
は
、

約
九
割
が
不
ブ後
も
行
う
べ
き
で
あ
る
｣
と
し
て
お
り
、

良
か
っ
た
点
と
し
て
は
、
｢
一
休
み
で
き
る
｣
や

｢気

軽
に
く
つ
ろ
げ
る
｣
が
高
い
回
答
と
な
っ
た
。
改
善
点

と
し
て
は
、
｢P
R
の
方
法
｣
や

｢催
事
の
工
夫
｣
が

高
く
、
｢車
道
側
の
安
全
性
確
保
｣
は
最
も
低
い
回
答

と
な
っ
た
。
ま
た
、
大
町
周
辺
で
の
嗣
肺
在
時
間
は
一

時
間
以
内
が
全
体
の
約
三
分
の
二
｣
を
占
め
る
が
、
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に
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なもてなしを受けられる

｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
時
間
は
、
三
〇
分
以
内
が

召

約
九
割
｣
を
占
め
て
お
り
、
商
店
街
の
滞
在
時
間
延
長

R

の
効
果
が
認
め
ら
れ
た

(図
巴
。

五

課
題
と
今
後
の
展
開

ャ　

1

歩
道
利
用
の
課
題

現
状
の
歩
道
幅
員
で
は
、
当
初
想
定
し
て
い
た
歩
道
上

の
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
十
分
な
歩
行
者
空
間
の
確
保

が
困
難
な
箇
所
が
あ
っ
た
た
め
、
中
止
、
場
所
の
変
更

(オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
歩
道
と
連
続
す
る
民
地
を
活
用
)

が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
歩
道
利
用
の
た
め
の
協
議
は
、

利
用
す
る
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
詳
細
計
画
を
も

っ
て
警
察
と
の
協
議
を
行
う
必
要
性
が
あ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
の
飲
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

｢歩
道
に
面
す
る
場
所
に
飲
食
店
舗
が
無
い
｣
と
い
う
大

町
商
店
街
の
現
状
か
ら
、
食
事
等
の
提
供
に
協
力
す
る
飲

食
店
舗
側
か
ら
、
｢目
店
の
従
業
員
等
で
接
客
す
る
形
態

で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
難
し
い
｣
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た

た
め
、
実
行
委
員
会
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
体
制
が
必
要

と
な
っ
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
車
道
側
へ
の
転
倒
や
飲
食

物
の
飛
散
等
の
対
策
を
施
す
よ
う
に
警
察
よ
り
指
導
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
車
道
と
の
境
界
側
へ
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
た
。
こ
の
と
き
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保
す
る
も
の
が

｢工
事
用
の
フ
ェ
ン
ス
｣
し
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る

｢景
観



写真 6 フェンス設置状況

に
配
慮
し
た
フ
ェ
ン
ス
｣
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る

(写

真
6
)。
フ
ェ
ン
ス
設
置
の
課
題
も
踏
ま
え
る
と
、
今
後

も
歩
道
を
カ
フ
ェ
等
に
活
用
す
る
場
合
は
、
通
行
に
も
十

分
配
慮
し
た
安
全
確
保
可
能
な
歩
道
幅
員
が
条
件
と
な

り
、
管
理
者
、
警
察
と
の
協
議
の
上
、
歩
行
者
安
全
性
の

確
保
を
十
分
考
慮
し
、
歩
道
幅
員
に
支
障
の
な
い
方
法
が

前
提
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
演
奏
会
な
ど
の
観
客
席

が
必
要
な
場
合
に
、
会
場
が
歩
道
と
連
続
す
る
民
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
隣
接
し
て
の
客
席
確
保
が
難
し
か
っ
た
た

め
、
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
と
な
る

｢歩
道
部
分
や
空

き
店
舗
｣
を
客
席
と
し
て
用
意
す
る
方
法
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
今
後
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
検
討
す
る
場
合
、

客
席
確
保
の
問
題
を
解
決
で
き
な
け
れ
ば

｢観
覧
型
イ
ベ

ン
ト
｣
は
見
直
す
必
要
が
あ
る

(写
真
7
)。

2

地
元
の
対
応
の
課
題

今
回
の
実
験
で

｢店
舗
前
の
清
掃
、
美
化
｣
や

｢オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
の
準
備
、
撤
去
｣
、
｢
カ
フ
ェ
テ
ー
ブ
ル
の
美

化
｣
、
｢
カ
フ
ェ
で
の
も
て
な
し
｣
、
｢各
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

準
備
｣
等
に
対
し
て
、
地
域
の
住
民
･
事
業
者
が
主
体
的

に
参
加
し
た
こ
と
で
、
｢自
主
的
に
関
わ
る
こ
と
の
必
要

性
｣
に
つ
い
て
認
識
が
高
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

今
後
も
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
地
域
住
民
･
事
業
者
の
自
主
的
参
画
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
へ
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の
地
元
の
自
主
的
協
力
体
制
に
は
成
果
が
あ
っ
た
が
、
た

く
さ
ん
の
来
街
者
を
各
店
の
売
上
に
結
び
つ
け
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
に
同
調
し
た
個
店
の
販
売
自
助
努
力
が
不
足
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
時
の

個
店
販
促
の
方
法
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
今
回
の
実
験
で
実
施
し
た
意
向
調
査
の
結
果

を
通
じ
て
、
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
で
大
町
を
訪
れ
る

｢消

費
者
等
の
意
見
｣
を
改
め
て
認
識
で
き
た
こ
と
は
、
現
状

の
歩
道
空
間
に
対
す
る
問
題
点
や
整
備
の
あ
り
方
、
今
後

の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
内
容
･
方
法
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
個
店

側
の
あ
り
方
等
に
参
考
と
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
と

な
っ
た
。
今
後
も
、
た
だ
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
だ
け
で
な

く
、
利
用
者
や
参
加
者
の
意
向
を
調
査
し
、
実
施
内
容
の

改
善
に
活
か
す
方
法
が
必
要
で
あ
る
。

当
初
、
収
入
を
見
込
む
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
企
画
も
想
定
し

た
が
、
実
施
場
所
の
制
約
等
に
よ
り
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
道
路
美
化
等
の
維
持
管
理
活
動
費
用
の
一
部
と

し
て
資
金
確
保
す
る
こ
と
は
今
回
は
困
難
と
な
っ
た
が
、
地

域
住
民
･
事
業
者
が
自
主
的
に
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
、

歩
道
空
間
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
逆
に
効
果
が
上
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3

今
後
の
展
開

御
道
路
整
備
計
画
内
容
へ
の
活
用

▼
安
全
な
歩
道
空
間
の
整
備
と

ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
の
改
善



今
後
、
道
路
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
な
歩
行

▼
消
費
者
が
店
を
訪
れ
る
必
然
性
を

者
空
間
の
確
保
と
周
辺
環
境
等
と
の
ト
ー
タ
ル
イ
メ

え
ら
れ
る
よ
う
な
イ

ー
ジ
の
改
善
に
つ
い
て
、
考
え
方
を
最
初
に
明
ら
か

に
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
今
回
の
実
験
期
間

中
も
、
普
段
同
様
に
来
街
者
の
年
齢
構
成
は

｢五
0

歳
代
以
上
｣
が
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
今
後
の

商
店
街
に
お
け
る
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
も
こ
の
年

代

(中
高
年
齢
層
)
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
歩
き
や
す

い
安
全
な
歩
道
空
間
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

▼
高
齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て

時
間
を
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▽
恒
常
的
な

｢
一
休
み
｣
の
空
間
提
供

(い
す
、
テ
ー
ブ
ル
等
の
設
置
)

今
後
、
さ
ら
に
進
む
高
齢
社
会
に
対
応
し
て
、
高

齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て
時
間
を
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く

り
が
、
な
お
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
ま
た
、
実
験
の
結
果
か
ら
、
歩
道
利
用
の
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
に
よ
り
滞
在
時
間
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
道
路
整
備
の
実
施
段
階
に
お
い
て
は
、
来
街
者

利
便
施
設

(い
す
、
テ
ー
ブ
ル
等
)
を
利
用
し
た
歩
道

整
備
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

今
後
の
活
性
化
展
開
に
つ
い
て

▼
連
動
す
る
販
促
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

今
回
の
実
験
に
よ
っ
て
、
集
客
効
果
と
滞
在
時
間

の
増
加

,
延
長
効
果
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
効
果
が
単
に

｢ま
ち
の
集
客
｣
だ
け

で
な
く
、
各
店
舗
の

｢売
上
｣
や

｢来
客
数
｣
の
増

加
に
連
結
す
る
よ
う
に

｢店
側
へ
消
費
者
を
引
き
込

む
よ
う
な
販
促
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
｣
が
特
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
｢消
費
に
結
び
付
け
る
こ
と
｣
に
視
点
を

置
い
た

｢消
費
者
が
店
を
訪
れ
る
必
然
性
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
｣
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

回

改
善
目
標
に
対
す
る
考
察

▼
大
町
通
り
の
歩
行
者
交
通
量
を

道
路
整
備
後
に
現
状
よ
り
約
二
〇
0
%
増
加

都
市
計
画
道
路
の
整
備
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
今
回
の
調
査
結
果

よ
り
、
既
存
の
道
路
状
況
に
お
け
る
実
験
中
の
来
街

者
数
は
、
実
験
前
の
来
街
者
数
の
休
日
で
約
一
･
九

三
倍
、
平
日
で
約
一
･
五
〇
倍
と
増
加
の
値
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
て
い

た

｢西
側
歩
道
｣
だ
け
で
見
る
と
、
休
日
は
約
二
･

一
ニ
ニ
倍
と
な
り
、
す
で
に
二
〇
0
%
以
上
の
増
加
を

示
す
結
果
で
あ
っ
た
。

ツ
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
街
角
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た

通
り
を
活
か
し
た
催
事
を
平
成
二
〇
年
ま
で
に
定
期

化
し
、
年
間
三
回
程
度
開
催

通
り
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
の
実
験
を

通
し
て
実
施
上
の
諸
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
定
期
化
に
向
け
た
次
年
度
以
降

の
取
組
み
は
、
実
施
方
法
や
開
催
内
容
に
つ
い
て
、

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
十
分
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
o

回

ま
と
め

今
回
の
実
験
は
、
現
状
の
歩
道
で
の
イ
ベ
ン
ト
展
開
に

お
け
る
効
果
、
課
題
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
、
合
わ
せ

て
来
街
者
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
り
当
該
地

区
、
道
路
に
求
め
ら
れ
て
い
る
環
境
や
機
能
な
ど
、
将
来

的
な
基
盤
整
備
に
お
い
て
参
考
と
な
る
様
々
な
情
報
を
得

る
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
験
結
果
だ
け

見
れ
ば
、
改
善
目
標
で
あ
る
歩
行
者
交
通
量
の
増
加
も
概

ね
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
実
験
期
間
中

の
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
活
性
化
方
策

の
自
主
的
な
展
開
、
継
続
が
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

全
国
的
に
財
政
の
圧
縮
に
よ
る
公
共
事
業
の
選
択
、
大

型
商
業
施
設
の
郊
外
進
出
、
購
買
客
の
郊
外
志
向
や
少
子

高
齢
化
等
々
、
中
心
市
街
地
を
巡
る
情
勢
は
依
然
厳
し
い

状
況
で
あ
る
b
今
回
の
実
験
の
成
果
を
当
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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